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１「よし。契約成立だぞ、クライム！」

２「うるさい！　そんなのボクの勝手でしょ！」

３「宿命をともにする、仲間よ」

４「あなたの敵は、私たちの敵。共通よ」

５「お前、レンのこと知ってるのか？　友達か？」

６「絶対に本当だって！　オレは、嘘はつかない！」

　エピローグ



    

  
    
      



　１　「よし。契約成立だぞ、クライム！」





　　　１



　満月の夜。暗く深い森。

　月光の及ばない闇やみの中を、クライムは猛烈な速さで疾走していた。

　地を蹴ける度たびに、草が千切れ飛び、土が舞う。木の幹を避よけ、繁しげみを掻かき分け、大地をうねる根を跨またぎ、散らばる岩を跳び、走り続ける。かすかに金属のこすれる音が漏れる。

　枝で眠っていた鳥たちが、非難の声をあげながら飛び去っていった。

「し、しつこい奴やつだな……」

　いまにも泣き出しそうな声で、クライムは喘あえぐ。

　視線を感じていた。背筋に戦せん慄りつが走る。得体の知れない追跡者が――近くにいる。

　不意に視界が開け、森を抜けた。傾斜のついた地面から木々が消え、なだらかな丘が広がっていた。

　立ち止まり、飛び出すのを躊ちゆう躇ちよする。荒い息を整え、額ひたいの汗を拭ぬぐう。

　青い月明かりに、不安げなクライムの顔が浮かんだ。

　硬そうな蒼あおい髪を立たせ、背後で束ねている。細く高い鼻、神秘的な光を携たずさえるサファイアのような蒼い瞳ひとみ。

　彼の姿は、どこか異質だった。

　それは上半身を覆う漆しつ黒こくの鎧よろいのせいだ。禍まが々まがしい血の色のラインが縁ふちを彩いろどり、両肩を覆う板と籠こ手ての部分には赤い宝石がはまっている。胸と首の間にも、赤い宝石が鈍にぶく輝いている。騎士が身に着けるものとは違う、目を疑うような異い形ぎようの鎧。

　そして背には、とてもひとが使えるとは思えない、真っ直ぐに伸びる立派な大剣が張り付いていた。

「あれだ！」

　クライムの顔に、光こう明みようが差す。

　小高い丘のてっぺんに、古そうな石造りの城が見えたのだ。雲のない澄んだ夜空を背景にして、悠ゆう然ぜんと建っている。

　古城に逃げ込めば、追跡者は入ってこれないだろう。なにしろ、あいつは――

　背後で、森がざわめいた。安あん堵どしかけたクライムの顔が、再び緊張する。

　ぞくりとして、振り返った。

　突風が葉を散らし、木々を揺らす。恐ろしげな音が、空気を震わせる。

　ずあっと、巨大な黒い影が――森の上空に現れた。

　屋敷ほどもある巨大な身体からだには、月に光る鱗うろこが一面に敷き詰められている。翼は左右に広がり、長い尾の先端には複数のトゲが生えている。伸びた首の先に目を移すと、鋭利な角を左右に生やした厳いかつい頭部がうつむいている。

　満月を背にし、ふわりと浮かぶその姿は、まるで悪夢のようだった。

「……何故、逃げる」

　地の底から響く、重々しい声。

　その英知の詰まった赤い双そう眸ぼうは、じっとクライムを見下ろしている。

「ぎゃあ！　で、でたあーっ！」

　クライムはぴょこんと跳び上がり、空中で足をじたばたさせ、目玉が飛び出るかと思われるほど目を見開き、大口を開けて悲鳴をあげた。着地するなりずばっと背を向け、もうもうと砂すな埃ぼこりをたてながら再び全力疾走。

　目指すは、あの古城。

　金属製の鎧を身にまとい、大剣を背負っているというのに、クライムの速度は凄すさまじい。数百メートルの斜面を瞬時に駆け抜け、あっという間まに城に到着する。

　両開きの鉄の門は、くる者を拒こばむように、重々しく閉ざされていたが、躊ちゆう躇ちよしている暇などない。すぐ背後に、恐怖の羽音が迫っているのだ。

　ぶつかるように思いっ切り両手で扉を押すと、それはわずかに開いた。素早く身体からだを隙すき間まに入れ、すぐに扉を閉める。

　扉に背を預け、大きく息を吐き出した。そのまま、ずるずると腰を下ろす。

　逃げ切った。ついに、やっと、落ち着くことができる。

　そう思った途端、城の外で風が雄叫おたけびをあげた。クライムは弾はじかれたように立ち上がる。壁がびりびり震動し、扉の隙間から冷たい風が吹き込んできた。

「……くそっ！　あいつめ、外で待ちかまえてやがるな！」

　クライムは顔を歪ゆがめ、扉に蹴けりを入れた。

　そろりと、扉から遠ざかる。

　あの巨体が中にまで入ってくることはなさそうだが、その気になったらこんな石の扉くらい、簡単に破壊してしまうかも知れない。ここにいるのは危険だ。どこか隠れられる場所に行こう。そう思い、歩き出す。

　ロビーは暗かったが、クライムはなんのためらいもなく、瓦が礫れきを跨またぎながら部屋を横切る。足を踏み出す度たびに砂すな埃ぼこりが舞い上がった。

　部屋の奥に、二階へ延びる石の階段を見付けた。踊り場の壁には、この城の主あるじだと思われる人物画が飾られている。色が煤すすけてかなり気味が悪い。今にも中から出てきそうだ。

　視線を上げると、階段はこのロビーを取り囲むテラスへと通じている。二階の奥へ延びる暗い廊下も見えた。

　この場所にとどまっているよりはましだと思ったクライムは、壁の絵画を見ないようにして早足で階段を昇る。

　昇り切ると、テラスからロビーを見下ろす。両開きの門は沈黙していたが、まだなんとなくそこに気配を感じる。気のせいだと首を振っても、危き惧ぐは解消されない。

　苦々しい顔で装飾の施された鉄てつ柵さくに手を置いたら、それはあっさりと崩れた。

「うわっ!?」

　慌あわてて身を引く。柵はロビーに落下し、嫌な音を響かせた。

　予想以上に傷いたんでいる。足あし下もとにすら不安を抱いだきながら、クライムは暗い廊下に向かう。

「……どっか安全そうな部屋でも探して、夜が明けるまで隠れてようかな」

　ある程度進むと、手近にあるドアを開けた。するとドアは嫌な音をたてて軋きしみ、途中でバタンと倒れてしまった。もうもうと、埃ほこりが舞う。

　口を押さえ、部屋を覗のぞく。やはり荒れ果てている。崩れた調度品。倒れた燭しよく台だい。ベッドは切り裂かれている。開け放たれた窓から、夜空が見えた。

　クライムは、違和感に気づいた。

　いくらひとが絶えて久しい建物とはいえ、蜘く蛛もの巣や鼠ねずみすら見かけない。生き物の気配が感じられないのだ。鼻をくんくん鳴らしても、埃ほこりの匂においしかしない。

「やだなあ。なんかお化けとか出そうじゃないか……」

　ぶるっと身体からだを震わせた。ひとりでこんな不気味な城にいると思うと、心こころ許もとない気分になる。

　廊下に戻り、壁に手をつきながら先に進む。

　ぬめっ――なにかが手に触れた。

　小さく悲鳴をあげ、慌あわてて手を引くと、粘着質の液体が手に張り付いていた。

「な、なんだこりゃ！　うわあ、気持ち悪い！」

　ぶんぶん振って、それを取ろうと苦心する。

　ガスッ！

「ぎゃあっ！　痛いっ！」

　突然、後頭部に痛烈な打撃を受けた。頭を押さえ、飛び退のきながら振り返る。

　そこに、小柄な人影が身構えていた。

「だ、誰だれだお前は!?」

　まさかお化けじゃないよな、とか思いながら、クライムは相手をじろじろと見る。

　大丈夫だ。ちゃんと脚あしもあるし、透けてもいない。

　髪は短く、背は低く、少年のような華きや奢しやな身体つきをしていた。革かわ鎧よろいを着て、腰に剣を下げ、外がい套とうをまとっている。

　廊下は暗かったが、クライムにはそう判別できた。顔や表情まではわからない。

「おかしいな……。手て応ごたえあったはずなのに」

　小柄な人影はそうつぶやいて、じりじりと後ずさる。

「なんだよいきなり。酷ひどいじゃないか！」

　打たれた場所をさすりながら、人影に近づく。

「こっちくんな！　奴やつらの仲間か？　……いや、同業者か？」

　凛りんとした張りのある声だ。警戒を解かず、すらりと剣を抜いた。

　クライムは、眉まゆ根ねを寄せて立ち止まる。

「ちょっと待てって。オレはあやしい者じゃないよ。同業者ってなんだ？」

　まさかこの城の居住者というわけではあるまい。だとしたら、何者なのか。クライムには、思いつかない。

「違うのか？　……じゃあ、こんなとこでなにしてんの!?」

「オレか？　オレはその……」

　どういっていいか、クライムは迷った。いきなり本当のことを話しても、とても信じてくれないと思う。なにしろ自分自身でも、未いまだに信じられないことなのだ。

「……旅の、途中なんだ。大きな町に行く途中でさ。ここで一晩明かそうと思って」

　嘘うそではない。ひとり旅をしている途中で、あの恐ろしい追跡者と出で逢あってしまったのだ。

「ふうん。旅人ね……。こんな山奥に町なんてないけど。……あやしいな」

「そっちだって同じじゃないか。こんなお化けが出そうな古い城で、なにやってんだ？」

「ボクは、……トレジャーハンターだよ」

「とれじゃはんた？　なんだそりゃ？」

　ずるりと、人影は足を滑らせた。

「どこの田舎者だ！　トレジャーハンターっていうのは、古い文献を調べたり、情報を買って、こーゆー古い城や遺跡に忍び込んで、お宝を見つけ出す職業だよ！」

　律りち儀ぎに、そう説明してくれた。クライムは、ふんふんと頷うなずく。

「そうなのか。じゃあ、この城ってなんか宝があるんだ」

「……さあね」

　小柄な人影は舌打ちして、剣を納める。

「とにかく、同業者じゃないなら、ボクの仕事の邪魔をすんな。怪け我がをしたくなければ、どっかその辺でおとなしくしてるんだね」

「ち、ちょと待ってくれよ！」

　ひと恋しかった。一日中、得体の知れない者に追われていて、心細くなっていた。恐怖を紛まぎらわせるためにも、誰だれかと一緒にいたい。



    

  
    
      



    

  
    
      「オレの名前はクライム。お前は？」

「ん。……いきなり自己紹介？」

「せっかくだからさ。ほら、“〝出で逢あいとは、新たな道の始まり”〟っていうじゃないか」

「なにそれ。アホか」

　冷たくいって、背を向けて歩き出す。

　クライムは、あとを追う。

「名前くらい、教えてくれてもいいと思うぞ」

　返事はない。

「……さっき、凄すごい痛かったな。いきなり不意打ちなんて、酷ひどいじゃないか」

　ぴくりと、反応があった。少し罪悪感を覚えたのだろうか。

「こんな不気味な城で警戒するのはわかるけど、もう少し穏おん便びんにできなかったのか？」

　もう反応がない。

　廊下の先に窓が見えた。薄く月明かりが差し込んでいる。

「お前、まだ子どもなんだろ？」

　その言葉に、小さな頭が小さく揺れた。手て応ごたえありだ。ここは褒ほめまくって、機嫌よくなってもらおうと、クライムは考えた。

「凄いな、男の子とはいえ、そんな歳としでこんな不気味な城に宝探しにくるだなんて」

　薄明かりの下で、人影が立ち止まった。肩が震えている。

「借金でも抱えてるのか？　両親が病気とか？　子どもなのに、偉いなあ」

「ボクは、子どもじゃない！」

　いきなり振り向いた人影に、思いっ切り怒鳴られた。

　虚をつかれて、クライムはのけ反ぞる。

「え。で、でも、ちっさいし……」

「うるさい！　チビで悪かったな！　ボクはこれでも十七歳だ！」

「えー、十七？　オレと同い年か？」

　薄明かりで、相手の顔が見えた。

　短くした赤土色の髪。薄汚れているが綺き麗れいな肌。凛りんとした意志の強そうな瞳ひとみ。薄い唇。その華きや奢しやな体つきは、どこからどう見ても同い年には見えなかった。せいぜい十三、四歳くらいだ。

　クライムはそばに寄り、背を比べる。

「ほら、オレの顎あごまで届かない。とても十七には見えないぞ」

「黙れ！」

「ぎゃあっ！」

　ごすっと、脛すねを蹴けられた。

「なんだよ、さっきから暴力的だな！」

「あんたこそ、さっきから腹の立つことばかりいってるじゃんか！　そもそもボクは――」

　その顔がぴしっと凍り付く。

　クライムの姿を、薄明かりで確認できたのだ。異い形ぎようの鎧よろいと、あまりにも大きく長い剣。

「……ほ、本当に、何者だ？」

「だから、オレはクライムだよ」

「アホか！　名前じゃない！　……その変な鎧と剣、どこで手に入れたの？」

「え？　これか？　これは昨日……」

　いいよどむ。手に入れた方法は、簡単だ。気づくとそこに落ちていたので、試しに着てみただけなのだ。

　ただ、どこで手に入れたかは、話せなかった。何故なら、その洞どう窟くつがどこであるか、どうやってその奥深くまで辿たどり着けたのか、クライムにもよくわからなかったからだ。

「な、名前教えてくれよ。そうしたら、教えてやってもいいぞ」

　苦し紛まぎれに、そういった。

「レン。で、入手場所は？」

　すいと、クライムに身体からだを寄せる。

「……え？　レン？」

「ボクの名前だよ。教えたんだから、話せよな！」

　目が爛らん々らんと輝いていた。興味深そうに、クライムの鎧に手を触れる。妙に鼻息が荒い。

「レンっていうのか。いい響きの名前だな」

「これ、鉄製？　……ちょっと違うな。見たことがない意匠だ。埋め込まれてるのは、宝石？　……大きいな。うーん、暗くて価値までわからないか。それにこの厚い剣。抜き身でぶら下がってる。……重そう。よく普通に立っていられるな」

　ぶつぶつつぶやき、べたべた触る。レンはクライムの周りを歩きながら、指で叩たたいたり撫なでたり頷うなずいたり首を捻ひねったりして、一生懸命調べている。まるで鑑定士だ。

　その小ぶりな顔が、クライムを見上げる。

「上半身だけ？　腰当てや、脚あしの鎧は？」

「え、いや……。どうだったかな。あったかな？」

「胸当てだけなんてことないでしょ。探さなかったの？」

「それどころじゃなくてさ。この鎧、なんとなく身に着けちゃったんだけど……。実は、呪のろわれてるんだ」

　そういった瞬間、レンはばばっと離れた。

「このアホ！　そういうことは先にいえ！　……そういや、どことなく呪われてそうな感じがする」

　汚いものを払うように手を振って、嫌そうに顔を歪ゆがめる。

「そんな顔すんなよ。傷つくだろ。大きな町に行けば、解いてもらえるかな？」

「呪のろわれた武具なんかに興味ない。じゃあね。ばいばい」

　レンはクライムの横を通り過ぎて、奥へ向かう。

　不満顔のクライムは、当然のようにそのあとに続く。

「……どうしてついてくる？」

「え？　……いや、せっかくだからさ、一緒に――」

「ついてくんな」

「つれないこというなよ。あ、そうだ！　オレもレンの仕事を手伝うよ。“〝助け合えばなにごとも楽になる”〟っていうしな」

　思いつきを口にしたら、ぴたりとレンの足が止まった。

　レンの首が横を向くと、両開きの扉があった。レンは両手で押して、それを開く。顎あごで、先に入れと指図された。

「ここか？　ここに宝があるのか？」

　一歩足を踏み入れる。広い部屋だ。奥にある大きな窓から、丸い月が見える。

　ガスッ！

　後頭部に痛烈な痛みが走った。

「ぎゃあっ！　痛いっ！」

「わわっ!?　どうして？　今度は思いっ切り殴ったのに！」

　レンが意外そうな声を出す。両手にしっかりと、砂を詰め込んだ革袋を握にぎっている。

「なにすんだよ！　頭悪くなるじゃないか！」

　クライムは頭をさすりながら、口を尖とがらす。

「うるさい！　宝を横取りされてたまるか！　ここの情報調べるのに、金がかかってるんだぞ！」

「横取りなんてするかよ！　手伝ってあげようと思っただけなのに」

「信用できるかっ！」

「なんでだよ!?」

「当たり前でしょ。さっき逢あったばかりで、どんな奴やつだか知らないし。……知ってたって、御免だよ。仲間なんかいらない。ボクは一いつ匹ぴき狼おおかみなんだ！」

　真面目まじめな顔をしているレンを見て、クライムは吹き出した。

「うははは。レンは狼っていうか、子犬って感じだぞ」

　レンの表情が、みるみる険しくなる。

「だ、誰だれが子犬だっ！」

「うわ、怒った。だって、レンはちみっちゃいし。可愛かわいい子犬みたいだよ」

　クライムは褒ほめたつもりだったが、もちろん逆効果だ。

「うるさいアホっ！　さっきから、ひとが気にしていることを……。あんたみたいなアホに、そんなこといわれたくない！」

　そういわれて、クライムも口元を引きつらせた。

「そっちこそ、アホアホいうことないだろ。オレはアホじゃない！」

「いいや、アホだね。しかも、ドアホウだ！」

「お前なんて、ちびのくせに！　どう見ても子どもじゃないか！」

「なにをーっ！」

「なんだよ！」

　ずしりと、部屋が揺れた。

　クライムとレンは、顔を見合わせたままぴたりと固まった。お互いの頬ほおに、汗が伝う。

　あの恐ろしい追跡者かと思い、クライムは窓の外を見たが、夜空には満月が煌こう々こうと鎮座しているだけ。羽音はしない。

「ボクとしたことが……」

　レンは悔しそうな顔で、廊下の奥を凝ぎよう視ししていた。腰から、細身の剣を抜く。

「……レン。今、揺れたよな？」

「こういう古城にはつきものじゃんか。……どこかに潜ひそんでいるとは思ってたんだ。あんたが大声出すから、見付かっちゃった」

「レンだって出してたじゃないか」

「うるさい！　あんたのせいだっ！」

　ごそり。廊下の奥から、太く長いものが現れた。大蛇のようなそれは、薄明かりに黒くぬめり、不気味にのたうっている。

「……あれは、まさか」

　振り返ると、廊下の反対側にも現れた。

「フォトゥルマ……。知ってるよな？」

　身構えたレンが、押し殺したような声でそういった。

「し、知ってるよ。……怪物だろ？」

　ふたりは部屋の中に駆け込んだ。広い部屋だが、他に扉はない。

　ずるり。廊下で、重いものが引きずられるような音がした。

「ここじゃ逃げ場がない。戦うよ！」

「わ、わかった！　ここはオレに任せろ！」

　そう叫んで、クライムは颯さつ爽そうとレンの前に立った。同い年というが、小柄で非力そうなレンに頼るわけにはいかない。

　しかし、彼の顔はこわばっていた。心臓が、物もの凄すごい速さで波打つ。

　背中の剣に手を伸ばすと、長い大剣はするりと滑るようにクライムの手の中に収まった。軽く素振りをする。重量はあるが、彼の筋力はそれを軽々と扱う。

　素振りをしながら、クライムは若じやつ干かん不安になった。そういえばこの剣は、拾ってからまだ一度も使ったことがない。

「おい、きたぞ！」

　細身の剣を抜いたレンが、叫ぶ。

　廊下に、グロテスクな黒い塊が姿を現した。

　――フォトゥルマ。

　部屋の入り口を塞ふさぐような大きさ。顔も四肢もないぶよぶよとした身体からだから、太く長い触手が何本も飛び出す。ぬめる粘液が、糸を引く。

　大蛇のように伸びた触手の先端が、耳みみ障ざわりな声を出しながら口を開けた。細かい牙きばが、ぎっしりと何重にも並んでいる。

　一気に、クライムの顔から血の気が失うせた。全身に鳥肌が立つのがわかる。

　森に存在する動植物とは、あきらかに生態系の異なる不気味な怪物。生命としての息づかいも、筋肉の動きも、知性も、まったく感じられない。その存在自体が、彼には理解ができない。はっきりいって、恐こわい。

　フォトゥルマの触手が、弾はじけるように飛び出した。

　呆ぼう然ぜんとしていたクライムは、無抵抗にその攻撃を受けて吹き飛ばされ、レンの真横を通過して壁にぶつかった。

「ぎゃあっ！」

「わわっ！　な、なにしてんだ!?　くそっ！」

　触手が数本、獲え物ものを求めて襲いかかってきた。飛び出したレンは、機敏な動きで避よけながら、細身の剣を振り回す。かなり訓練された動きだ。部屋を縦じゆう横おうに駆け回り、触手を斬きり裂く。

　触手の傷口から、泥のような液体が迸ほとばしると、それは床や壁を溶かした。払ったレンの外がい套とうの裾すそに、じゅっと穴が空いた。

「強酸性の血だ！　気をつけろ！　……つか、なにしてんの!?」

　クライムは奥の壁に倒れて、レンの活躍を呆然と眺めていた。

「……レンって、けっこー強いんだな」

「うるさい！　ぼさっとしてんな！　あんたのその格好は、見せかけだけか!?」

　隙すきを見せたレンの手元に、牙を剥むいた触手が襲いかかった。

　鮮血が流れる。牙に右手を裂かれ、剣を落とした。

「くそっ！　油断した！」

「レ、レン!?」

　傷口を押さえながら、レンが走ってきた。その勢いのまま、立ち上がろうとしたクライムの顔面に蹴けり。

「ぎゅむ」

　足がどくと、怒りの形ぎよう相そうが迫ってきた。

「この役立たず！　なに怯おびえてんだよ！」

「実は……。オレ、あーゆーわけわかんない怪物が苦手なんだ」

　その情けない顔と声に、レンはしばし絶句した。

「ドアホウ！　今さらなにいってんの!?　戦え！」

「だ、だけどさ、全然勝てる気がしないんだ。ひととか熊くまとか狼おおかみだったら負ける気しないけど、あんなの無理だよ。急所もわかんないし、感覚を共有できない。なんとか逃げらんないかな」

「逃げられるもんなら、とっくに逃げてるよっ！」

　ぐいっと腕を引っ張られ、強引に立たされる。素早く背後に回ったレンに、背中を強く押された。

　すぐ目の前に、触手が迫ってくる。

「うわっ！　なにすんだ!?」

　咄とつ嗟さに剣を下から上に振り、斬きり裂いた。飛び散る強酸性の血を、跳び退のいて避よける。

「できるじゃん！　いいからその調子でやれ！」

「……そうかなあ？」

　頬ほおを引きつらせたクライムは、迫りくる触手を払うように、重い大剣をぶんぶん振り回す。どこから迫ってくるか、予想がつかない。

　触手はそのでたらめな攻撃を嘲あざ笑わらうように回避して、腕や脇わき腹ばらに噛かみついた。

「このやろっ！」

　痛みはない。構わず、クライムは大剣を振り下ろす。噛みついていた触手は悲鳴をあげ、ぼたりと斬り落とされる。強酸性の体液が、クライムの身体からだに容赦なくぶちまけられた。

「と、溶かされた!?」

「大丈夫……みたいだ」

　レンに向き直った涙目のクライムは、無傷だった。漆しつ黒こくの鎧よろいにも、汚れひとつない。

「なっ……。どうして無傷なの!?」

「わかんないよ。でも、いくら触手を斬ったって、切りがな――」

　ガコンと音が響いて、入り口付近の石の壁が崩れた。フォトゥルマの本体が、無理矢理部屋に入ろうとしている。うねっていた触手が、吸い込まれるように本体に集まる。

　ぱっくりと、身体の中央が割れた。口だ。鋭く長い牙きばが、何列にも並んでいる。そこから発せられたおぞましい怒りの雄叫おたけびが、空気を震わせる。

　それを合図に、本体の周りに集結した触手が、花開くように一気に弾はじき出された。

　四方から、数えきれぬほどの牙きばが、雨あられと降り注ぐ。

「こ、こんなの無理だあーっ！」

　大剣を放ほうり出し、フォトゥルマに背を向けて逃げだそうとしたクライムは、足を絡ませてつまずき、後ろにいたレンに正面からぶつかった。

「うわあっ！」

「ぎゃんっ！」

　ふたりは折り重なるように倒れる。

　顔面と顔面が勢いよくぶつかった。

　唇に――柔らかい感触。

　次の瞬間、背中に無数の触手が豪雨のように降り注いだ。

　同時に――クライムを覆うように、黄金色の光が迸ほとばしる。

　背中に食らいついた触手が、一気に吹き飛ばされた。溶けた破片が、ぼとぼとと部屋に落ちる。

　フォトゥルマの絶叫が響くなか、眩まぶしく輝いていた光が収縮する。

「……すまない。怪け我がはないか？」

「ふえ？　あ、あんた、いったい……」

　レンは身体からだを引き、口元を押さえて目を見開く。

　クライムの顔つきが、さっきまでとは違っていた。引き締まった口元。凛り々りしい瞳ひとみ。落ち着いた、端正な顔。

「迷惑をかけたな。もう大丈夫だ」

　ゆっくりと立ち上がり、悠ゆう然ぜんとした足取りでフォトゥルマに向き直った。

　クライムの中で、なにかが弾けていた。恐怖が、完全に消えていた。身体の底から熱くなる。フォトゥルマに対する、猛烈な敵意。戦意。殺意。

　手を開く。床に転がっていた大剣が、吸い付くように彼の手に戻った。小枝のように軽い。両手で握にぎると、真っ直ぐに伸びた漆しつ黒こくの剣が刺とげ々とげしく変形し、刀身に刻まれた血の色の文字が激しく輝く。

　反応したように、上半身を包む鎧よろいが溶けるように変形する。赤い宝石が発光し、肩に角のようなものが生え、縁ふち取どる血の色が血管のように走り、鋭角的な姿になった。

　全身から、禍まが々まがしい闘気が発せられる。

　サファイア色の瞳が、ルビーのような赤い色に染まる。

　美しくも、邪悪な姿。

「……ど、どうしちゃったの？　まるで、別人……」

　レンは唖あ然ぜんとしたような顔で、壁に張り付く。

「離れていてくれ。手加減ができそうもない」

　目を細め、赤い瞳ひとみでフォトゥルマを睨にらむ。知れず、口元が歪ゆがむ。

「……雑ざ魚こが」

　迫りくる触手の牙きばなど意にも介さず、クライムは跳んだ。

　大きく振りかぶり、光の速さで剣を振る。

　一いつ閃せん――眩まぶしく輝く黄金色の線。

　爆音とともに、空間が切れた。

　それは、巨大なフォトゥルマの身体からだごと――城を切り裂いた。

　真っ二つに分断されたフォトゥルマは、爆発するようにちぎれ飛ぶ。ぬめるゴムのような肉にく塊かいと、泥のような体液が、壁中にばらまかれた。すべての触手が、力なく地面に落ちる。

　くるりと回転して、クライムは着地した。

「くっ！　ここまでか……」

　そうつぶやいた途端、歪めた顔がすっと弛し緩かんする。

　わずかな時間をおいて、城が崩れだした。ゴウッと地鳴りがして、天井から石の破片が落ちてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「……あれ？」

　間まの抜けた声を出したクライムは、もとに戻っていた。

　いや、それ以下になっていた。まるで力が入らない。立っていることさえできない。ぐしゃりと、その場に崩れる。

　鎧よろいは戦闘状態を解除し、剣は背中に張り付いた。

「……オレ、なにしてたんだ？　な、なんか、力が入らない……」

　視界の隅に、レンの姿が映った。クライムに向かってなにか叫んでいるが、聞こえない。

　急激に意識が遠ざかる。力を吸い尽くされたような感覚。

　ごちんと、大きな破片が頭に当たった。

　――一瞬だけ、白い翼が見えたような気がした。

　優美な白鳥の翼。

　クライムは、気を失った。



　ごつん。

「ぎゃあっ！　痛いっ！」

　地面に頭を打ち付けて、クライムは目を覚ました。

「あ。ごめん……。重いんだよ、あんた」

　目を擦こすりながら身体からだを起こすと、そこにレンが立っていた。顔をそむけ、革鎧の紐ひもを縛り直している。

　すぐ向こうに、鬱うつ蒼そうと茂る森が見えた。いつの間にか、城の外に出ていたようだ。

　クライムは、混乱していた。どうしてここにいるのか。なにがどうなったのか。頭に大きなこぶがふたつもできている。

　地面を揺らすような凄すさまじい音が轟とどろいて、跳び起きた。

　音のした方向、丘の上で、城が完全に崩れ去っていた。月明かりに照らされて、砂すな埃ぼこりが霧のようにもうもうと巻き上がる。

　それで、クライムはなんとなく思い出した。

　あの城の中でレンと出で逢あって、フォトゥルマに襲われて、そのあと男のレンと――

「うわあ！　オレは、キスしてしまったのだーっ！」

　頭を抱え、叫び声をあげる。

「ふ、ふざけんなアホ！　仕事の邪魔したくせに！」

　強烈な蹴けりが、クライムの尻しりに炸さく裂れつした。やけに痛い。

　そのまま、地面にばったりと倒れた。レンの蹴りのダメージだけではなく、全身に力が入らないのだ。嫌な汗が鎧の中を流れ、全身がだるく、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　記憶も錯乱していた。レンとキスしたあと、どうなったのか憶おぼえていない。

「うう……。ち、力が入らないー」

「ったく、弱っちかったり、無茶苦茶に強かったり……。どっちなんだあんたは!?」

「な、……なに、それ？」

　情けない顔をして、クライムは力なくそういった。みっともないところを見せた覚えはあったが、強いところを見せた覚えはない。

　レンは、ガックリとうなだれた。

「……しょうがないなあ、もう！　特別だからね！」

　膝ひざをついて、レンは横に座る。小さな両手をクライムの頬ほおに伸ばし、ゆっくりと目を閉じた。掌てのひらが、ほんのりと白く光る。

　クライムの身体からだの中に、暖かいものが流れ込んできた。

「これは？　……まさか魔術!?」

「動くな！」

「……は、はい」

　クライムは眩まぶしさに目を閉じ、歯を食いしばる。

「緊張すんな。気を楽にしろ」

　深呼吸をして、緊張を解こうと努力する。

　白い光に包まれるような感覚。レンの息づかいが、伝わってくる。じっとしていると、まるで母親に抱かれているような感じがした。

「こんな魔術、初めてだ。……レンって、いろんなことできるんだな」

　素直に感心した。

「魔術っていえるかどうか知らないけどね。……昔から使えるんだ」

「そーゆーのもあるんだな」

「よし。これで動けるでしょ！」

　頬を強く叩たたかれた。

　ぱちっと目を開け、ぎゅっと手を握にぎってみる。身軽に跳び起きて、ぶんぶん腕を振る。

「うおっ、身体が軽い！　ありがとう！　レンの手の傷も、今ので治したのか？」

「……まあね」

　レンはつまらなそうな顔で立ち上がり、その小さな手をずいと差し出した。

「え？　なんだ？」

　笑顔のまま首を傾かしげるクライム。

「治療費だよ。今の魔術の代金。そうだな、一応助けてもらったから、少しまけてやるよ。五万イエンでいいや」

　クライムの顔が、どんよりと曇る。

「……お金取るのか？」

「当たり前でしょ!?　世の中お金だ！　あんたのせいで仕事に失敗したんだから、それくらい払えよ。情報料、高かったんだからな！」

「オレだけのせいじゃないんじゃないか？　レンだってでかい声出してたじゃないか」

「あんたのせいだっ！」

　怒鳴られて、クライムは眉まゆを寄せる。

「……せちがらい奴やつだなあ、お前って」

「うるさい。ほれ、払え」

　びしっと、レンに腹の辺りを手で突かれた。

「わ、わかったよ」

　身を捩よじったクライムは、仕方なく腰の袋に手を伸ばそうとして、そこになにも提げられていないことに今さら気づいた。

「……あれ？　さ、財布がない!?」

「嘘うそいうな。そんなわけないでしょ」

「本当だって！　なんでだ？　どこで落としたんだ？　……あっ、思い出した！　この鎧よろい拾った洞どう窟くつだ！　あそこに置きっ放しだ！」

　クライムは頭を抱えた。文無しじゃないか。しかも、戻りたくても戻れない場所に置いてきてしまった。

「アホか！　財布を置き忘れるだなんて、どんな神経してんだ!?　信じらんない！」

「鎧着るのに邪魔かと思ってさ。あわわ、どうしよう！」

「どうしたもこうしたもあるかーっ！」

　レンが怒鳴ると同時に――

　突風が、枯れた大地を吹き抜けた。砂や小石を巻き上げる。

　ずあっと、大地を影が覆う。

　小さく悲鳴をあげたレンは、身をかがめ、振り返る。その顔が、恐怖に歪ゆがむ。空に浮かぶ、そいつの姿を見たのだ。

　クライムの顔も、硬直している。

　――あいつだ。

　あいつが、すぐそこにいる。

「ド……、ドゥラガン!?」

　歯の根も合わぬレンが、裏声で叫んだ。

　クライムは、おそるおそる振り返る。

　――竜。

　琥こ珀はく色いろの鱗うろこがきらりと光る、広い翼の生えた巨大な身体からだ。伸びた首の先には、鋭利な角を左右に生やした頭部があり、赤い双そう眸ぼうがクライムたちを見下ろしていた。

「……クライム。感じたぞ、封印の解ける快音を」

　腹に響く、重々しい声。笑みを浮かべたのか、その大きく裂けた口が歪ゆがみ、鋭い牙きばを剥むき出した。

　その場にぺたんとへたりこんだレンが、蒼そう白はくな顔でクライムを見る。

「あ、あんたの知り合い？」

「……いや。な、なんかわかんないけど、追われてるんだ……」

　油断していた。城から出れば、こいつが待ち構えていることはわかり切っていたことだった。一刻も早く、他に隠れる場所を探さなくてはいけなかったのに。

「クライム。もう、逃げるのはやめるのだ。追いかけごっこなど、意味がない」

　ドゥラガンは翼を畳み、砂すな埃ぼこりを巻き上げて地上に降りた。大地が揺れる。

　あまりにも巨大な姿。あの腕で掴つかまれれば、簡単に潰つぶされてしまうだろう。あの牙に噛かまれれば、あっさりと命を絶たれるだろう。

　赤い双そう眸ぼうが、クライムとレンを見比べる。目を細め、頷うなずいた。

「素晴らしい機運だ。奇跡といってもいい。わが主あるじと認めただけのことはある」

　その言葉は、クライムの耳には届かない。

　今すぐここから逃げ出したかったが、ひとりで逃げるわけにはいかなかった。

　あのフォトゥルマを倒し、ここまで連れてきたのは、きっとレンに違いないと、クライムは思っていた。さらに、体力まで回復してくれた。大きな借りができた。

　そのレンは、無力に座り込んでいる。

　――オレが頑張らなくちゃいけない！

　一歩、クライムは足を踏み出した。それだけで脚あしが震えた。急速に血の気が引くのがわかる。だけど、少しでもいいところを見せなくては、同じ男として立つ瀬がない。そう思って踏ん張った。

「お前……、グフィードっ！」

　腹の底から、声を絞り出す。

「どうした、クライム？　私のことを、受け入れる気になったのか？」

　その太く長い首が、前に差し出される。

「お前、……こ、恐こわいんだよーっ!!」

　力を込めて、思いっ切りそう叫んだ。

　本当はもっと格好のいい言葉を叫ぼうとしたのだが、つい本音が出てしまったのだ。

　レンが、だからどうしたという顔をクライムに向ける。

「……えと。いや、その、つまり。……恐いんだ！　その顔も翼も牙も角も、みんな恐いんだよっ！」

　レンとドゥラガンを交互に見ながら、おろおろとしたクライムは本音を叫び続ける。

　しかし、その言葉は意外な効果を発揮した。

　ドゥラガンが、よろけたのだ。

「わ、私が……恐こわいだと？　馬ば鹿かな。この綺き麗れいに揃そろった鱗うろこを見よ。格好のよい広い翼を見よ。見事に生えた角を見よ。美しいと評されても、恐ろしいなどと――」

「恐いよ！　当たり前だろ！　お前、でかいし恐いよ！」

　ズガーン！　と、凄すさまじい衝撃をもたらしたようだ。ドゥラガンはのけ反ぞるようにあとずさり、膝ひざをついた。砂が舞い、地面が振動した。

「わ、私は恐いのか？　生を受けて三千と余年、一度たりともそのようなことは――」

「恐いから、どっか行け！　お前なんて、もう見たくない！　恐過ぎるぞ！」

　威力があると思ったクライムは、腕を振り上げて叫ぶ。

　――勝負がついた。

　ドゥラガンの大きな目に、水滴が浮いたのだ。

　ぶわっと、翼を広げる。凄まじい風を巻き起こしながら、ドゥラガンは大地を蹴けり、飛び上がった。そのまま、猛烈な速さで夜空の向こうへ消えていく。

　しんと、静まりかえった。

　じわじわと、クライムの胸に歓喜の思いが広がっていく。

「やった！　追い返したぞ。オレは、勝ったんだーっ！」

　両手を空に向けて、勝利の余韻を味わう。

「……なにこれ。わけわかんね」

　目をぱちくりさせながら、レンは小声でつぶやいた。
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　クライムは、大きな欠伸あくびをした。

　木漏れ日が、木々の間から地面を照らす。ごつごつした木の根が目立つ山やま間あいの森は、背の高い木々が密集している。

　まだ少し肌寒い。冬の名残なごりを残す初春の季節だ。クライムは前を歩く軽装のレンを見て、もっと着込めばいいのに、と思う。

　冷たい風が、レンの赤土色の髪をわずかに揺らした。

「……どこまでついてくるんだよ」

　背を向けたまま、レンは忌いま々いましそうな声を出す。

「だから、大きな町まで連れてってくれよ。どこにあるのか知らないんだ。大きな町に行けば、この鎧よろいの呪のろいを解いてくれるひとがいると思うんだ」

「勝手に探せばいいでしょ。あんたが勝手に迷って勝手にのたれ死んでも、ボクには全然関係ない。一文無しめ」

「酷ひどいこというなよ。ドゥラガンから救ってやったのに」

「……救ったっていうのか、あれ」

　ちらりと、レンは横顔を見せた。少しつり上がり気味の大きな瞳ひとみが、迷惑そうに歪ゆがんでいる。

　昨夜、あのドゥラガンを追い払ったあと、逃げるように立ち去ろうとしたレンを、クライムはずっと追いかけていた。レンは夜の森の中を器用に走ったが、夜目の利くクライムの方が有利だった。朝になる頃ころには、諦あきらめたように普通に歩くようになった。

「レン。どこに向かってるんだ？　もしかして、迷子になったのか？」

「そんなわけないでしょ。目印を探しながら逃げてたんだ。近くの村に向かってる」

「休憩しなくていいのか？　一晩中走り回って疲れてるだろ。腹も減ってないか？」

「まあね。あんたがこんなにしつこい奴やつだとは思わなかった――」

　立ち止まり、振り返ったレンの顔が固まる。

　クライムが両手に提げているものを見たのだ。

「ど、どうしたんだ、それ？」

「これか？　レンを追いかけ回しているときに、捕つかまえたんだ。ずっと森の中で暮らしてたから、得意なんだ。この時季は、寝ぼけてるのが多いから簡単だよ」

　自慢げなクライムは、両手を前に出す。そこには、野の兎うさぎが一匹ずつ握にぎられていた。

「ボクを追いながら？　素手で捕まえたの？　……信じられない奴だな、あんたは」

「やめろよ。照れるじゃないか」

「……褒ほめてないよ」

　手て頃ごろな場所を見付けると、薪たきぎを集めて火を焚たいた。こういうことに慣れているクライムは、レンに借りたナイフを器用に使って、黙々と調理を始める。

　レンは胸くらいの高さの岩によじ登って、腰を下ろした。クライムに焼きあがった兎うさぎの肉を差し出されると、かぶりつく。

「……この際だ。あんたには、訊ききたいことが山ほどある」

　指についた脂あぶらをしゃぶりながら、レンが口を開く。

「むぐ？　なんら？」

　岩の下で口の中一杯の肉をむしゃむしゃ噛かみながら、レンを見上げる。

「まずあんた、何なに人じんだ？」

　冷たい目で睨にらまれて、クライムはごくりと肉を呑のみ込んだ。

「何人って？　人間だけど……」

「そーじゃないよ。その蒼あおい髪と蒼い目。普通のミレア人だったら、目の色は黒いし、髪はボクみたいな色か、栗くり色いろだ。混血でブロンドの髪を持つひともいるけど、蒼はない。ありえない」

　レンの髪は赤土色で、瞳ひとみは黒い。

「んなこといわれても……。オレは普通だと思ってた」

　蒼い前髪を、一本つまんで伸ばす。

「肌が白いから、北方人かと思ったけど、彼らの髪は銀色だし。瞳もそこまで蒼くない。……あんた、どっからきたんだ？」

「森から」

　カクっと、レンはつんのめる。

「……どこの、って訊きいてるんだ！」

「いちいち怒鳴るなよ。森に名前なんかない。あちこち放浪してたし」

「まさか野生児？　どうりで常識知らないわけだ。親とかいないの？」

「野生児じゃないよ。親父おやじならいる。育ての親だけど。ドルイド僧なんだ」

「ドルイド僧って、自然を信仰してるひとのことだっけ？　そりゃまた珍しい親だね」

「うん。たまに小さな村に行くと、敬われてた。オレも尊敬してる」

　クライムは、以前立ち寄った村で、髪の色と瞳の色を不思議がられたことを思い出した。やはり普通じゃないのだろうか。若じやつ干かん不安な気持ちになった。

　ぱちっと、燃える薪たきぎが音をたてた。

「じゃあ、次。これが本題」

「え？　まだあんのか？」

「あるよ。あのドゥラガン……。どこで出で逢あったんだ？　追われてたんでしょ？」

「ああ……。そうなんだ」

　疲れた顔をして、クライムはうなだれる。

「昨日……じゃないか。一昨日だ。この鎧よろいと剣が落ちてた洞どう窟くつに、あいつがいたんだ。なんか宿命とか、やるべきこととか、よくわかんないこといってたけど、恐こわくて逃げ出したんだよ。それから、ずっと追いかけ回されてた」

　そういえば、二晩寝てない。クライムはうーんと伸びをするが、そんなに眠くはなかった。レンの魔術のお蔭かげかも知れない。

「その洞窟って、どこにあるの？」

　レンの目が、きらりと輝いた。

　クライムは恥ずかしそうに身を縮め、小声になる。

「……いや、その。実は憶おぼえてないんだ。なんか旅の途中で、落とし穴に落ちて、ごろごろ転がって、気を失ったんだ。気づいたら、この鎧と剣が落ちてる部屋だった」

「うわー。なにそれ。なんの情報にもなりゃしない」

　レンは軽けい蔑べつしたような視線を送る。

「仕方ないだろ！　いきなりだったんだ」

「いいよもう。……グフィードだっけ？　あの……ドゥラガンの名前」

「そう。それだけは憶おぼえてた」

「……あんな怪物がこの世に存在するだなんて、知らなかったよ。ドゥラガンなんて、てっきり吟遊詩人の詩の中の存在だと思ってた。架空の生き物だと思ってた」

　レンは、大きく息を吐き出した。両手がかすかに震えている。

　それを見て、クライムは焼き上がった肉をレンに差し出す。

「もっと食えよ。肉を食べれば、元気出るから」

「……余計なお世話だよ。ボクは少食なんだ」

「そんなこといってるから、背が伸びないんだよ。オレを見ろよ。もりもり食って、もりもりでかくなった！」

「ふん。頭の中は、全然成長してないじゃん。野生児」

　嫌味な顔をしたレンにむっとしたクライムは、もう分けてやるもんかといったように、次々と残った肉を口の中に放ほうり込んだ。

「でさ。その鎧よろいと剣、呪のろわれてるっていってたけど、あのドゥラガンに襲われるっていうのが、呪いの正体なの？」

「むぐ？　それもあうけろ、もうひほつある」

　咀そ嚼しやくしながら、クライムは立ち上がった。背中に手を伸ばし、真っ直ぐに伸びた大剣の柄つかを握にぎると、それは剥はがれるように鎧から取れた。

　そのまま振りかぶり、ぶん投げる。

　大剣は、回転しながら繁しげみの奥へと飛んで行った。

「わわっ!?　なにしてんの？」

「いいから、見てろよ」

　肩をすくめたクライムは、困り顔をレンに見せる。

　がさがさと音がしたと思ったら、大剣は木の葉を散らし、凄すさまじい勢いで戻ってきた。

　レンが悲鳴を上げると同時に、それはクライムの背に突き刺さった――ように見えた。

　クライムは背を見せる。そこに、もとからあったかのように、大剣がしっかりと張り付いていた。

　ぱらりと、蒼あおい毛が数本落ちる。

「……な。わ、わけわかんないだろ？」

　多少引きつり気味の顔で、クライムはそういった。

「勝手に戻ってきたの!?」

「うん。オレの身体からだから離れないんだ。捨てようと思っても、すぐに戻ってくる」

　興味をかき立てられたかのように、レンが岩から降りてきた。目を見開いて、上から下へとクライムを見定める。

「そんな呪のろい、聞いたことがない……。どういうんだ、それ？」

「わかんないよ。この鎧よろいもそうなんだ。実は……脱げない」

「へ？　そんなアホな！」

「本当だよ。着ちゃった後、何度も試した」

　悲しそうな顔でそういうと、レンは顔を近づけてきた。鎧に触ろうとして、すぐに手を引っ込める。

「……触っても、呪われないよな？」

「大丈夫だと思うぞ。昨日、レン触ってたじゃないか」

　レンはおそるおそる鎧に手を触れ、指先で血の色に塗られた縁ふちをなぞる。慣れてきたのか、クライムの腕を持ち上げたり、背中に回り込んだりして、かなり丹念に調べ始めた。

　荒い鼻息が首筋に当たって、クライムは少し身を捩よじった。

「本当だ！　繋つなぎ留めるベルトも金具も見当たらない。あんたの身体からだに合わせたみたいに、ぴったりくっついてる」

「不思議だろ？　どうやっても脱げないんだ」

「そうか。でも、凄すごい鎧と剣だよな。あんなとんでもない威力を発揮するなんて」

　レンは身体を離して、腕を組んだ。

「とんでもない威力？　そうなのか？」

　きょとんとした顔でレンを見る。そんなクライムを見て、レンもきょとんとする。

「……なにいってんだ。昨日の古城で、強烈だったじゃんか！」

「オレが？　なんかしたっけ？」

　クライムは、眉まゆ根ねを寄せて首を捻ひねる。唸うなってみても、なにも思い出せない。

「……本当に、憶おぼえてないの？」

「なんも。気づいたら外にいた。あのフォトゥルマは、レンがやっつけてくれたんだろ？」

「へ？　ボク？」

　裏返った声を出し、レンは驚く。

「うん。他に誰だれもいなかったし。違うのか？」

「あ、ああ！　そうかな。ボクか。うん。そうかも！」

　なにやら慌あわてふためいたように、顔を逸そらしながら、レンは頷うなずいた。

「凄いのはレンだよ。あんな怪物、どうやって倒したんだ？」

　クライムは悔しそうな顔で、ため息をつく。

　体格的に恵まれているのは自分の方なのに、怯おびえてなにもできなかった。本当にレンは凄いな、と思う。

「ど、どうやって倒したかは、秘密だよ。感謝しろよな。……それより！　話を聞いてだいたいわかったよ。その鎧よろいと剣を、あのドゥラガンは、守ってたんだ！」

「ああ、そうかもな。そんなようなこといってた気がする」

「それで追いかけてきたんだよ。取り戻そうとして」

「こいつをか？　どっちかっていうと、返したいんだけど」

「脱げないじゃん。返すんだったら、身体からだバラバラにされちゃうよ」

「あ！　本当だ！　ぎゃあ！」

　想像してぞっとしたクライムは、その場に跳び上がる。

　あの太い腕で捕つかまえられて、頭からがぶり。骨が砕け、血がぶしゃー。そんなの、絶対に嫌だ。

「ま、町だ！　レン、オレを大きな町まで連れてってくれ！」

　クライムは、レンの華きや奢しやな肩をがしっと掴つかむ。

「なんで？　町にあのドゥラガンがやってきたら、大変なことになるじゃん」

「その前に、この呪のろいを解いてもらうんだ。行ったことないけど、大きな町ならそーゆーひともいるよな？　呪い解き師みたいなの。いて欲しいんだけど」

「さあ。聞いたことないなあ」

　レンは上の空で、興味なさそうな声を出す。

「そんなこというなよ……」

　ガックリと膝ひざを折ってうなだれるクライム。

　彼の蒼あおい髪に、レンの手が優しく置かれた。

「呪い解けるひと、探すの手伝ってやってもいいよ」

「……え？　レン？」

　顔を上げると、そこにはしたたかな考えがありそうなレンの笑顔。

「ただし、条件がある」

「なんだ？　なんでもいうこと聞くよ！」

「本当だな？　絶対だぞ！」

　こくこくと、クライムは高速で何度も頷うなずく。

「よし！　じゃあもう一度、確認してみようかな。ずっと気になってたんだ」

　ぺろりと薄い唇を舐なめると、レンはクライムの鎧に視線を移す。腰に下げた小袋から小さな丸いものを取り出し、目に付けた。

「なんだそれ？」

「高価なガラスを使った、宝石鑑定用のルーペだよ。師匠から餞せん別べつにもらったんだ。ちょっとおとなしくしてて」

　レンの興味の対象は、クライムの鎧に張り付いた赤い宝石だった。両肩と籠こ手て、胸と首の間にはまったそれを、じっくりと鑑定し始めた。

「うーん。やっぱルビーじゃないみたい。不思議な輝きを持つ宝石だね。鼓動してるように、わずかにだけど明滅してるっぽいし」

「そういわれると、なんか気持ち悪いな……」

「超自然的なものかも知れない。魔術の触しよく媒ばいかも。それならそれで、高値で売れるな」

　したり顔で頷うなずきながら、ルーペを大事そうに小袋に戻す。

「そうなのか？　オレにはよくわからない」

「いいよ、わかんなくて。その方が都合がいいし」

　そういって、レンは手を差し出した。

　その小さな手を見て、クライムは不思議そうな顔をする。

「契約だよ。町まで連れてってあげる。それで、あんたが求めてるひとが見付かったら、その鎧よろいについた宝石、全部ボクに譲るんだ！」

「え？　これをか？　取れるの？」

「取れるさ。いや、なにがなんでも外す！　鎧と剣だけ捨てればいいじゃん」

「そ、そうか。……まあいいや。オレはこの鎧と剣が外せれば、それだけでいい」

　クライムはあまり深く考えず、レンの手をぎゅっと握にぎった。

「よし。契約成立だぞ、クライム！」

　嬉うれしそうに、トレジャーハンターのレンは微笑ほほえんだ。
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　小鳥のさえずり。

　森に囲まれた静かな泉に、朝の陽ひ射ざしが降り注ぐ。

　しずくがひとつ、泉の水面に落ち、輪を広げる。その揺れはすぐに収まり、水面は鏡のように落ち着きを取り戻した。

　そこに、華きや奢しやな少女の裸体が映る。腰の下まで、澄んだ泉に沈んでいる。

　蝋ろう細ざい工くのような白い肌は、瑞みず々みずしく張りつめていた。幼さの残る腰つきからは想像ができないほど、胸は膨らんでいる。

　細い腕が伸び、濡ぬれた長い髪をかき上げると、可か憐れんな顔があらわになった。しぶきを浴びて、水面が再び揺れる。

　ほんのりと薄桃色に染まる頬ほお。小さな唇。あどけない少女のようだが、その冷たい光を宿す大きな瞳ひとみだけは、どこか異質だった。

　彼女は水面が静まるのを待ち、映る自分の姿をじっと眺めた。

　口元に薄く笑みを浮かべ、満足げに頷く。

　少女の背中に、飄ひよう々ひようとした声が投げかけられた。

「おやおや。我ながら役に立たない未熟な占いの導きに頼ってみたら、こんななんの変哲もないありふれた森の奥で、なんとも不思議なものに出で逢あったよ」

　だが少女は動じない。まるでその人物が現れるのをあらかじめ知っていたかのように、ゆっくりと振り向く。

　泉のそばに立っていたのは、あやしげな風ふう貌ぼうの男だった。

　彫りの深い面長の顔。浅黒い肌に、三白眼。剃そりあげた頭の上に、たわしのような髪が乗っている。藁わらの蓑みのを身体からだに巻き、木彫りの首飾りを下げていた。

「オレの占いの腕も、なかなかのもんじゃない。見直しちゃったよ。うん。凄すごい」

「古き民、ユグド人……」

　冷ややかな落ち着いた声。

　少女は無表情のまま、裸体を隠そうともせず、柔らかな胸をゆさゆさと揺らしながら、男に近づく。

　細く締まった脚あしがあらわになり、苔こけの生えた地面にあがる。

「いい勘をしているわ」

「まあね。それは自負しているよ。お蔭かげで美しいものが見れたしね」

　ぴくりと、少女の細い眉まゆがあがる。

「美しい。……そう。そうよね」

「可愛かわいい、って表現するひとの方が多いと思うけどね。ある種の趣味のひとだったら、間違いなく襲いかかりたくなるような裸体だよ。疑いないね。だから、なにか衣服を着てもらいたいな。オレにはそんな趣味ないけど、いくらなんでも目の毒だよ」

「……よく喋しやべる男ね」

　わずかに眉まゆ根ねを寄せ、少女は男から離れる。繊細な指先で繁しげみに生える葉を一枚抜くと、それを両手に挟み、すぐに広げた。

　淡い黄金色の光が、少女を包む。

　光がやむと、少女は衣服をまとっていた。大きく胸元があいた、レースをふんだんに使った、ロングスカートの上質なドレス。

　乾いたブロンドの髪が、ふわりと揺れた。

「これでいいかしら？」

　スカートをつまみ、貴族の令嬢のように礼をする。

「たいした触しよく媒ばいを用いなくても魔術が使えるなんて、羨うらやましいね。さっきよりはましかな。そんな格好で森を歩く女の子なんていないけど」

「構わないわ」

「まあいいか。で、なんと呼んだらいいかな？」

　少女は、顎あごに手を当ててしばし考える。

「……フィアナ。私の名前は、フィアナ」

「なにかいわくのありそうな名前だね。オレの名前はサルダン。なんのいわくもない名前さ。よろしくお願いするよ。長い付き合いになりそうだしね」

　そういって、男はうやうやしく頭を下げた。

「サルダン。古き友の血族よ。……私を手伝ってくれるのね？」

「もちろんだよ。そのために、隠れ里を出て旅をしていたんだ。我らユグド人は、いつでもキミたちの味方だからね」

　少女の赤い瞳ひとみが、満足げに頷うなずく。

「じゃあ、キミのご主人様のところへ案内してもらおうかな。挨あい拶さつしなくちゃね」

「……じきに〈宿命の足〉が発動するはずだわ。彼らの行く先は、おそらく、……あの山の向こう」

　フィアナとサルダンは、森の中を歩き出した。



    

  
    
      



    

  
    
      



　２　「うるさい！　そんなのボクの勝手でしょ！」
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　麗うららかな初春の太陽が、雲ひとつない蒼あおい空に浮いている。灰色の岩に囲まれた山岳地帯。西の向こうには、冬の名残なごりを残した山脈が連なっているのが見える。

　太陽の光に、綺き麗れいに磨かれた白銀の甲かつ冑ちゆうが輝く。その胸元には、見事な意匠の鳳ほう凰おうの彫刻がある。

　甲冑をまとうのは、立派な白馬に跨またがる青年。まだ幼さの残る顔は、けわしく歪ゆがんでいた。

　彼の左手には、赤く発光する剣が握にぎられている。右手には、同じ色に輝く大きな盾。

　肩まで伸ばした栗くり色いろの髪が、乾いた風に揺れる。

「蛮人が……」

　青年は、忌いま々いましそうにつぶやく。

　すぐ向こうに、馬に跨る一団が槍やりを構えて並んでいる。思い思いに結んだ長い黒髪を垂らし、身体からだ中に入れ墨をした蛮人たち。血走った目を細め、汚れた歯を剥むいて怒りをあらわにする。

　青年は拍車のついた足で白馬の腹を蹴けると、躊ちゆう躇ちよなく蛮人の中に突撃した。

　突き出される槍のことごとくを斬きり裂いて、その持ち主ぬしの首を的確に落とす。両りよう脚あしだけで白馬を器用に操り、すれ違う馬上の敵の攻撃を弾はじき、斬る。

　血ち飛沫しぶきが、灰色の大地を染めた。

　彼の乗り物も負けてはいない。段差の激しい岩だらけの地形をものともせず、蛮人の駆る馬の首に、自分の首を横合いから容赦なく叩たたきつけ、倒す。

　わずかな時間で、十数体の死体が作られた。

　青年の白銀の鎧よろいには、一滴の血もついていない。白馬の毛並みも、汚れていない。

「これで終しまいだな。無駄な手間をかけさせる」

　ゆっくりと、奥の岩場の陰で震える男に向き直った。

　骨や石を使った装飾品で着飾った男は、軋きしむ声でなにかを叫び、しきりに地面を蹴っている。彼を守る部下は、もうひとりもいない。

「蛮人の長おさよ。僕にわかる言葉で話せ」

　物もの憂うげな目で近づくと、赤く光る剣の切っ先を向けた。

「ギッ……。ホ、鳳ほう凰おう騎士団ガ、ワ、我ラニ、ナニ、用ダッ！」

「かくまっている男を出せ。その男は……盗人ぬすつとだ。殺さねばならぬ」

　返ってくる言葉はわかりきっていた。

　この近くに、あの男はいない。左手が、その気配を感じていない。

「コ、ココニハ……イナイッ！　イナイノダッ！」

「では、どこへ行った」

「……ヒ、東ニ、アル、ア、アンズートイウ、町ダッ」

「アンズーか。……そこで、奴やつはなにをしている」

「シ、知ラヌッ！　モ、モウ、アヤツハ、我ラトハ、カ、関係ガ、ナイッ！　ム、息子デモ、ナンデモ、ナイッ！」

「そうか」

　剣を下げる。すると、その赤く輝く刀身が、瞬時に消えてなくなった。柄つかだけになった剣と、取っ手だけになった盾を、腰にぶら下げる。

「……初めから、そう教えればいいものを」

　白馬をひるがえし、背を向ける。

　悪態をついていた蛮人の長おさの声が、不意に消えた。

　ひととは思えぬ俊敏な動きで、青年は身体からだを捻ねじる。白銀の籠こ手てに包まれたその右手が、撃ち出された木の矢を握にぎる。

「……愚かな」

　青年は、顔を歪ゆがめる。

　信じられぬものを見た蛮人の長は、弓をだらりと下げ、呆ぼう然ぜんとした顔で立ち尽くす。

　青年は握った矢を簡単に折り、地面に投げ捨てた。

　そのまま、その左手を男に向かって突き出す。

　虚空を、掴つかむ。

　ぼんやりと、手首から先が光る。紫色の、不気味な輝き。

　数十メートル離れた場所にいる蛮人の長が、不可解そうな顔で、胸を鷲わし掴づかみにして苦しみ出した。

　青年の指先が、ぎりぎりと曲がる。赤いものが、じわじわと広がる。

　それは――血だ。

　自分のものではない鮮血が、青年の指先から流れ落ちる。

「死ね」

　青年は左手を握り締めた。

　同時に、蛮人の長は地面に崩れる。口から血を流し、絶命した。

「愚かだ。愚かな奴ばかりだ……。くそっ！」

　腕を振って、血を払う。左手が、血を吸って喜んでいるのがわかる。

　青年は悔しそうな顔で手綱を取り、白馬を走らせた。

「……まだ慣れねぇか、ソロンよ」

　白馬が――言葉を口にした。

　知性を宿した紫色の瞳ひとみが、背中に乗せた青年を見る。口の端を曲げて、馬とは思えないような表情を作る。

「アリオーン……。慣れぬよ、こんな血塗られた仕事など」

　ケケケケケと、白馬は耳みみ障ざわりな声で笑う。

「もう一年がたつぜぇ。その鎧よろいの彫刻が、泣くぞ」

「くそっ。馬まで僕を馬ば鹿かにするか」

「苛いら々いらするんじゃねぇよ、ソロン。ワレも団長も、お主ぬしには期待してるぜぇ。その左手に埋め込まれたワレの同胞に支配されないだけでも、たいしたもんだぁ」

「僕は、奴やつ……ズオとは違う！」

「あ奴とて、支配されたわけじゃねぇ。利害が一致しているだけだ。我慢できなくなったんじゃぁねぇか？　……おそらくなぁ」

「血を吸うために、逃げたか。……できそこないが」

「その衝動に耐えられるのも、才能だからなぁ。お主のように」

「……僕は、お前たちのいいなりにはならない」

「ケケケッ。それでいい。お主の持つコアは、特別物ぶつ騒そうだからなぁ。あの《心臓潰つぶし》の力にしてもそうだ。ワレのような紳士じゃねぇ」

「……なおさら、支配されるわけにはいかない！」

　白馬は、速度を上げる。その先には、地面がない。

　崖がけの上から、跳ぶ。
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　山の中に、道は存在しなかった。

　西に傾いた太陽の位置を確認しながら歩くレンに、クライムはついて行く。

「レンは山道に慣れてるんだな。よく迷わずに歩けるよ」

「あんたほどじゃないけど、ボクも田舎の村で育ったからね。森や山は得意だよ」

　ナイフで削ってマーキングした木の幹を見付けて、レンは方向を変える。

「え。レンも田舎者だったのか！」

「田舎者いうな！　野生児のくせに。……そういやあんた、旅の途中っていってなかったっけ？　ドゥラガンに追いかけられなかったら、どこ行くつもりだったの？」

「オレ？　……あ。忘れてた！　そうだ、旅の途中だったんだ」

「……なんだそりゃ」

　振り向いたレンは、顔を歪ゆがめていた。

「そんな顔すんなよ。オレは、カナンって町に行く予定だったんだ」

「カナン？　……知らないな。ミレアム皇国の町か？」

「知らない」

「クライム。ボクをからかってんの？」

　ぴきっと、レンの顔が引きつった。

「違うよ！　親父おやじからいわれたんだ。自力で探して行け、って」

「へえ。ずいぶん厳しい親父さんだね」

「うん。たまによくわかんないことをいうんだ。宿命とか、運命とか。カナンに行かなくちゃいけない理由も、教えてくれなかった」

　クライムは腕を組んで、口を尖とがらす。

「でもその前に、宝石……じゃないや。鎧よろいの呪のろいを解かないとね」

「これから行く町には、呪い解き師っているかな？」

「呪い解き師なんて職業ないよ。それに、今向かってるのは、小さな村だよ。そこから大きな町までは、十日かかる」

「そ、そんなに遠いのか!?」

　驚いたクライムは、急激に不安になった。あのドゥラガンが、いつ舞い戻ってくるかわからないのだ。一刻も早く、大きな町に行きたい。

「レン！　これから行く村に、馬とか馬車とかないのか!?」

「さあね。あったとしても、そんなお金ないよ」

　レンはきっぱりと否定する。

「た、頼むよ、一生のお願いだ。早く呪いを解きたいんだ！」

「絶対にダメ。あんた財布ないんでしょ？　それに、昨日体力回復させてやった代金、ボクに借金してんの忘れるなよ？　五万イエンだぞ」

「うわ。あれって本気なのか……」

「当たり前でしょ。だけど、ちょっと急ごうか。暗くなる前に、村に着きたい」

　足を速めたレンに置いて行かれないように、あとに続く。

　小柄な背を追いながら、なんとなくうち解けてきたかな、とクライムは思った。

　暴力的だったり冷たかったりお金に厳しかったりするけど、勇気があって頼りがいのあるレンのことを、クライムは気に入っていた。

　男どうし、いい親友になれるかもな、と思う。

「……なあ、クライム。あんた、ボクに嘘うそついてないよね？」

　横に追いつくと、レンは視線を遠くに向けたまま、ぽつりとこぼした。

「嘘うそ？　なんでだ？　オレは嘘なんてつかないぞ。“〝嘘つきはひとを孤独にする”〟っていうしな」

「そっか。……まあいいや。あんたはアホだから。今までの経験上、アホは嘘が苦手だ。顔を見ればすぐわかる」

「オレはアホじゃないって！」

　クライムはむっとして、口をへの字に曲げた。こういうひとをバカにしたようなところは、ちょっと気に入らない。

　――辺りの風景が、揺れたような気がした。

　いつの間まにか木々がまばらになり、灰色の岩や砂じや利りが多くなってきた。ごつごつした岩山のような地形だ。起伏が激しく、かなり歩きにくい。

「あれ？　ここどこだ？」

　はたと立ち止まったレンは、きょろきょろと辺りを見回す。クライムを押しのけて、歩いてきたところを確認する。

「なんだ、レン？」

「どうして？　クライム、なんか変じゃない？　さっきまでと、山の感じが違う！」

「そういやそうだな。木の種類も違う」

　レンの隣に立って、同じように見回す。

「冗談じゃないよ！　どこだ？　どこで間違えたんだ？」

「レン。迷っちゃったもんは、仕方がないよ」

　汗を流して焦るレンを見て、クライムは落ち着き払ったような声を出す。

　少しだけ、気分がよかった。レンだって、失敗するのだ。

「なにいってんだ！　森で迷ったら、たいへんなことになるぞ！　あんたが行きたがってる大きな町にも、行けない！」

「な、なんだってーっ！　そりゃ困る。たいへんだ！」

　落ち着いた素振りは、瞬時に崩れた。レンと一緒に、ばたばた足を鳴らす。

　もときた道を戻ろうとしたが、いつまでたっても見覚えのある地形には出なかった。灰色の岩と山肌が、あちこちを塞ふさいでいる。

　しばらくすると、レンは諦あきらめたようだった。額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、とぼとぼと南に向かって歩き出す。

「こっちに行こうか。いくつか山を越えれば、どこかの街道に出るかも知れないし」

「まずいなあ。グフィードの奴やつがやってこないといいけど」

「考えないようにしようよ。……それにしても、ちょっと暖かくなったね」

　砂利の混ざる下りの斜面は、延々と続いていた。同じような隣の山肌が、威圧するように空にそびえている。

「あれ。臭いぞ」

　クライムは、突然そんなことをいった。鼻を鳴らすと、風に乗ってわずかに匂におう。

　びくっとしたレンは、自分の匂いを嗅かぐ。

「臭いよな、レン。臭い。すんごい臭い。臭い臭い」

「だ、黙れっ！」

　いきなり、レンに脛すねを蹴けられた。

「ぎゃあ痛いっ！　なにすんだ、レン！」

「臭いとか連呼するな！　仕方ないでしょ、旅の途中なんだから！」

「え？　でも、臭いよ。硫い黄おうの匂いかな？」

「へ？　硫黄？」

　レンは鼻をくんくんさせた。その匂いを感じ取ったのか、驚いたような顔をする。

「この匂い？　よくわかったな。つか、あんた鼻がいいんだね」

「うん。親父おやじに、動物並みだっていわれた」

「……へえ」

　レンは、そっとクライムから離れた。

「よし。じゃあ、クライム。そっちに行こう」

「そっちって？」

「硫黄っていったら、温泉でしょ？　汗を流せる場所があるかも知れないよ」

「汗流すんだったら、川でもいいんじゃないか？」

「冷たいじゃん。ボクは温泉がいい！」

　背中を押されて、クライムは歩き出す。そうそう都合よく温泉なんて見付からないよな、と思ったが、口には出さなかった。

　斜面を下るうちに、徐々に腐った卵のような匂いが強くなってくる。

　灰色の山肌を滑り、岩石がごろごろ転がる山やま間あいに出ると、遠くに湯気が立ち上っているのが見えた。湯気の下には、いくつかの家が並んでいるのがわかる。

「村じゃん！　今夜はあそこに泊まろう！　この場所がどこかも訊きけるし」

「おお。オレの鼻も、役に立つんだな」

「でかした、クライム！」

　背中を叩たたかれて少しむせたが、クライムは気分がよかった。



　朽くちかけた木の柵さくに囲まれた村は、ボロボロだった。

　門を越えると、貧しい村なのだろうか、陰気くさい村人が、そこここにぼんやりと佇たたずんでいた。硫黄の匂いと湯気に包まれ、沈ちん鬱うつな雰囲気が漂っている。

「……なんか暗い村だな」

　辺りを見回しながら、クライムはレンのそばでつぶやいた。

　村人たちの誰だれも、クライムたちを見ていない。言葉すら発していない。

「どうでもいいよ。早く温泉行こう。あった！」

　寂さびれた温泉マークのついた宿屋を見付けて、レンは嬉うれしそうに叫んだ。腕を引かれて、小走りに飛び込む。

「ねえ、親父おやじさん。温泉入りたいんですけど。宿も取るから、お金は後払いでいい？」

　レンがそういうと、宿屋の主あるじは顔を伏せたまま、更衣室と書かれたドアを指さした。

「よっしゃ！　さっそく入って汗を流そう！」

「レン。先に食事しないか？　オレ、腹減ったんだ」

「そんなのあとでしょ。クライムだって、汗臭いじゃん！」

「そうか？　レンほどじゃあ――」

「うるさい！　いいからとっとと入れ！」

　強引に、男性用の更衣室に入れられた。レンは、どこかへ行ってしまった。

　薄汚れた更衣室には、ひと気がない。クライムは腕を組んで、うーんと唸うなる。

「……この鎧よろい、脱げないんだよな。でも、誰もいないんだったら大丈夫か」

　ズボンとブーツを脱ぐ。腹と胸、肩から腕にかけて漆しつ黒こくの鎧に身を包み、背中に大剣を背負ったまま、更衣室を出た。

　岩に囲まれた広い温泉が、そこから見下ろせる。誰もいなさそうだ。

　空が赤く染まっていた。冷たい空気。もうもうと立ちこめる湯気。いい雰囲気だ。

　下半身だけ裸のクライムは、上半身の鎧をかちゃかちゃ鳴らしながら、石の階段を素足でぺたぺた歩き、土色をした硫い黄おう臭いお湯の前に立つ。ひょいと脚あしを持ち上げて、その指先を湯に浸つけた。

「うわっ！　熱っ！」

　のけ反ぞるように湯から離れ、片脚でぴょんぴょん跳ねる。

「……熱いの苦手なんだよな」

　苦々しい顔をして、うろうろする。奥まで回ると、浅いところを発見した。おそるおそる足の先を入れてみると、さっきよりはましだった。意を決して、湯に入る。

「ぐおっ！　……でも、こんくらいならなんとか」

　ゆっくりと身体からだを下ろし、尻しりをつける。胸の辺りまでしか湯に浸からない。それ以上は、彼には無理だった。顔まで赤くなる。冷たい川の水の方がまだましだと思いながら、歯を食いしばって目を閉じる。しばらくじっとしていたら、なんとなく熱さに慣れてきた。

　湯の中には、大小様々な石が敷き詰められていた。湯質のせいか、少しぬめる。

　離れたところでちゃぷんと音がして、土色の湯が揺れた。緩い波がクライムを襲う。

「うおっ！　熱いっ！」

　思わず湯から出ようとしたが、向こうにレンの顔が見えたので我慢する。熱い湯が苦手なんて知られたら、また馬ば鹿かにされるに違いない。

「レ、レン。いい湯だな」

　クライムは、平気そうな声を装う。

「そ、そうだね。……でも、まさか混浴とは思わなかったよ」

　何故かこわばった声のレンは、近づいてこようとはせず、小柄な身体からだを伸ばしている。

「混浴なのか、ここって。でも、他に誰だれもいないぞ」

「そうだけどさ……。あれ？　クライム。あんたまさか、鎧よろい着たままなの？」

　向こうでこちらに顔を向けたレンが、嫌そうな顔をした。

「うん。脱げないから、仕方ないよ」

「なんかきちゃないな」

「大丈夫だよ……」

　レンはさらに、クライムから離れた。

　それほど時間が経過したわけではないが、クライムは早くも限界だった。なにか理由をつけて湯から出なくてはと、焦る。

　彼の目に、洗い場に置かれた桶おけが映った。

「そうだ！　レン、背中流してやるよ」

　ざばっと立ち上がり、レンに近づく。

「わわっ！　こっちくるなアホッ！」

　レンは慌あわてたように足で湯を蹴けって飛沫しぶきを飛ばし、クライムを追い払おうとする。

「熱っ！　な、なに照れてんだよ。男どうし、もっと親しん睦ぼくを深めよう」

　レンの顔が、ぴしっと凍り付いた。

「……なに？　……クライム。今、なんていった？」

「だからさ、親睦を深めようって」

「その前」

「その前？　なんだっけ？　男どうし、親睦を――」

　首を傾かしげたクライムの身体に、両手ですくった熱い湯がばしゃっとひっかけられた。

「ぎゃあ！　熱っ！」

　あまりの熱さに跳び上がるクライム。ばしゃばしゃと飛沫をあげて走り、湯を囲む岩の上によじ登ると、勢いあまって反対側に落っこちた。

「このドアホウ！　ずっとそう思ってたのか!?」

「なんだよ！　オレ、なんか変なこといったか？」

　クライムは、ひょこっと岩の上に上半身を出す。岩に隠れた反対側で、赤くなった脚あしをばたばたさせて冷ます。

　レンは背を向けていた。華きや奢しやな肩が、ぷるぷる震えている。

　返事がない。クライムは眉まゆ根ねを寄せる。

「レン？　なに怒ってるんだ？」

「……女だ」

「え？　女？　どこに？」

　どきっとして、きょろきょろと辺りを見回す。しかし湯の中には、他に人影がない。小さな背中がひとつ、湯に浸つかっているだけ。

　その背中が、振り返る。

　湯煙の中に、物もの凄すごい形ぎよう相そうのレンが見えた。

「ボクが、女だっていってるんだっ!!」

　細い腕が振られると同時に、クライムの額ひたいに小石が命中した。

「ぎゃあっ！　……って、レンが女の子!?」

　痛みよりも、驚きの方が大きかった。クライムは目を大きく見開いて叫ぶ。

「そうだよ！　ボクは正真正銘、女の子だ！」

「ええーっ!?　だ、だって、レンは自分のこと、ボクっていってるじゃないか」

「悪いか！」

「女の子は、ボクなんていっちゃダメだぞ。わたし、とか。あたし、とかだろ？」

「うるさい！　そんなのボクの勝手でしょ！」

　レンはそう叫ぶと、湯に浸かったまま泳ぐみたいにして、そこから離れる。

　クライムは、衝撃を受けていた。丸一日くらい一緒にいたというのに、ちっとも気づかなかった。小柄だが勇敢で強いレンに、同じ男として嫉しつ妬とするくらいだったのだ。

　そういわれれば、確かに可愛かわいらしい顔をしている。

「ということは、オレはずっと女の子に助けてもらってたのか……」

　ずるずると、岩を滑る。

　自分があまりにも情けなくて、やりきれない気持ちになった。女の子は守ってやるもの。そう思っていたのに、ほとんど逆だった。頼りっ放しだった。

　身み悶もだえて、頭を抱える。

「……いや。待てよ」

　ぴたりと止まり、立ち上がる。きりりと、顔を整えた。

「女には、いろんなタイプがあるんだった。親父おやじがいってたぞ。強い女は、男よりも強いって。レンは、きっとそーゆータイプなんだ」

　腕を組んで、頷うなずいた。小柄だけど、同い年なのだ。経験を積めば、強くなる。性別など関係ない。

　それでも、女の子らしくないのは気に入らない。あんな言動では、男だと思われても仕方がないじゃないかと思う。きっと、付き合っている友達や仲間が悪いに違いない。

「よし。おーい、レン！　仲直りしよう」

　岩をよじ登って、てっぺんに膝ひざを置いたが、湿って滑りやすくなっていたのか、つるりと滑って、頭から湯に落ちる。

「ぎゃぶう！　熱っ！」

　顔を出して、懸命に両手で顔を拭ふく。

　熱い湯が、揺れていた。

「クライム！　たいへんだ！」

　湯煙の向こうから、湯を掻かき分けながらレンが走ってくる。よほど焦っているのか、どう見ても少年にしか見えないぺたんこの胸を、隠そうともしない。

「はしたないなあ、レン。丸見えだぞ。お前、本当に女の子なのか？」

　はっとしたレンは、顔を赤らめ、今さら腕で胸を隠した。

「やかましいっ！」

　ばきっと、小さな足を顔面に叩たたきつけられ、のけ反ぞった。そのままレンは、ざぶんと土色の湯の中に身体からだを隠す。

「……乱暴だなあ。大丈夫だよ。ぺたんこで男っぽい女の子には興味ないから」

「殺されたいのか!?　つか、そんなこといってる場合じゃない！　村人がおかしい！」

「え？　村人？」

　鼻を押さえながらレンの背後を見ると、複数の人影が見えた。湯の中を、ゆっくりと歩いてくる。その手には、武器らしきものを握にぎっている。

「なんだ!?　この村のひとたちか？　……温泉に浸つかりにきた、って感じじゃないな」

「様子がおかしいんだ。話が通じない。いきなり温泉に入ってきた！」

「ど、どうする？」

「どうするもこうするもないよ。ボクの剣は、更衣室の中だ。戦えるのは、あんたしかいないじゃん！　鎧よろいも着てるし剣もある！　戦え！」

「そうか！　ようし、ここは男のオレに任せろ！」

　そういって、クライムはレンの目の前で決然と立ち上がる。

　レンの顔が、瞬時に真っ赤になった。

「あ」

「な、なんで下だけ脱いでるんだよ!?　変態か！」

　ばばっとクライムは股こ間かんを隠し、ささっとレンは背を向けた。

「風ふ呂ろ入るんだから、脱ぐのが当然だろ？」

「くるぞ！　クライム！」

　レンが叫ぶ。すぐ近くまできた村人が、なにもいわず武器を振り上げた。

「うわっ！　このやろっ！」

　レンとすれ違いに前に出たクライムは、攻撃をかわすと、素早く反転して裏うら拳けんを村人の顔面に叩たたき込んだ。反動で身を沈めると、長い脚あしを湯から出し、他の村人の脇わき腹ばらに蹴けりを入れる。熱い湯が、激しい飛沫しぶきをあげる。

「クライム、剣を抜けって！」

「でもこいつら、村人なんじゃないか？」

　なおも前進してくる村人たち。クライムはレンのそばに下がりながら、確認する。

　目が――死んでいた。

　白い目を剥むき、だらしなく口を開けている。死体のようながさがさの肌には、黒い染みが広がっている。

「……なんだこいつら」

　ぞっとして、クライムは顔をしかめた。

「そういやこの村、最初からどこかあやしかった。誰だれも、ひとことも喋しやべってなかったし」

　岩にしがみついたレンが、そういった。

「気づいてたのか？」

「当たり前でしょ！　もしかしたらこの村人たち、……死んでるのかも」

「死んでる？　動いてるのに？　なんだそりゃ？」

「どうでもいい！　とにかく戦え！」

「わ、わかった！」

　背中の大剣を抜き、両手で構える。クライムたちを囲む村人は、五、六人いる。拳こぶしと蹴りで倒した村人も、虚うつろな顔をして立ち上がる。

「レン。身を低くしてろよ！」

　そういうが早いか、クライムは踏み込んだ。湯が、はぜる。

　村人の動きが遅いのは、すでにわかっていた。容赦なく、真っ直ぐに伸びた重い大剣を横よこ薙なぎに振り抜く。

　下半身だけになった村人が数人、そこに並んで立っていた。

　間まを置いて、吹き飛ばされた上半身が、離れた場所で湯に落ちた。

「なんだこりゃ……」

　クライムの頬ほおが引きつる。村人の傷口からどろりとこぼれるのは、血でも内臓でもなく、泥のような黒い異物。湯に落ちると、じゅっと音をたてて煙を出す。

「強酸？　……フォトゥルマか!?　こいつら、フォトゥルマに中身を食われたんだ！」

　レンが、叫んだ。

「そんなのあるのか!?」

「どっかで聞いたことがある！」

　村人は役に立たない仲間を押しのけて、クライムに向かって剣を突き出す。クライムは軽く攻撃を避よけると、剣を投げ捨てた。振り返って、湯に伏せたレンを脇わきに抱える。

「わわっ！　なにすんだクライム！　スケベ！」

　ごすっと、頬ほおにパンチが飛んだ。

「ここじゃ戦いにくいんだって！　裸だし。いったん逃げるぞ！」

　あんな強酸が股こ間かんにひっかかったら、しゃれにならない。

　暴あばれるレンを抱えて、クライムは跳ぶ。温泉を囲む岩を蹴けって、走り出す。投げ捨てられた大剣は、見えない糸で引っ張られるように、クライムの背に戻った。

　石の階段を駆け昇り、更衣室に跳び込む。

「ボクは女性用だ。降ろせ！」

「あ、そうか。急げよ！」

　裸のレンを降ろしたら、脛すねに鋭い蹴りを食らった。

「ぎゃあ！」

「女の子の扱いがなってない！　アホ！」

　こぶりなお尻しりは、すたすたと更衣室に消えていった。

「そっちだって、ちっとも女の子らしくないくせに」



    

  
    
      



    

  
    
      　脚あしをさすり、ぶつぶついいながら、更衣室に入る。いそいそとズボンをはき、ブーツの紐ひもを締めた。

　温泉の方に顔を出すと、村人たちがゆっくりとこちらに向かって歩いてきていた。

　驚くべきことに、上半身だけの村人も、腕を使って石の階段を昇っている。下半身だけになった村人もいる。

「……こ、これは恐こわいな」

　どこか近い場所から、雄叫おたけびが轟とどろいた。

　クライムは身体からだをこわばらせる。頬ほおに汗が流れる。

「クライム！　ダメだ、外にもいる！」

　血相を変えて表から更衣室に跳び込んできたレンは、しっかりと装備を身に着けていた。黒い外がい套とうに身を包み、手には細身の剣を握にぎっている。

「本当か？　この村の人間って、みんなフォトゥルマになっちゃってるのか？」

「そうみたい。戦って、切り抜けるしかない」

「苦手なんだよな、フォトゥルマって。奴やつらとは、感覚を共有できない」

「わけわかんないこといってる場合か！　行くぞ！」

　今度こそ、レンに頼らずに切り抜けて見せると、クライムは意を決した。先に走る小柄な背を追って、宿屋から出る。

　足を止めた。そこに広がる光景を見て、クライムはあっさりと挫ざ折せつしそうになった。

　レンも、立ち尽くしている。

　宿屋の前に、白目を剥むいた村人が数十人、ぞろりと並んで待ち構えていた。女性や子どももいる。みんな、錆さびたボロボロの剣や槍やりを構えている。

　その奥に、大きな岩があった。揺れるように、動いた。

　夕ゆう闇やみに、その姿がぼんやりと見える。岩ではない。ぶよぶよとした身体から太く長い触手を生やした――フォトゥルマだ。

　大きく裂けた口が、雄叫びをあげる。空気が震える。

「……レン。突破するのも難しそうだな」

　クライムはごくりと唾つばを呑のむ。フォトゥルマと村人たちは、こちらが動くのを待っているかのように、微動だにしない。

「大丈夫だよ！　クライムが本気を出せば！」

　すがるような顔で、レンはクライムを見上げる。

「オレが？　オレはいつでも本気だぞ」

「そうじゃない！　昨日の古城でフォトゥルマを斬きったときみたいにさ！」

「昨日？　昨日はレンがやっつけたんじゃないのか？」

「……あ。い、いや、あの、その……」

　レンは、言葉を濁にごす。なにかいいにくいことでもあるのだろうか。

　昨夜のことを思い出そうとするが、よくわからない。レンと事故でキスしてしまったあたりから、古城の外に出るまで、すっぽりと記憶が抜けている。

「……あれ？　じゃあオレは、男とキスしたわけじゃないのか？」

　ふと気づいて、クライムは首を捻ひねった。

「わわっ！　そのことは忘れろ！　今すぐ記憶から消去しろっ！」

　赤面したレンに、思いっ切り脛すねを蹴けられた。

「ぎゃあ！」

「……こっちだって、初めてだったんだからな」

　ぽそっと、レンがつぶやく。肩を縮めて、もじもじしている。

「え？　なんだ？」

「うるさい！　とにかく、なんとかしろ！」

「わかったよ！」

　どちらにしろ、レンに任せるつもりはなかった。オレに頼ろうとするなんて、昨日の活躍で、力を使い切っているのかも知れない。そう思ったクライムは、レンの前に出る。

　村人が、ぞろぞろと動き出した。クライムは大剣を手にして、身構える。命に代えても、レンだけは逃がす。女の子を守るのは、男の仕事だ。

「レン。ここはオレに任せろ！　隙すきを見付けて、逃げるんだ。援護する！」

「よし、わかった！　達者でな！」

　そういうが早いか、レンはぴゅーと駆け出した。

　クライムは、がくっと膝ひざを折った。なんというか、少し心配するとか、嬉うれしがるとかして欲しかった。

「……ったく、女の子らしくないなあ！」

　愚ぐ痴ちりながらも、クライムは迫りくる村人の中に突撃する。重い大剣を軽々と扱い、一度に何人もの村人を真っ二つに斬きる。強酸の黒い液体が飛び散った。

　相手は、武器を扱う技術に無む頓とん着ちやくだった。押し寄せて、無理矢理押し倒そうとする。

「させるかよ！」

　奥のフォトゥルマは、見ないようにした。やりにくいのは変わらないが、村人の方はひとの姿をしているだけましだ。

　剣を振り上げると、村人の隙すき間まを縫って、大蛇のような触手が伸びてきた。死角から繰り出された鋭い突きに、クライムは反応できない。重い一撃を脇わき腹ばらに食らい、吹き飛ばされた。朽くちかけた家屋に突っ込むと、割れた板と砂すな埃ぼこりが降り注ぐ。

「くそっ！　……でも、そんなに痛くない。鎧よろいのお蔭かげか。レンの蹴りは痛いのにな」

　漆しつ黒こくの鎧に手を触れる。強酸も、すべて弾はじいている。

　感心している暇はない。起き上がると同時に、村人が数人飛びかかってきた。横に逃れると、剣を軸にしてくるりと回り、反動で蹴けりを見舞う。

　遠くに、レンの姿を見付けた。岩肌を背に、果敢に細身の剣を振るっているが、村人に道をふさがれている。

「レン！　今行くぞ！」

　そちらに向かって走ろうとしたら、倒れた村人に足首を掴つかまれた。ブーツに、指が食い込む。蹴りを叩たたき込んでも、放そうとしない。

「恐こわいんだよ！」

　大剣でその腕を薙なぎ払い、走り出す。

　家屋から飛び出すと、地面がのたうっていた。それがなんなのか、判断する間まもない。クライムは、強烈な突き上げを食らって上空に放ほうり投げられた。

　触手だ。フォトゥルマの触手が、地面に敷き詰められていた。そのあまりにも不気味な光景に、空中で鳥肌が立った。

　レンの近くに背中から落ちて、硬い地面にバウンドする。

「ぐあっ！」

「ク、クライム!?」

　レンが裏返った声で跳び上がる。

　かなりの距離を飛ばされたにも拘かかわらず、それほどダメージはなかった。咳せき込みながら、のそりと立ち上がる。

「……無事なのか？」

　レンはあんぐりと口を開けた。

「大丈夫だ……。この鎧よろいのお蔭かげだよ」

　岩肌を背に、クライムたちは村人に囲まれる。彼らの足あし下もとには、口を開けて牙きばを見せた触手が、うようよしている。

「クライム。……まだ本気出してないの？」

「なんだよ、さっきから。オレはずっと本気だって！　くそっ。どうすりゃいいんだ！」

　切りがない。斬きり裂いた村人は、腕や首だけになっても、動くのをやめない。気持ちの悪い触手も厄介だ。それに、奥にはまだフォトゥルマの本体が鎮座している。

　クライムは、悔しそうに顔を歪ゆがめた。

「まあ、基本的にフォトゥルマの種子は不死だからね。いくら斬ったって無駄だよ。元を絶たないとね」

　飄ひよう々ひようとした声が、真上から聞こえた。

　すたっと、クライムの前に人影が落ちる。藁わらの蓑みのを着た、痩やせた男だ。

　その唐突な乱入に、クライムとレンは跳び上がるほど驚いた。

「た、たわし!?」

　声がハモった。

　蓑みのを着た男は、禿はげた頭にたわしを乗せたような髪型をしていたのだ。

「いきなり失敬だねえ。まあいいか。あいつらは、親フォトゥルマのコアを壊せば死ぬよ」

　髪を撫なでながら振り向いた男は、不満そうな声でそういった。

「こあ？　だ、誰だれなんだ、お前は!?」

　レンを守るように前に出て、クライムが問う。

「自己紹介は、あとにするよ。とっととあいつを壊しちゃおう」

　男はため息をつき、蓑の中に手を突っ込むと、なにやらがさがさやり始めた。彼の濡ぬれた指先が、前方に差し出される。

　反応したように、触手が群れをなして飛び出した。

「偉いね。わかるんだ。でも、無駄だよ」

　彼の指先から――紅ぐ蓮れんの炎がとぐろを巻いて吐き出された。そばにいるだけで肌が焼けるような、凄すさまじい業ごう火か。

「わわっ！　ま、魔術!?」

「うわあっ！　なんだあ!?」

　ふたりは突然のことに度ど肝ぎもを抜かれ、腕で顔を守りながら岩肌に背中を付ける。

　肉が焼ける異臭。燃えた村人と触手が、無言でのたうっていた。

「さて、キミの出番だよ、クライム」

　ぐいっと、たわし頭に腕を引かれた。

「オレ？　……お前、なんでオレの名前知ってるんだ？」

「そんなのあとあと。ほら、あれが見えるだろ」

　炎によって、道が開けていた。その奥で、触手を燃やした岩石のようなフォトゥルマが、裂けた口を大きく広げて絶叫している。

　口の中――なにかが、紫色に輝いていた。

「あれがコアさ。行ってきて、その剣を突き刺してきてよ。サクっとね」

「なんで？　オレがか？」

「他に誰がいるの。面倒くさいから説明は省くけど、コアを壊すには、キミの剣が一番適任なんだ。オレがサポートするからさ。ほら、早く」

　ちらりとレンを見ると、いぶかしげな顔をして激しく首を振った。

「女の子は守らなくちゃいけないよ。ほら、頑張れ男の子」

　たわし頭に、背中を叩たたかれた。

　女の子は守らなくちゃいけない――その言葉で、クライムの決心がついた。

「……よし。そうだな。レンはオレが守る！」

　地面を、蹴ける。

「クライム!?　アホーっ！　簡単に信じるな！」

　レンの叫び声が聞こえたが、もう遅い。足は止まらない。

　ぎゅっと、目をつぶっていた。大剣を両手で握にぎり、前方に突き出していた。目標を定めて、ただ突進するのみ。

　左右でのたうつ村人は、道を塞ふさごうと手を伸ばすが、たわし頭の手から伸びた業ごう火かであっさりと弾はじかれる。

　たった数歩で、クライムはフォトゥルマの前にまで到着した。速度は緩めない。

「うおりゃあーっ！」

　恐怖を、叫び声で掻かき消す。

　剣先に硬いものが触れた――その瞬間。

　フォトゥルマが、はぜた。
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　赤く染まる空の下、鬱うつ蒼そうとした暗い森の中を、少女はひとりで歩いていた。

　その幼さの残る可か憐れんな顔には、表情がない。しずしずとした、優雅な足取り。山奥の森には似合わない、貴族のような姿。

　腰にまで届くブロンドの髪が、さらりと風に揺れる。

「……あの男」

　ぽつりと、つぶやいた。

　淡い瑠る璃り色いろをした瞳ひとみが赤く変色し、じわりと熱を帯びる。

「サルダン。私を置いていくなんて……」

　ついに、立ち止まった。

　かすかに眉まゆ根ねを寄せる。真っ直ぐ前を向いたまま、小さな拳こぶしを握り締めた。

「……彼らの居場所を教えた途端、駿しゆん足そくの魔術を使って走って行ってしまうとは、なんて薄情な男なの。なにが我らユグド人はいつでもキミたちの味方だからね、よ。ふざけているわ。馬ば鹿かにしてるわ。許せないわ！」

　一気にまくし立てる。

　辺りには誰だれもいない。ひとりごとだ。

　木の枝にとまっていた栗り鼠すの親子が、揃そろって首を傾かしげた。

「……私がこの姿を維持するだけで精一杯で、たいした魔術が使えないのを、察していたくせに」

　ずかずかと歩き出す。

　速度が増す。徐々に前傾姿勢になり、がに股またになる。

「仕方がないわね。……戻りたくないけど、近くでまた変わればいいわ」

　フィアナは、地面を蹴けった。

　琥こ珀はく色いろの鱗うろこが、夕ゆう陽ひに輝いた。



    

  
    
      



　３　「宿命をともにする、仲間よ」
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　ぺろりと、指を舐なめた。

　――血の味。

　彫りの深い厳いかつい顔に、残虐な笑みを浮かべる。

　辺りは、しんと静まりかえっていた。城の前にある処刑場。柵さくの周りで、顔色をなくした町人たちが固まっていた。

　太い腕を広げて、自身を誇示する。

　彼は、二メートルを超す大男だ。はち切れんばかりの筋肉に、袖そでのない虎とらの毛皮を着け、結った黒い髪を左右に垂らしている。

　大男は、目の前に倒れた男を、灰色の瞳ひとみで見下ろす。

　血に濡ぬれた砂を握にぎって悶もだえ苦しんでいるのは、甲かつ冑ちゆうを着込んだ体格のいい壮年の男。すぐそばに、長剣が転がっている。

　大男は膝ひざをつく。その太い指は倒れた男の首を無造作に掴つかみ、強引に引き起こす。反そり返った甲冑が歪ゆがみ、背骨が軋きしむ。

「ぐ、軍隊長、……よ。き、キサマは……、生きる、し、資格が……ない」

　大男は、とぎれとぎれに冷酷な言葉を吐き出した。

「……蛮人が。……この町を、どうするつもりだ！」

　壮年の男は、恐怖に歪んだ目で大男を見る。

　大男の灰色の目が、楽しげに歪んだ。

「あ、安心、しろ。……おれが、キサマの、役目を、ひ、引き継ぐ。……し、死ね」

　大男のもう一方の手の指が、壮年の男の胸に深く突き刺さる。鉄の甲冑を貫通し、肉に食い込み、骨を砕き、そして――心臓を握った。

　壮年の男の喉のどから空気が漏れる。

　観客の悲鳴。

　握った手を抜き取った。滝のように吹き出す血ち飛沫しぶきが、辺りを濡らす。血に染まった手には、鉄の破片と肉がついた心臓が握られたままだ。

　それを――口に入れた。

　一口で、呑のみ込む。腕で、口に付いた血を拭ぬぐう。

「お、終わり、……だ」

　大男は立ち上がり、肉片と化した男を蹴ける。

　処刑場に転がる肉片は、ひとつだけではなかった。心臓を抜かれた死体が、あちこちに転がっている。

　満足げな顔で、貴き賓ひん席へと続く階段を昇る。

　装飾の施された椅い子すには、震える領主が腰掛けていた。その前で、大男は立ち止まる。

「……やり過ぎではないか？　仮にも、この町の軍を統率していた男だぞ！」

　領主は彼を見上げながら、太った身体からだを捩よじった。

　左右にいる甲冑をまとった衛兵たちは、圧力に押されたようにあとずさる。

「り、領主よ。……ね、労ねぎらいの言葉は、ないの……か？」

「労いだと？　軍隊長に勝手な因縁をつけたのは、貴様だろうが！」

　冷や汗にまみれた領主は、肥えた丸い拳こぶしを椅子に叩たたきつける。

「よ、弱いのは、……罪だ。つ、強く、なければ、ま、町は……守れぬ。し、証明したぞ。お、おれの方が……つ、強い！」

　灰色の瞳ひとみで、領主を睨にらむ。

　突風を間近から受けたように、領主は椅子に押しつけられた。

「わかった！　それは認める。……まさか、素手であれだけの軍人を殺すとは」

「や、約束だ。この町の軍は、お、おれが、預かる。……が、外敵から、守って、やる。西の、蛮人、からも、な……」

「くっ！　ふざけた約束をしたものだ……」

　領主はうなだれる。

「……明日も、お、行う、ぞ」

「明日？」

「そ、そうだ。……こ、公開、……処刑、だ」

「馬ば鹿かな!?　公開処刑は、月に一度と決まっている！」

　裏返った声で、領主は叫んだ。

「こ、これからは……ま、毎日、お、行う」

「毎日だと!?　この町には、そんなに罪人はおらん！」

「……か、構わぬ。罪が、あろうと、な、なかろう、と……」

　血に染まった手で領主の頭を掴つかみ、わずかに持ち上げる。薄い頭から、栗くり色いろの髪が数本抜け落ちた。

「ひいっ！　なにをする！　こ、殺さないでくれーっ！」

　領主はじたばたと暴あばれる。衛兵たちは、腰の剣に手をかけるだけで抜こうとはしない。

　脚あしが震えている。

「あ、集める、のだ。……こ、これくらい、では、おれの腹は、……ま、満足、せぬ」

「わかった！　わかったから、放してくれ！　ズオ！」

　大男は手を放した。領主は、どすんと椅い子すに落ちる。

　身をかがめ、領主の豪ごう奢しやな衣装で手を拭ぬぐう。誰だれひとりとして、彼を咎とがめる者はいない。

「き、今日から、おれが、……軍隊長、だ。町を、守って、……やる」

　大男が歩き出すと、怯おびえた衛兵は道を空ける。城に向かって、我が物顔で進む。

「こ、ここにいれば、……いくらでも、血を、吸える……」

　笑みが広がる。口元に、牙きばが覗のぞく。

　胸が熱くなっていた。そこに宿るもうひとつの意識が、血を吸って喜んでいる。全身に、力が漲みなぎる。

「これは、お、おれの、……ものだ。……だ、誰にも、渡さん！」

　ズオは、吠ほえた。
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　温泉の村から離れたところで、クライムたちは野営の準備を始めた。

　陽ひは沈み、辺りは暗い。

　高い崖がけを背にした森の中だ。クライムは拾ってきた薪たきぎで、火をおこす。

「わざわざ村から離れなくたって大丈夫だけどねえ。親フォトゥルマのコアを壊したから、村人の中に入ってたやつも、みんな溶けちゃってるよ」

　たわし頭の男は、肩をすくめる。

「いいんだよ。あんなとこ、いたくない」

　レンはぶっきらぼうに、そういった。

　窮地を救ってくれたこの恩人のことを、レンは快こころよく思っていないようだ。生理的に、あの顔や雰囲気が気に入らないのかも知れない。ここまでくる途中に、なにか企たくらんでいるに決まってるから気を許すなと、クライムに耳打ちしていた。

　クライムには、判断がつかない。風ふう貌ぼうは確かにへんてこだが、助けてくれたのは確かだ。理由がなんにせよ、感謝していた。

「とりあえず、どっか座って。いろいろ訊ききたいから」

　ひとの背ほどある岩の上に腰掛けたレンが、脚あしを組みながらそういった。

「はいはい。自己紹介もまだだしね」

　たわし頭の男は、土の上にじかに座る。背筋を伸ばして、岩の上のレンを見上げた。

　クライムは火をおこし終わると、森の向こうに目を凝こらす。

「オレ、なんか捕ってこようか？　食べるものがない」

「保存食ならあるよ。干し肉だけど。これ、炙あぶって」

　レンは腰に下げた小袋をひとつ取って、クライムに投げる。中を見ると、平べったい肉の干物がいくつか入っていた。

「ちょっとだな。三人分もない」

「干し肉かい？　オレはいいからさ。キミたちふたりで食べればいいよ」

「いいのか？　食べないと、元気出ないぞ」

「平気だよ。肉は食えないしね」

　たわし頭は、蓑みのの中でごそごそと腕を動かす。筋すじ張ばった細い手が現れると、木の実がいくつか握にぎられていた。それを、口の中に放ほうり込む。

「へえ。美う味まそうだな。オレも木の実は好きなんだ。森で育ったから」

「あげないよ。これは、特殊なんだ」

「……けちだな」

　クライムは、口を尖とがらせた。

「おい、そこのたわし。もう一度礼をいっとくよ。あんたがきてくれなかったら、ボクたちはフォトゥルマに殺されてたかも知れない。余計なお世話だったけどね」

　レンが、そう切り出した。礼をいっているとは思えないくらい、高飛車な声だ。

「まあね。オレがいなくてもどうにかなったと思うんだけどね。いや、どうにかなると思ってたから、しばらく手を出さなかったんだけどね。どうにもなりそうもなかったから、手を出したんだ」

「それ、どういうこと？　……見てたの？」

「まずは自己紹介しよう、ってことさ」

　そういわれて、レンはカクッとつんのめった。

「じゃあ、オレから！　オレの名前はクライム。十七歳だ。大きな町を探してる」

　レンが暴あばれ出しそうだったので、先にクライムが自己紹介した。

「はいはい。クライムくんね」

「そういやお前、オレの名前知ってたよな。なんでだ？」

　干し肉を火で炙あぶりながら、クライムは不思議そうな顔でたわし頭を見る。

「それは後にしよう。オレはサルダン。さて、岩の上で偉そうにしている、実際偉いんだけどそこまで偉いとは思っていない、ひとを見下ろすのが大好きなキミの名は？」

「なにそれ。ボクは、レン。トレジャーハンターだよ」

「トレジャーハンター？　宝探しするひとのことかい？　なんというか、無謀だね。無知っていうのは罪だねえ」

「くっ！　……むかつく奴やつだな。あんた、ユグド人でしょ」

「まあ、そんな感じだね。こんな格好をしてるのは、余程の物好きか、センスのずれた田舎者か、ユグド人くらいのものだよ。大陸の運命に翻ほん弄ろうされ続ける、めったに人前に現れない、いにしえの種族さ」

「噂うわさには聞いてたけど、やっぱ偏屈なんだな。……魔術、使うんだ」

「そりゃあ使うよ。魔術と占いが売り物だからねえ。珍しいかい？」

　炙りたての干し肉を囓かじりながら、クライムはそっとサルダンから距離を取る。

　あのフォトゥルマを焼いた炎の魔術は、凄すさまじかった。どうやったらあんなことができるのか、彼には想像もつかない。それだけに、不気味だった。

「あんな魔術、初めて見た。……ユグド人って、みんな魔術を使えるの？」

「それなりにね。ユグド人は、精霊と仲がいいから。で、クライムくんはなんで逃げようとするのかな？」

　三白眼に見付かった。クライムはびくっとして、喉のどを詰まらせた。慌あわてて胸を拳こぶしで叩たたく。

「そいつは放ほうっておいて。で、どうして助けてくれたの？　あんたの目的は？　クライムの名前、どこで知ったんだ？」

「襲われてるから助けました。放浪の旅の途中です。レンちゃんが叫んでいたから、彼の名を知りました。それじゃあダメかい？　ダメっていうなら、事情を話してあげてもいいけど」

「ちゃんづけするな！　レン、でいい！」

「おやおや。女の子なのに、厳しいこというねえ」

　サルダンは苦笑して、肩をすぼめる。

　この男は、レンのことを女の子だとすぐにわかったのか。クライムは全然違うところに感心していた。

「あ、そうだ。オレもサルダンに訊ききたいことがあるんだ」

　クライムは、真面目まじめな顔で手を挙げた。

「クライム。あとにしてくんない？」

　嫌そうな声で、レンが口を挟んだ。

「いや、ずっと気になってたんだ。訊いていいか、サルダン？」

「答えられそうなことだったら、答えてあげてもいいよ。あまり期待はしない方がいいけどね。で、なんだい？」

「お前、歳としいくつだ？」

　レンは、ずるっと岩の上で滑り、落ちそうになった。

「かなり年上だよな。三十くらいか？　さんづけした方がいいよな。サルダンさん」

　クライムが予想を口にすると、サルダンは心外そうな顔をした。

「な、なんてこというんだい！　オレはまだ、十八歳だよ！」

「ええーっ!?」

　クライムとレンは、同時に叫んだ。

「絶対嘘うそだ！　十八？　いくらなんでも老ふけ顔過ぎでしょ！」

「嘘はいけないぞ。どうやったら十八でそんな老け顔になれるんだ？　苦労したのか？」

「キミたち……。馬ば鹿かなことをいっちゃあいけないよ。どんな目をしてるんだい。オレは正真正銘、十八歳さ。しかもなったばっかりだ。クライムと、さほど変わらないよ」

「信じらんない。どこからどう見てもおっさんでしょ」

「じゃあ、これでいいか。サルダンのおっさん。あ。さんづけだ」

「勝手なこといい放題だね！　見た目と違うっていうなら、そこの彼女も同じじゃないかなあ。クライム、彼女はいくつに見える？　どう見ても子どもにしか見えないよねえ」

　嫌味な顔で、レンを指さす。

「な、なんだとーっ!?」

　ぶちっと切れたレンは、拳こぶしを振り上げて立ち上がった。

「うん。でもレンはオレと同い年なんだ。そう見えないけど」

「黙れ野生児！　一緒にすんなっ！」

「一緒になんてしてないよ。オレは野生児じゃないし、サルダンはおっさんだ」

「だから、おっさんじゃないってば。おっさんだけはよしてくれよ」

「よし。じゃあクライム。そんな奴やつ、たわしでいいよ、たわしで」

「たわしか。たわしでいいか？　サルダン」

「いいわけあるかいっ！」

　ぷいっと、サルダンはそっぽを向いた。

「ふふん。まあいいや。話を戻そう。たわし、ボクたちを助けた事情ってなに？」

　勝ち誇ったような顔で、レンは岩の上に座り直す。

「知りたいかい？　知りたいだろうねえ。でも、オレの口からはいえないなあ。教えてあげようと思ったけど、教えたくなくなっちゃったよ。他のひとに訊きけばいいじゃない」

　サルダンは不愉快そうな顔のまま、クライムに視線を向ける。

　レンの目も、クライムに向いた。

「オレ？　な、なんだ？　オレは知らないぞ。お前のことも、初めて見た」

　ふたりに見られて狼ろう狽ばいしたクライムは、ぶんぶんと手を振った。

「あれえ、知らないのかい？　キミには説明したっていってたけどなあ。聞いてた話とちょっと違うよ」

「誰だれがオレに説明したんだ？　いつ？」

　たわし頭の指が、クライムをさした。

「え？　オレ？　うしろか？」

　眉まゆ根ねを寄せて、振り返る。

　そこに――はっとするような美少女が立っていた。焚たき火びの炎に照らされて、山やま吹ぶき色に輝いている。

　その可か憐れんな姿は、野に咲いた一輪の花のようだ。ブロンドの髪を腰まで垂らし、肌は処女雪のように白い。瑠る璃り色いろの大きな瞳ひとみが、真っ直ぐにクライムを凝ぎよう視ししている。

「……誰だ？」

　ぽかんとした顔で、クライムは少女に見とれる。大きくあいた胸元から、柔らかそうな膨らみがふたつ、覗のぞいている。

　びしっと、頭に小石が当たった。

「ぎゃあ！　痛い！」

「なにじろじろ見てんだ、クライム！」

　頭を押さえて向き直ると、岩の上に立ったレンが腕を組んで睨にらんでいた。その姿を見て、クライムは不満げな顔になる。

「ほら、レン。女の子は、あーゆー格好をしなくちゃいけないんだぞ」

「なにいってんだアホ！　つか、そこの女。あんた誰だ!?　このたわしの仲間？」

　少女は答えず、無表情のままクライムのそばに近づき、その横に静かに腰を降ろす。

　ほんのりと花の香りがして、クライムはどきっとした。近くで見ると、その美しさがよくわかる。きめが細かい白い肌や、さらりとした長い髪は、まるで人形のようだ。

　クライムは、彼女の大きく膨らんだ胸の谷間を、そっと上から覗のぞこうとする。

「……クライム。まさか、あんたの知り合い？」

　冷たいレンの声に我に返ったクライムは、慌あわてて首を振る。

「違うよ！　こんな綺き麗れいで可愛かわいい娘こ、初めて見た」

「むっ。……綺麗で可愛い娘じゃなくて、悪かったな！」

「いや……。レンも、可愛いと……思うよ」

　怒るくらいなら、ちゃんと女の子らしい服を着ればいいのに、とクライムは思った。

「私の名は、フィアナ」

　清せい楚そな声で、少女はレンを見上げる。

「フィアナ？　どこのお嬢様だよ。ボクたちになんの用？　邪魔なんだけど。どっか行ってくんない？」

　レンの声は刺とげ々とげしく、まるで喧けん嘩かを売っているようだ。

「あなたたちの旅に、同行させてもらいたいの」

　少女は動じない。

「ボクたちの旅に同行？　なにそれ。そんな上品な格好で、道にでも迷ったの？」

「……そうね。迷っているようね」

　横顔を見て、不思議な雰囲気の少女だなと、クライムは思う。ひとりで旅をしているとは思えない格好だし、高貴な気品が漂っている。でも、こんな可愛い娘と一緒に旅ができたら、楽しいんじゃないだろうか。そう思うと、胸が高鳴ってきた。

「レン。助けてやろうよ。こんな山奥でひとりなのは可哀かわいそうじゃないか」

「ボクたちも迷子なんだけどね。……つか、今は邪魔でしょ。まず、このあやしいたわしの正体を暴あばかなくちゃ」

「たわしが迷惑をかけているようね。……申し訳ないわ」

　フィアナはため息をついて、サルダンを横目で睨にらむ。

　クライムとレンは、意表をつかれて声を呑のんだ。みすぼらしい格好のサルダンと、高貴な雰囲気のフィアナでは、どう見ても釣り合いが取れない。

「フィアナ、だっけ？　お前、サルダンと知り合いなのか？」

「ええ。不本意だけど、これも宿命……」

　フィアナは、渋々頷うなずく。

　ちょっとだけ、クライムはサルダンが羨うらやましくなった。

「……ったく、どういうことだよ。あんたら、ボクたちになんか因縁でもあるの？」

　ぶすっとしたレンは、苛いら立だたしげに指先で膝ひざを叩たたく。

「因縁というか、宿命だねえ。オレらは、出で逢あうことになってたんだよ。運命に決められていることだね。不可抗力さ。素直に受け入れて欲しいなあ」

「受け入れるわけないじゃん。なんだよ宿命って。アホか」

「そうバカにするもんじゃないよ。運命は変えられないからねえ。あらがうことはできても、どうにもできないことがある。たとえば、――キミのその背中のこととかね」

　たわし頭の含んだような笑みが、面長の顔に広がった。

　レンの動きが止まった。愕がく然ぜんとした表情で、サルダンを凝ぎよう視しする。

「なんだ？　背中って？」

　ぽかんとした顔のクライムは、ふたりを見比べる。温泉でレンの背中を見たけど、別に変わったところはなかったように思えた。

「……たわし。あんた今、なんていった!?」

　レンは岩の上で、素早く身構えた。けわしい顔で、鋭い目つきをする。

「レン。落ち着いて。私たちは、あなたの敵ではないわ。あなたを守るのも、私たちの仕事のひとつなの」

　なだめるような声で、フィアナがいう。

「信じられるか！　つか、あんたら何者だ？　ボクのなにを知ってるんだ!?」

「知らないよ。キミのプライベートなことは、なんにもね。どこで生まれ育ったとか、初恋のひとが誰だれとか、興味はあるけど知らないよ。知る必要もないしね。知っているのは、オレらが担う宿命と、キミに流れる血のことだけ」



    

  
    
      



    

  
    
      「……たわし。あなたは黙ってて。話がこじれるわ」

　フィアナの眉み間けんに、わずかに皺しわが寄った。彼女に冷眼を向けられ、サルダンは肩をすくめる。

　クライムは、うーんと唸うなった。彼らがなにをいっているのか、よくわからない。ただ、レンの様子が心配になった。立ち上がると、複雑な顔をしたレンに近づく。

「なあ、レン。お腹なか空すいてて機嫌悪いのか？　そういや干し肉、オレしか食ってない」

「……クライム、こっちに行こう。あいつらと一緒にいたくない」

　レンはそういって、岩の反対側に飛び降りた。

　クライムは、蒼あおい髪をぼりぼりかいた。なにを警戒しているのだろうか。

　岩を回り込むと、焚たき火びの明かりが届かなくて暗い。レンは、岩に背を預けて腰を下ろしていた。

「レン。急にどうしたんだ？　疲れてるのか？」

「……まあね。昨日は一晩中走ってたし。さっきも戦ったし、疲れた。逃げ出す気力もないよ。……もしあいつらがそうだったら、逃げ切れない」

「なんだそれ。疲れてるんなら、もう寝た方がいいぞ」

　しゃがんで顔を近づけたら、レンはぱしっとクライムの両りよう頬ほおを捕つかまえた。

「クライム。あんたは、ボクの味方だよね？」

「あ、ああ。いろいろ借りもあるしな」

　不思議そうな顔で、レンを見る。ぐにっと、頬が潰つぶされた。

「借金もあるぞ。五万イエン。忘れんなよ」

「わ、わかってりゅよ」

「……裏切るなよな」

「裏切りゅ？　なんれら？」

「……なんでもない。あっちにいるふたり、信用できないんだ。まだあんたの方がまし。単純だし、アホだし、野生児だし」

　レンはクライムから手を放し、自分にいい聞かせるようにつぶやく。

「なんだそれ……。なんなんだ、レン？」

「……守って欲しいんだ。あいつらから」

「サルダンとフィアナのことか？　悪い奴やつらじゃなさそうだぞ」

「わかるもんか！」

　突然、声を荒げた。レンは震えた自分の肩を、ぎゅっと抱く。

「本当は、あんただって信用できない。でも、あいつらよりはいい」

「酷ひどいな。ひとを疑っちゃダメだぞ。“〝疑いはひとを孤独にする”〟っていうじゃないか」

「あんたは信用し過ぎでしょ。……まあいいや。体力回復させたいから、ボクはもう寝る。クライム、あいつらを見張ってて。……お願いだ」

「いいけど……。大丈夫だと思うけどなあ」

　岩に背を預けたまま、レンは目を閉じた。右手は、腰の剣の柄つかに置かれている。

　嘆息すると、クライムは岩の陰から焚たき火びに照らされた向こうを覗のぞく。サルダンが、焚き火のそばで横になっていた。

　少女の姿がない。どこにいったんだろうと思い、岩の陰から足を踏み出すと、フィアナがすぐそばに立っていた。びっくりして、思わず声をあげそうになる。

　フィアナは口に指を当てて、声を出すなと目で合図する。両手を口に当てて、クライムは声を呑のみ込んだ。

「……クライム。今夜はレンのそばにいてあげて。彼女は、怯おびえているようだわ」

　小声で、そうささやいた。

　クライムは、無言で頷うなずく。

「私たちは、彼女から離れているわ。明日、ちゃんとお話ししましょう。……そのときに、目的を話すわ」

　そう言い残して、フィアナは背を向けた。ブロンドの綺き麗れいな髪が、さらりと揺れる。

「なあ。ひとつだけ、教えてくれ。お前たちは、レンの敵じゃないよな？」

　我慢できなくて、クライムはそういった。

　フィアナは振り返り、輝くような優しい笑みを浮かべて、頷いた。

「宿命をともにする、仲間よ」
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　夜明け前。森はまだ暗い。

　全力で走るレンのあとを、クライムは追っていた。吐き出される息が白い。岩や崖がけの多い森の中を、器用に駆け抜ける。

「おーい、レン！　どこに向かってるんだ？」

「うるさい！　とにかく逃げるんだ！」

「どこにだよ！　オレを置いていかないでくれ！」

「勝手にしろ！」

　レンは、決して振り向かない。斜面を滑り降り、岩を蹴けって遠ざかろうとする。彼女を追いかけるのは二度目だが、今回は見失わないようにするだけで精一杯だ。

「クライム。しっかり追うのよ」

　暖かい息が、耳元に触れた。手や背中の感触も伴って、変な気分になった。

「わかってるよ。というか、お前って意外と重いんだな」

「……失礼ね」

　ぺしっと、頭を叩たたかれた。

　クライムは、フィアナを背負っていた。

　数時間前、岩に寄りかかってうとうとしていたら、レンがいきなり跳び起きて、無言で走り出した。わけもわからず追おうとしたのだが、フィアナに袖そでを掴つかまれた。一緒に連れていって欲しいというので、仕方なく背負ったのだ。

「そういやフィアナって、年いくつなんだ？　オレとレンより年上か？」

　そうは見えなかったが、落ち着いた雰囲気と喋しやべり方が、少女を大人っぽく感じさせる。

「……レディに年を訊きくものではないわ。体重もね」

　また、ぺしっと頭を叩かれた。

　うっすらと、朝あさ陽ひが空を染め始めている。

　背後を確認してみても、サルダンのたわし頭は見えない。一晩明かした場所から、もうだいぶ距離を稼いだはずだ。

「レン！　もうサルダンはいないぞ！　大丈夫だ！」

　そんなに嫌うこともないんじゃないかとクライムは思うのだが、レンは必死のようだった。いくら叫んでも、足を止めようとはしない。

　すっと、岩陰にレンの姿が消えた。

「あれ？　レン!?」

　ざざーっと土を削りながら、クライムは岩の隣で急停止する。フィアナの長い髪が舞い、顔面に突き刺さった。

「ぶはっ」

「あら、ごめんなさい」

　背中のフィアナは、さっとブロンドの髪をまとめた。

「……つか、クライム！　どうしてその女を背負ってるんだよっ!?」

　レンの怒鳴り声が飛んできた。岩に張り付いて息を整えながら、忌いま々いましげな顔でクライムを睨にらんでいる。握にぎった拳こぶしがぷるぷる震えている。

「え。……いや、連れてって欲しいっていわれてさ」

「この裏切り者！　それじゃあ、逃げても意味ないじゃんかっ！」

「なにいってんだよ、レン。この娘こは、悪い奴やつじゃないって！　サルダンだって、フォトゥルマから助けてくれたじゃないか」

「それとこれとは別だ！　あーあ。あんたとなんか、とっとと別れておけばよかった……」

　レンはずるずる腰を落とし、ぐったりとうなだれた。

　フィアナはクライムの背から降りると、レンの前にしゃがむ。

「……可哀かわいそうに」

　表情のない人形のような顔で、そっとレンの頬ほおを撫なでる。

　ばしっと、その手は弾はじかれた。

「触んな。ボクは別に、可哀そうなんかじゃない」

　野犬のような冷たい目で、レンはフィアナを睨にらむ。

「お、おいレン？　なんでそんなに怒ってるんだよ」

　クライムは、レンの様子に当惑していた。なにもいわずにいきなり逃げ出したり、変に警戒したり、わけがわからない。

「いいわ、クライム。レンはきっと……狙ねらわれて、恐ろしい目に遭ったことがあるのよ」

　フィアナがそういうと、レンの身体からだがびくっと震えた。

「ね、狙われてる？　そうなのか、レン。誰だれに狙われてるんだ？」

　レンは答えない。うつむいて、膝ひざを抱える。

「レン、信じて。私は味方よ」

「信じらんない。……あんた、雰囲気が普通じゃないよ。ボクを狙ってる奴やつらの仲間じゃない、って証拠はあるの？」

　フィアナの顔に表情が浮かんだ。母親のような暖かい笑みで、レンを見詰める。

「レン。あなたの敵は、私たちの敵よ。だから安心して。私たちは、決してあなたを裏切ったりはしないわ」

「なにいってんの？　……信じられるわけないじゃん！」

　吐き捨てるように、そういった。

「信じるだけの価値があると思うわ」

「つか、あんた何者なんだよ。そんな貴族みたいな格好しちゃってさ」

　押しのけようとしたレンの細い腕を、フィアナは絡め取る。

「レン。……これだけは、知っていて」

　フィアナはレンの耳に顔を近づけ、なにかをささやいた。

　その言葉は、クライムには届かない。

　ただ、フィアナとレンが抱き合うようにくっついている姿を見て、どきどきしていた。見ちゃいけないところを見ているんじゃないかと思い、頬を赤らめる。

　ブロンドの長い髪が、赤土色の短い髪から、おもむろに離れた。

「……それ、本当なの？」

　困惑したような顔のレンは、首を傾かしげる。

「信じて欲しいわ。あなたのためにも、私たちのためにも」

　そうささやいて、フィアナは立ち上がる。もう顔からは表情が消えていた。

「それで？　ボクになんか用があるの？」

「クライム」

　即答したフィアナは、不意に振り向いた。瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、クライムを凝ぎよう視しする。

「オ、オレ!?」

　クライムは狼ろう狽ばいして、声が裏返った。

「彼には、あなたが必要なのよ」

　フィアナは再び、レンに向き直る。

「わかんないな。あのアホとは、偶然一緒になっただけだよ」

「いいえ、違うわ。……といっても、納得できないでしょうね」

「できるわけないじゃん。どうしてあのアホにボクが必要なんだよ。確かに一文無しだけどさ」

「クライムは、重い宿命を背負っているわ。あなたの力が必要なの」

「重い宿命？　あのアホが？」

「……レン。アホアホいうなよ。そろそろ落ち込むぞ」

　クライムは口を尖とがらせてそう抗議したのだが、レンは聞こえていない素振り。

「彼の持つ究極の至宝。破邪の武具。……それが、彼に宿命を与えたのよ」

「……へ？」

　クライムとレンは、同時に眉み間けんに皺しわを寄せた。

「彼の鎧よろいは《破邪の鎧》。それはフォトゥルマから身を守るためのもの。彼の剣は《破邪の剣》。それはフォトゥルマを殲せん滅めつするためのもの。クライムの身体からだに眠る血が、それらを目覚めさせた。でも、その封じられた究極の力を解放するには、レンの身体に眠る血が必要なの。ふたりが組めば、倒せぬ敵はいないわ。それは宿命。そして必然。だからあなたたちは、世界を汚染するすべてのフォトゥルマと、その主あるじを倒さなければいけないわ」

　さらっと、一気にそういわれた。

　クライムは、自分のことをいっているだなんて、すぐには気づかなかった。あまりにも情報量が多くて、理解するのに時間がかかる。

　うーんと首を右に倒して捻ひねり、左に倒してまた唸うなる。そして、はたと気づいた。

「オレが!?　すべてのフォトゥルマを倒す!?」

　衝撃を受けたクライムは、目をひん剥むいて思いっ切り叫んだ。

「ちょっと待ってよ！　どうしてあんたが、クライムの剣と鎧のこと知ってるの!?」

　レンは身を乗り出し、素すっ頓とん狂きような声を出す。

「私は……そう、宿命を司つかさどるもの。あなたがたの道みち標しるべであり、しもべよ」

　フィアナは無表情のまま、レンを見下ろす。

　途端に、クライムの目に彼女の姿が神こう々ごうしく映る。

　あの可か憐れんな顔や神秘的な瑠璃色の瞳、貴族のような衣装や落ち着いた物腰も、普通の少女とはどこか異質だ。神の使いだといわれれば、素直に信じてしまいそうだった。

　レンの目が、クライムを見ていた。片かた眉まゆを上げて、変な顔をしている。

「そうなの、クライム？」

「いや……、待てよ。そういやグフィードも、そんなようなことをいっていたような気がする。恐こわくて忘れてたけど」

　フィアナの頬ほおが、ぴくっと引きつった。

　クライムは、顎あごに手を当てて唸うなった。おぼろげだが、確かにあの恐ろしいドゥラガンは、フィアナが話したのと同じことを口にしていたと思う。

「じゃあ本当なの？　……信じらんない。クライムのくせに」

「……レン。さっきから、酷ひどいぞ」

　クライムは苦い顔をした。

　小鳥のさえずりが聞こえる。

　空を見上げると、もう明るくなっていた。

　風もないのに、近くの木が一本だけ揺れているのに、クライムは気づいた。

　レンの背後にある岩の向こうに生えた木だ。大きな鳥でも羽ばたいたのだろうか。どことなくおかしな幹をしている。

　そのことを口にしようとしたら、レンが尻しりの土を払いながら立ち上がった。

「まあいいや。どうせ逃げても、どこまでも追ってくるんでしょ？」

「ええ。そうなるわね」

「しゃーないな。よくわかんないけど、わかったよ。クライムとの付き合いは短いけど、あんたが話したことって心当たりある。逃げるのはやめるよ。……でさ」

　レンの瞳ひとみが、きらりと光った。

「もしかしてあんたって、クライムが着ている鎧よろいや剣みたいなお宝が隠されている場所、知ってるんじゃない？　究極の至宝、っていったよね？」

　意外なことをいい出した。

　無表情のフィアナは、首を傾かしげる。

「……そうね。あの洞どう窟くつには、まだ様々な宝物が残っているわ」

「やった！　じゃあさ、協力するからそこに案内してよ」

「そのときがきたら、案内するわ」

「えー。今すぐじゃダメ？」

「今は、〈宿命の足〉の赴おもむくまま。……いずれ、あの場所にも向かうことになるわ」

「ちえっ。まあいいか」

「……いいのか、それで？」

　現金な奴やつだな、とクライムは思った。宝のことを思いついて、レンは急に元気を取り戻したみたいだ。

　それでも、険悪な雰囲気がなくなってクライムはすっきりしていた。この調子で仲良くなってもらって、レンにもフィアナみたいな女の子っぽい服を着て欲しいなと思う。

「おやおや。どうやら上う手まく取り入ったみたいだねえ、フィアナ」

　場の空気をだいなしにする男の声が、突然もたらされた。

　ずばっと三人が視線を向けた先、木立の間に、サルダンが立っていた。

「うわっ、サルダン!?　お前、どうやって追いついたんだ？」

「クライム。キミがいちいち叫んでくれたお蔭かげでね、見失うことはなかったよ。駿しゆん足そくの魔術と姿を消す魔術を使って、あとを追っていたのさ。まあ、たとえ見失ったとしても、〈宿命の足〉が発動しない限り、気配を追えばすぐに発見できたけどね」

　サルダンはそう説明しながら、三人に近づく。

「なにこいつ。きもっ」

「隠れて覗のぞき見だなんて、まるで変質者ね」

　レンとフィアナが、並んで暴言を吐く。

　気け圧おされたように、サルダンは立ち止まった。

「やめてくれないかな、その軽けい蔑べつし切ったような目。あとさ、フィアナ。ボクの必要性についても少し触れておいてくれないと困るなあ。オレらユグド人は、いにしえからずっと、キミたちを補佐し続けているんだからさ」

「ときには敵にも回る、油断のできない人種のことを？」

　フィアナがそういうと、レンは敵対的な目をして腰の剣に手を置いた。

「ちょっとフィアナ！　彼女は今ナイーブなんだからさ。冗談でもそういうこというのよしてくれないかなあ。この先の人間関係に支障をきたすよ」

「この先なんてないから。とっとと失うせろよ、たわし」

　嫌そうな顔で、レンはしっしっと手を払う。

　サルダンは歯を剥むいて、がちがちと鳴らした。

「レン。そろそろやめてやれよ。サルダンが可哀かわいそうじゃないか。こんなんでも、命の恩人なんだぞ」

　クライムはサルダンのそばに寄り、軽く背中を叩たたく。

「キミまで、こんなん、とかいうのかい！」

　じろりと睨にらまれた。

「あ。ごめん」

　蒼あおい髪をかきながら、クライムは視線を逸そらした。

「でもね、レン。あのたわしでも、役に立つとこがあるのよ」

　フィアナが、レンの髪を撫なでる。

「あのたわしが？　できれば他のたわしに替えてもらいたいんだけど」

「そういわないで。私も大嫌いでどこかに捨ててきたいけど、あのたわしは役に立つわ」

「……フィアナ。ちっとも褒ほめてないからね、それ」

　サルダンは口を尖とがらせながら、藁わらの蓑みのの中に手を突っ込んだ。ぶつぶつとなにかを唱えると、その腕が素早く前方――レンとフィアナが並んでいる方に、差し出される。

　指先が、ぱちんと鳴らされたその瞬間――紅ぐ蓮れんの炎が、螺ら旋せんを描いて射出された。

「うわっ!?　なにすんだサルダン！」

　止めようとしたが、もう遅い。炎の螺旋は、レンの横を通り過ぎて、その向こうの木に命中した。

　それはついさっき、クライムが不思議に思った木だ。

　燃える木が、どす黒く変色した。どろりと溶けるように形を崩し、大きな岩のような塊に変わる。裂けるように、細かい牙きばが並んだ口が開いた。空気を切り裂くような、絶叫。

「わわっ!?　フォトゥルマか？　どうしてこんなによく逢あうんだ!?」

　血相を変えたレンと、無表情のフィアナは、クライムの背へと集まった。

「よく気づいたな、サルダン！」

　クライムは後ずさろうとするが、背後にレンたちがいるので下がれない。

「フィアナも気づいてたはずだけどね。まあ、キミの補助をするのがオレの仕事だから。さあ、クライム。昨日みたいに、あいつのコアを破壊しておくれよ」

「こあ？　なんだっけ、それ？」

　ずるっと、サルダンは足を滑らせた。

「あとで基礎からみっちり教えてあげるよ。いいからその《破邪の剣》を抜いて、大口の奥にある紫色の光を突っついてきてくれ。あれくらいなら容易たやすいだろ？」

「そうね。クライム、やってしまいなさい」

「よーし、ぶっ飛ばせ、クライム！」

「わかった！　オレに任せろ！」

　三人に期待されて、クライムは気合いが入った。背中の大剣を手に取り、鼻息荒く、燃えるフォトゥルマに向かって突進する。

　もう、目は閉じない。仲間がいるから恐こわくなんかないんだと、自分にいい聞かせる。

「うおりゃあーってうおわっ!?」

　いきなり真横から衝撃を受けて、クライムは吹き飛んだ。太い枝のような、フォトゥルマの触手だ。

　ごろごろと地面を転がって、突き出た岩にゴチンとぶつかって倒れた。

「ぎゃあ！　……くっそ。負けるもんか！」

　クライムは頭を押さえ、涙目でがばっと立ち上がった。

　レンとフィアナとサルダンの冷たい目が、クライムに突き刺さる。

「……ええと。い、今のはナシだ！」

「もっと弱まらせとかないとダメみたいだねえ。まったく、頼りがいがないもんだ」

　不満げな顔のサルダンの腕が、再び伸びた。その指先から、炎が吹き出す。黒い塊から生えた触手を、的確に焦がす。

　そこまでされて、クライムは恥ずかしくなった。剣を握にぎり直し、土を蹴けって突撃する。

「うおりゃーっ！」

　ドスっと、フォトゥルマの身体からだに大剣が根元まで刺さる。強酸の体液が激しく吹き出したが、彼の鎧よろいはそれを弾はじく。

「……クライム。コアを壊さない限り、フォトゥルマは死なないわ」

　今度は、フィアナの呆あきれた声。

「あ。口の奥か！」

　ぐにゃりと身を捩よじったフォトゥルマに、クライムは弾き飛ばされる。

　地面を削って転がると、ぎゅむっと足に踏み止められた。

「ぎゃぶ！」

　小さな足がどいたら、顔を引きつらせたレンの顔が見えた。

「このアホ！　しっかり戦えーっ!!」

「うわっ！　わかってるよ！」

　跳び起きて、フォトゥルマを睨にらむ。

　体液を吹き出し、燃えてのたうっている。大きく口を開けて、悲鳴をあげている。目を凝こらすと、口の奥に紫色に光るものが見えた。

「あれか！　よーっし！」

　再三、クライムは突撃した。今度こそ、口の奥に目掛けて大剣を突き出す。

「うおりゃーっ！」

　かちりと、剣先に硬いものが触れた。

　と同時に、フォトゥルマがはぜる。黒い肉片と強酸の体液を辺りに撒まき散らしながら、それは形を失った。

「うおっしゃ！　オレが倒したぞ！」

　腕を振り上げて、背後に向き直る。

　まばらな拍はく手しゆと醒さめた目が、クライムを祝福していた。



    

  
    
      



　４　「あなたの敵は、私たちの敵。共通よ」
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　案内された広間で、ソロンは窓の外を眺めていた。

　城から見下ろすのは、午後の陽ひ射ざしに照らされたアンズーの町。鳳ほう凰おう騎士団の本拠地であるミレアム皇国の首都ルレアに比べれば、かなり小さい。西の山岳地帯に住む蛮人から守るための城壁も、かなり古く、傷いたんでいる。

　辺境の町。ここから南にも、西にも、都市はない。山脈の向こうは、未開の地だ。

　冷たい風が、流れ込んできた。肩まで伸ばした栗くり色いろの髪が、さらりと揺れる。

　背後で、ドアの開く音がした。重い足音が、部屋の中に入ってくる。

「……こ、小僧、か。……ご、ご苦労、な、こと、だ……」

　慣れないミレア語で、ズオは話す。蛮人にしては、上う手まい方だ。

　ソロンは振り返り、壁に背を付けて腕を組む。甲かつ冑ちゆうが、かしゃっと鳴った。

　大きな男だ。はち切れんばかりの筋肉に、虎とらの毛皮をまとっている。あらわになった太い腕は、丸太のようだ。残虐そうな彫りの深い顔に、笑みを浮かべている。

　知り合った当時は、これほどではなかった。屈強な肉体を持っていたが、ここまで人並み外れて大きくはなかった。

　彼から、血の匂においを感じる。毛皮の黒い染みは、誰だれの血か。

「久しぶりだな、ズオ。僕がここにきた理由、わかっているな？」

「……あの、いけすかない、馬野郎も、いる、な。……わ、わかる、ぞ」

　ズオの笑みは消えない。口元に、牙きばが覗のぞく。

「そうだ。アリオーンもいる。……もう、逃げられぬぞ」

「ま、まあ……す、座れ……」

　どかっと、ズオはソファに腰を下ろす。軋きしんだソファの背に、腕を投げ出す。

「我が物顔だな、ズオ。この町で、なにをしている」

　ソロンはその場から動かない。

「……この町は、よく、知って、いる。……むかし、何度か、わ、若い衆を、集めて、し、襲撃、した。……弱い、町だ。り、領主も、……腰抜け、だ」

　ズオは、押し殺したように笑う。

「公開処刑で、この町の軍隊長を殺したそうだな。アンズー伯は、怯おびえていたぞ。貴様を殺して欲しいと、泣きながら頼まれた」

「あの豚め……。お、おれは、じ、自由、だ。誰だれにも……じ、邪魔は、させん！」

「団長が許すと思うか」

「……し、知らん」

　笑みを消して、顔をそむける。

「僕は、お前を消しにきた」

　臆おくすることなく、ソロンはそういった。左手を、ぎりっと握にぎる。

「……こ、小僧。キサマに、お、おれが……殺せるか？」

「殺せるさ。僕の方が強い。ベビーコアと融合した程度で、勝てると思うな」

　ズオの目が、ソロンの腰を見る。そこには、正式に騎士と認められた証あかしである、柄つかだけの剣と、取っ手だけの盾がぶら下げられている。

「……い、忌いま々いましい、武器、だ……」

「これを使わなくとも、貴様など容易たやすい」

　ズオはごつごつした指を曲げて、自分の胸に触れた。

「……な、なめるな。お、おれのは、……スレイブ・コアでは、ない」

　知っていたのか。ソロンは舌打ちする。

「だからどうした。育っていなければ、力は弱い」

「ル、ルレアから、脱して、……一ヶ月。……それで、じ、十分だ。……キサマの、左手にも、ま、負けぬ」

　灰色の目が、ソロンを睨にらんだ。

「……ズオ。貴様、どれだけ血を吸った」

　ソロンは顔を歪ゆがめる。確かにその強力な気配は、一ヶ月前とは違う。

「こ、これは……おれに、よく、なじむ。お、お前らの、やり方は、き、気にいらない。……お、おれは、自由に、やらせて、も、もらう」

「馬ば鹿かな！　その力、なんのためにあると思う」

「知る、か！」

　ズオの太い腕が振り下ろされた。大理石のテーブルが、砕け散る。

「いいだろう。話しても無駄なのは、わかっていた」

「……なら、何故、始めぬ。……お、おれは、いつでも、いいぞ……。い、一騎討ち……。望む、ところだ……」

「感じているのだろ？　敵の、存在を」

　ソロンの黒い瞳ひとみと、ズオの灰色の瞳が、ぶつかり合う。

　先にズオが視線を緩め、苦笑した。

「……お、おれには、よく、わからない。この、感じは、……なんだ？　お、教えろ」

「敵だよ。いにしえから我らに盾突く、邪魔な存在。蒼あおい髪の一族と、その仲間だ。この町に入ったようだな。目的は、……おそらく貴様だ」

「……ほう。つ、強い、のか？」

「気になるか？」

　ズオは、声を出して笑う。

「強い敵の、血は、……お、おれを、強く、する。い、一騎討ち、したい、ものだ」

「一騎討ちか。だが敵は三人だ。……アリオーンが教えてくれた」

「……あ、相手にとって、不足は……ない。ま、まとめて、喰くらって、やろう。……小僧。お、お前は、どうする？　お、おれひとりで、十分、だ」

「そうかな。そう思うならやってみるがいい。もし敵を倒したなら、敵の首と引き替えに、団長に許しを請うてやってもいい」

　空気が、緊張した。

「……こ、小僧。おれに……お、恩を、売る気、か」

「そうだ。貴様なんぞより、敵の存在の方が脅威だ。放ほうっておいて、我ら鳳ほう凰おう騎士団の邪魔をされては困る」

　ソロンは握にぎった拳こぶしで胸を叩たたく。鳳凰の彫刻が刻まれた白銀の鎧よろいが、陽ひに輝いている。

「ひ、皮肉な、ものだな。……国を、守る、き、騎士団が、……逆に、世の中を、暗黒に、そ、染めようと、している」

「ひとびとが誇るような騎士団は、この国にはない。……子どもが憧あこがれるような騎士など、実在しないんだ」

　忌いま々いましそうに、ソロンは吐き捨てる。

「……まあ、いい。教えろ。……て、敵とは、どんな奴やつ、だ？」

　ソロンは嘆息すると壁から離れ、ズオの前にあるソファに腰を下ろした。

　今ここでズオを殺さないのは、アリオーンの助言があったからだ。かなり強い気配を感じるから、様子を見ろといわれた。

　どれほど強大な敵が現れようとも、自分が負けるとは思わなかった。どちらが倒れてもいい。とどめを刺すのは、自分の仕事だ。ソロンはそう考える。

　ズオの灰色の瞳ひとみが、見透かしたように笑う。
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　森の中を、クライムたち一行は歩いていた。

　太陽は真上に近かったが、木々の隙すき間まからまばらに見える空はどんよりと曇っていて、辺りは薄暗い。

　クライムは、げっそりとした顔でへこんでいた。

「クライム。元気出せって！」

　ぽんと、レンに肩を叩たたかれた。

「そういうけどさ……。レンだって、同じ目に遭うんだぞ」

「まあ、どうにかなるんじゃない？」

「……どっか町に着いたら、オレを置いて逃げる気じゃないだろうな」

「に、逃げないよ。まだ、あんたに治療代払ってもらってないじゃん。フィアナにも、お宝の場所教えてもらわないといけないし。そうじゃないと、割に合わないよ」

「……信じてるよ、レン」

　返事はなかった。

　素知らぬ顔のレンは、すたすたと早足になり、前を歩くフィアナのそばに行く。

　クライムは、今日何度目かの深い深いため息をついた。

　ぽんと、今度はたわし頭が肩を叩いた。いやらしい笑みを浮かべている。

「クライム。じゃあもう一度復習しようか。その鎧よろいは、常にフォトゥルマを引き寄せる。近くにいなければ、〈宿命の足〉っていう能力が自動的に発動し、一番近いフォトゥルマがいる場所まで瞬間的に移動するんだ。便利だねえ、これは。素晴らしい能力だよ。戦いからひとときも離れられないだなんて、ありがたいと思わないかい？」

　クライムの頬ほおが引きつる。

「……サルダン。お前がレンたちに嫌われてる理由が、よくわかった気がする」

「そうかい？　それじゃあ嫌われ者どうし、仲良くやろうよ」

「オレは嫌われてない！」

　馴なれ馴なれしく肩を組むサルダンを、振り切る。

「時間の問題だと思うよ。あんなみっともない戦いを続けていたら、レンはもちろん、さすがのフィアナも見放すんじゃないかなあ。うおりゃーなんて何度も連呼しちゃってさ。もう寒すぎて凍えちゃったよ」

　肩を寄せ、ぶるっと震えるふりをするサルダン。

　クライムはその通りだと思ってしまい、沈痛な面持ちになる。

　無ぶ様ざまな姿をさらしてしまった。調子に乗っていた。思い上がっていた。やっぱりフォトゥルマは理解しがたく、ひとや動物と戦うのとは勝手が違う。苦手なのは、変わらない。

　こんなことで、この先やっていけるのか。すべてのフォトゥルマを倒すなんてこと、できるのだろうか。本当に、そんなことをしなくちゃいけないのか。

　曇った空を見上げる。そういえば、あのグフィードという名のドゥラガンは追ってきていないようだった。この鎧を狙ねらっているなら、あの怪物ともいずれ戦わなくちゃいけないのかな、と思う。

　――辺りの風景が、揺れたような気がした。

　不思議に思って顔を上げると、フィアナとレンが、すぐそばに跳び込んできた。サルダンは、ぴったり後ろに張り付いている。

「な、なんだなんだ!?」

　ぎょっとして、クライムはのけ反ぞった。

「〈宿命の足〉よ。たった今、フォトゥルマを求めて移動したわ」

「本当だ！　山の様子が、さっきまでと違う」

　レンはそういって、辺りを見回す。

　確かに、足あし下もとの感覚が違っている。土が軟やわらかい。周りから岩場が消え、幹の太い木が多くなった。大きく息を吸い込むと、空気の違いがよくわかる。

　午後の明るい陽ひ射ざしが、上空から降り注ぐ。

「昨日、いきなり道に迷ったのも、これのせいだったんだ。便利なんだか、物ぶつ騒そうなんだか……。この近くに、フォトゥルマがいるってことでしょ？」

　レンは嫌そうな顔をクライムに向ける。

「オレに文句いうなよな。オレのせいじゃないんだ」

　クライムは不満げに口を尖とがらせる。

「まあまあ。素直にありがたいと思おうよ。せっかくその究極の至宝が力を発揮してくれたんだからさあ」

　サルダンの言葉に、レンの目が輝いた。

「たわしのおっさん。クライムの鎧よろいと剣って、やっぱすんごいお宝なの？」

「レン。そのたわし、ってのやめてくれないかなあ。オレの名前はサルダンだよ。教えなかったっけ？　あとねえ、オレの年はクライムと数ヶ月しか変わらな――」

「そうよ、レン。クライムの身に着けた鎧と剣は、類を見ない究極の至宝と称してもいいものよ。……それを狙ねらって、今までにたくさんの命が失われたわ」

　サルダンの言葉を遮さえぎって、フィアナが答える。

「すごいじゃん！　じゃあ、あの赤い宝石も、一個で相当値が張るね！」

「……いけないわ、レン。あの宝石で、鎧を制御しているの。ひとつでも壊れれば、鎧が暴走して、クライムの身体からだは潰つぶされてしまうわ」

　フィアナは無表情で、そんな恐ろしいことを口にする。

　知らないでいいことを知って、クライムは更に落ち込んだ。

「じゃあダメか。穿ほじくり出して、売り払おうと思ったのになー」

「……絶対にやめてくれよな、レン」

　返事はなかった。

　レンは素知らぬ顔で、すたすたと先を歩く。

　ありとあらゆる方向から命を狙ねらわれているような気がして、クライムは憂ゆう鬱うつになる。

　フィアナやサルダンには悪いが、大きな町に到着したら、どんな代償を払ったとしても、この鎧よろいの呪のろいを解いてもらおうと、クライムは強く思う。

　歩いていると、木々の間隔が広がってきた。緩やかな丘を越えたら、草原が広がっているのが見えた。

　初春の太陽に、タンポポが照らされている。

「わっ！　クライム、町だ！　町が見える！」

「……え？　本当か!?」

　クライムは足を速め、レンの隣に並ぶ。草原の向こうに、町が見えた。

「うお！　でっかい町だなあ！」

　切り立った崖がけに同化するように巨大な城がそびえ立ち、その麓ふもとを囲むように家屋が密集していた。町の周りには畑が広がっている。緩やかに流れる川も見える。西の方には、まだ山頂に白いものを残す山脈が連なっていた。

「あれは……。間違いない。アンズーじゃん」

　レンは、若じやつ干かん気落ちしたような声を出す。

「なんだ？　知ってる町なのか？」

「知ってる。商隊の到着地点。……辺境の町。あの山脈の辺りには蛮人がいて、よく襲撃を受けてるみたい。あんまし治安のよくない、物ぶつ騒そうな町だよ」

「へえ。町にもいろいろあるんだな」

　初めて見る大きな町に、クライムの胸は期待に膨らんでいた。

　あれだけ大きければ、きっと呪い解き師がいるに違いない。なんとかフィアナとサルダンを出し抜いて、そのひとを探さなくては。クライムは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締めた。

「よし、行こう！　急いで行こう！」

　先頭に立って、クライムは走り出す。

「あ、ちょっと待て！　クライム！」

　レンに呼び止められて歩を緩めると、縛った後ろ髪をぐいっと引っ張られた。

「ぎゃあ！　な、なにすんだ、レン！」

　クライムのそばで、レンはごそごそと外がい套とうを脱ぎ始めた。

「これ着とけ。そんな禍まが々まがしい鎧で町に入ったら、一発で逮捕されちゃうよ」

　黒い外套を頭からかぶせられた。

　年季が入っていて、ところどころ繕つくろってある外套だ。こないだフォトゥルマの強酸を受けて空いた穴もある。小柄なレンに合わせたものだから、腰の上までしか隠れない。

「貸してくれるのか？　ありがとう！　やっぱレンはいい奴やつだな」

　端正な顔に、笑顔を浮かべる。

「そんな顔すんなって！　あんたが衛兵に逮捕されたら、みんな困るでしょ。一応、フォトゥルマを倒せるのはあんたしかいな――」

　レンの照れたような顔が、瞬時にこわばった。

　クライムも、ぴしっと凍り付く。

「……そうね。あの町に、フォトゥルマがいるということだわ」

「今は酷ひどいことにはなってなさそうだけど、なんだか派手なことになりそうだよ」

　フィアナとサルダンが、横を通り過ぎた。



　自由に出入り可能な正門をくぐり、町に入る。

　大通りにはひとがたくさんいて、慌あわただしい。道の左右にぎっしりと建物が並んでいる。馬車や商隊もいる。ただそれだけで、クライムは嬉うれしくなった。

「うおーっ！　レン、町だ！　でっかい町だ！」

「はしゃぐなよ、クライム。田舎者だと思われるじゃん」

　辺りを気にしながら、レンは恥ずかしそうな顔をする。

「レンだって田舎者だろ？　あっ、煉れん瓦がの建物だ！　店もいっぱい並んでる！」

「……普通でしょ。てか、落ち着け！」

　がしっと脛すねを蹴けられたが、それくらいではクライムの興奮は収まらない。足を抱えてぴょんぴょん跳びながら、町並みを見回す。

　浅黒い肌のひと、銀髪で背の高いひと、腰に武器を下げた旅人らしき姿も見える。

「いろんなひとがいるなあ。この町、どんくらいひとが住んでるんだろ」

「たいしたことないじゃん。確か、人口も五千人くらいだったと思う。ミレアム皇国の首都は、この十倍くらいのひとがいるんだ。活気も全然違う」

　レンは少し得意げな顔で、説明する。

「そんなでっかい町もあるのか!?　……想像もつかない！」

　わなわなと、震える。いつかきっと、行ってみたいと思う。

「浮かれるのもその辺にしといて欲しいなあ。敵の手中に飛び込んだんだからさあ」

　サルダンが間に入り、クライムとレンの肩を抱いた。

「なにすんだ、たわし！」

　レンだけ、乱暴に手を払って逃げる。よろけたサルダンは、そのままクライムの肩にぶら下がるように立ち、情けない顔をした。

「つれないねえ。もしかしてオレって、この先ずっとたわし扱いかい？」

「〈使い手〉ね……」

　フィアナが、ぽつりとつぶやいた。表情のない顔は、遠くを眺めている。

「なんだ？　使い手って？」

　フィアナの視線を追うと、切り立つ崖がけに同化したような城が見えた。

「ねえ、フィアナ。まだクライムには〈使い手〉は早いんじゃないかなあ？　荷が重すぎると思うよ。しかも、一体じゃないし。〈宿命の足〉も酷こくなことするねえ……」

　サルダンにいわれて、フィアナの顔が曇った。

「こら、そこ。ボクたちにわかる言葉で話してよ」

　口をへの字に曲げたレンは、フィアナを指さす。

「そうね。話しておいた方がいいわね。〈使い手〉というのは――」

「……ちょ、こんな大通りの真ん中で立ち話？　ほか行こうよ！」

　話し始めようとするフィアナを、レンが遮さえぎった。

「じゃあ、飯食わないか？　オレ、腹が減った」

「そうだね。宿でも取って、酒場でくつろごうか。確かこっちだよ」

　そういって、レンが歩き出す。クライムたちは、あとに続く。

　町は、どこか落ち着きがなかった。主婦たちは不安げな顔でなにかささやき合い、働く男たちは必要以上に頑張っている。衛兵たちの数も多い。目を光らせて、巡回している。

　荷馬車が、逃げるように城門まで駆け抜けていった。

「少し雰囲気変わったかな、この町。前はもっと治安悪かったのに」

　荷馬車を見送りながら、レンは眉まゆをひそめる。

「そうなのか？　いいことじゃないか。平和が一番だよ」

「……つか、クライム。あんたの髪、やっぱ目立つよ。あと、フィアナも」

　渋い顔をして、レンが振り返る。

　さっきから、仕事の手を止めてこちらを注視する人や、立ち止まってじろじろ見てくる人が多い。サルダンのたわし頭を見て小さく悲鳴をあげる女性や、フィアナを見て頬ほおを赤らめる男性もいる。衛兵も、いぶかしげな顔で視線を送っている。

「……この姿では、いけないかしら？」

　フィアナは、わずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「フィアナは綺き麗れいだと思うけどな。レンもこんな服着ればいいのに」

　クライムがそういうと、フィアナの顔に安あん堵どの色が広がった。

「うるさい！　フィアナは綺麗過ぎるんだよ。みんな見てるじゃん。なんか地味な服を買った方がいい。ボクも、新しい外がい套とう欲しいし」

「なんだ、外套いるのか？　これ返そうか」

「いいよそれは。ボロボロだから捨てるつもりだったし。新しいの欲しかったんだー」

「そういわれると、なんか嬉うれしくないな……」

　ちらりと、隣を歩くサルダンを見る。彼の方が目立つような気がする。

「レンの目には、オレは映ってないみたいだねえ……」

　サルダンは歯を剥むいて、がちがちと鳴らした。

「よし、宿屋に荷物置いて、買い出しに行こう！」

　意気揚々と、レンは歩き出した。



　　　３



　西に傾きかけた午後の陽ひ差ざしは強く、暖かい。

　初春の風に、噴水の脇わきに咲く小さな花が揺れる。広場の噴水の縁ふちに腰掛け、フィアナは表情のない顔で町並みを眺めていた。

「新鮮だわ」

　ブロンドの髪を、掻かき分ける。

　広場を通りかかるひとの数はそれほど多くないが、彼女の可か憐れんな姿を見付けると必ず立ち止まり、ため息と共に去っていく。今のところ、声をかけてくる者はいない。

　フィアナの視線が、教会の前にある像に止まる。よほど金をかけたのだろう、見上げるくらい大きな石像だ。背中に翼を生やし、四本の腕を持つ、女性の像。優しそうな顔が、町を見下ろしている。

　何度見ても、苦笑が漏れる。といっても、フィアナの顔はほとんど動かない。口元が、わずかにつり上がるだけだ。

「……イルマーン。創造神として、崇あがめられているのね」

　その名は、教会から出てきた町人の口から漏れ聞いた。さもありなんと、フィアナは思う。彼らが信仰するに値する存在だ。

　それにしても、やけに教会にひとが多い。みな一様に、沈痛な表情を浮かべている。この町のひとびとは、なにか悩み事を抱えている。

　フィアナの瑠る璃り色いろの瞳ひとみは、教会の背後にそびえる城を睨にらむ。町のひとびとを悩ませている元凶は、おそらくそこにいる。

「ごめんごめーん！　待たせちゃったね！　いろいろと揃そろえられたよ」

　通りの向こうから、レンが駆けてきた。新調したらしい、ベージュ色の外がい套とうを着けている。手には、白いものを持っていた。

「ゆっくり休ませてもらったわ。その外套、素敵ね」

「えへへ。ありがと。はい、フィアナには、これ」

　立ち上がるフィアナの手に、白いものを差し出した。

「これは？」

「フィアナは綺き麗れい過ぎて目立つからさ。これで隠しておいてよ。……嫌かな？」

　広げると、質のいい絹のローブだった。レンは得意げに胸を張っている。

「安物は似合わなそうだったからさ。けっこーいい品なんだぞ」

「……ありがとう。嬉うれしいわ、レン」

　いい手触りだ。身にまとい、フードで髪も隠す。

　せっかくの美しい姿が隠れるのは少し残念だったが、美しいゆえに目立つのだと知ったので、フィアナは気分がよかった。

「じゃあ宿屋に帰ろうか。買い物に時間かかっちゃったな」

「そうね。クライムは待ちくたびれているわね」

　並んで歩き出す。

「……でさ。ヒントだけでも教えてくれないかな？　宝のありか」

　ひと通りの少ない路地に入ると、レンは上うわ目め遣づかいでそう切り出した。

　フィアナは、顎あごに指を当てて考える。

　急にレンが親切になったのは、わけがある。そのことを、フィアナは見抜いていた。

　おそらくレンは――逃げるつもりだ。ただ、手ぶらでは逃げない。なんらかの金かね儲もうけの情報を得てからではないと、割が合わないと思っている。このローブも、情報を聞き出すための贈り物なのだろう。

　困ったものだと、フィアナは嘆息する。

　生まれながらに身に帯びた宿命を、軽く考えている。

　ただ、嫌がるレンを引っ張って行くには、いい材料だった。匂におわせておけば、突然消えるということはない。そう思う。

「そうね。……クライムが鎧よろいと出で逢あった洞どう窟くつには、たくさんの宝物が眠っているわ」

「どんな？　クライムの鎧に張り付いてた宝石みたいなのとか？」

　きらきらと、レンの瞳ひとみが輝き出した。

「三千年前の秘宝が、まだいくつか眠っているわ。価値は……計り知れない」

「本当に!?　クライムめ、そんなお宝があるのに、逃げ出してきたのか。もったいない奴やつだなー」

　不満げな顔で、舌打ちする。

「見ているはずよ。でも、それどころじゃなかったみたいね」

「ああ……。ドゥラガンか。フィアナは知ってるかな？　クライムって、ドゥラガンに追われてたんだ。鎧と剣を守ってたみたい。グフィード、って名前だったかな」

　レンは声を潜ひそめる。

「……グフィード。知っているわ。美しい、琥こ珀はく色いろの鱗うろこを持ったドゥラガン」

　うっとりとした目で、フィアナはそういった。

「美しくなんてないよ！　ボクも見たけど、あれは恐こわかった。あまりにも恐くて、腰抜けちゃったよ。あんな恐こわい生物が現実にいるだなんて、知らなかった」

　ぴたりと、フィアナの足が止まる。頬ほおに、ひと筋の汗。

「ん？　どうしたの、フィアナ？」

「……恐い、かしら？」

　声がこわばる。

「ドゥラガンが？　恐いでしょ、あれは。フィアナは直接見たことはない？　もう、とんでもなく恐いから！　あいつは、絶対邪悪な存在だよ。フォトゥルマどころじゃないね。フィアナなんて、ひとくちでぱくり、だよ！」

　フィアナは、衝撃を受けていた。全身が小刻みに震える。

「フィアナ？　ごめん、なんかドゥラガンに嫌な記憶でもあった？　そうだよね、あんなのに睨にらまれたら、それだけで泣きそうになるよね」

「……そうかしら？　ドゥラガンは生きる芸術品と称されたこともある……わ」

「なにそれ？　聞いたことないよ。バケモノだよ、あれは」

　ついに、フィアナは膝ひざを折った。手をついて、四つんばいになる。

「バ、バケモノ……」

「ごめん！　そんなに嫌だった？　もう話すのやめるよ！」

　慌あわてたレンが、肩を抱いてくれた。

「……レン。教えて。……私は、美しい？」

　人形のようだったフィアナの顔は、苦しげに歪ゆがんでいた。

「へ？　フィアナのこと？　……綺き麗れいだと思うよ。さっきからいってるじゃん」

　レンは眉まゆ根ねを寄せながら、フィアナを立たせる。

　フィアナはすうっと深呼吸して、気分を落ち着けようとする。

「……私は美しい。恐くはない……」

「自分で自分のこと美しいっていうの、やめた方がいいよ。嫌味だよそれ」

　ぴきっと、頬が引きつる。

「……そうかしら？」

「黙ってても綺麗で可愛かわいいからさ。ほんと、羨うらやましいよ」

　つまらなそうな顔で、レンはそういった。

　やっと、溜りゆう飲いんが下がった。フィアナは、肩の力を抜く。

「レンも、こういう服を着ればいいわ。きっと似合うわよ」

「やめてよ。クライムにもいわれたけど、絶対似合わない。ボクは昔から、そーゆー女っぽい服着たことないんだ」

　ぷらぷらと手を振って、レンは歩き出す。

　角を曲がると、寂さびれた商店街に入った。雑貨や衣服や靴などが、店先に並んでいる。旅人らしき姿も、ちらほら見える。

　前を歩くレンが、ふと立ち止まった。

　展示されている白い豪ごう奢しやなドレスを、うっとりとした目で眺めている。

　くりっとその目がフィアナに向くと、ため息が漏れた。

「こーゆーの、フィアナには似合いそうだね」

「ありがとう。レンも着てみたら？」

「……やめとくよ。みんなに笑われる」

　つまらなそうにそういって、レンは歩き出した。

　どうして最初から諦あきらめているのかと、フィアナは疑問に思う。可愛かわいらしい顔をしているから、女の子らしく着飾れば綺き麗れいになれるのに。

　若い女性ものの衣服がハンガーに並んでいるのを見付けた。

　フィアナは立ち止まり、その中から水色のワンピースを取り出す。清せい楚そな感じがして、レンに似合いそうだ。クライムも、喜ぶに違いない。

　早足で、レンに追いつく。

「レン。この服なんて、似合うと思うわ」

　振り向いたレンは、ぎょっとした顔になった。

「ど、どうしたのそれ!?」

「そこに置いてあったわ。着てみて？」

　うっすらと笑みを浮かべたフィアナの背後から、箒ほうきを持ったおばさんが走ってきた。

「こらーっ、泥棒！　店のものを、勝手に持ち出すな！　衛兵呼ぶよ！　処刑だよ！」

「わわっ！　フィアナ、返してきなよ！」

「どうして？」

　首を傾かしげると、背中に振り下ろされた箒を、こともなげに片手で受け止めた。

「サイズがちょっと合わないかしら？」

「そういう問題じゃないから！　ごめんなさい、おばさん！」

　フィアナの手から服をぶんどって、レンは背後のおばさんに頭を下げた。

「なんだい、まったく！　箒も返しておくれよ！」

「フィアナ！　箒放して！」

「……ええ」

　フィアナがぱっと手を開くと、眉まゆをつり上げたおばさんはレンの手から服を奪い、鼻から息を吐き出した。

「あんたら旅人かい？　忠告しておくけど、この町で悪さなんてしないことだよ。心臓を食われたくなければね！」

　脅おどかすような顔でそういい残して、おばさんはぷりぷり怒りながら去っていく。そこら辺にいたひとたちが、フィアナたちを見て失笑している。

「レン。あれは、なにをそんなに怒っているのかしら？」

「いいから、行くよ！」

　フィアナの手を引いて、恥ずかしそうな顔のレンは、小走りに通りを抜ける。

「……フィアナって、どっかのお嬢様なの？　買うなら、お金払わなくちゃダメだよ」

「お金？　そういうものなの？」

「そういうもんでしょ……」



　ぼろい宿屋の一階にある酒場のテーブルに肘ひじをつき、クライムはふてくされていた。

　外はもう暗くなり始めていて、酒場はかなり賑にぎわっている。日々の生活に不満でもあるのか、大声を張り上げて愚ぐ痴ちを叫んでいる男もいる。

　店に入ってくるひとは、クライムの姿を見ると、必ずぎょっとした顔になる。そしてすぐに顔をほころばせ、忍び笑いを漏らす。

「……なあ、サルダン。これ取っちゃダメなのか？」

「やめてよね。目立つんだよ、キミの蒼あおい髪は。衛兵に見付かると、いろいろと面倒だよ」

　真面目まじめな顔で、サルダンはそういった。

　クライムは、赤い頭ず巾きんをすっぽりとかぶっていた。レンたちと別れたあと、サルダンが買ってくれたものなのだが、いかにも趣味が悪い。ここに入るまでは頑として拒絶していたのだが、ぐちぐちうるさいので折れたのだ。

　興奮気味に店に入ってきた町人たちが、隣のテーブルについた。

「いやあ、いいもん見たなあ！」

「ありゃあ、きっと酒の国のお姫様だぜ」

「うわははは。違いねえ！」

　そんなことを話しているのが聞こえた。酒の国のお姫様という不思議な言葉に、ちょっと興味を引かれる。声をかけようとしたら、サルダンの声が飛んできた。

「クライム。頼むから、目立つような真ま似ねはやめてくれ」

「なんでだよ。これかぶってればいいんだろ？」

　不満げに、頭巾の紐ひもを引っ張る。

「そういう問題でもないよ。キミはいろんな意味で、目立っちゃダメなんだよ。この先ずっとね。憶おぼえておいてくれ。お願いだよ」

「この頭巾、目立つと思うけどなあ……」

　だらりと、椅い子すの背にもたれかかる。

「それにしても、レンたち遅いな。なにやってんだろ。ついてけばよかったかな」

「女の買い物が長いのは、常識だよ。付き合ってたら、疲れ果てて倒れちゃうよ」

「そうなのか？　でも、もう戻ってるんじゃないかな。レンとフィアナの宿って隣だろ？　別々の宿に泊まるのって、なんか嫌だな」

「隣は個室が二部屋しか空いていなかった、ってレンがいうんだから、仕方がないよ。レンにはレンの考えがあるんだろうしね。彼女たちは、オレたちがこっちにいるの知ってるから、話が済んだらこっちにくるさ。諦あきらめて、待つんだよ」

「そうか……」

　クライムはぐいっとエールを飲み干して、ぷはーっと息を吐き出す。もう五杯目だ。うっすらと酔いが回り、頬ほおがほんのり赤くなる。

「サルダンは呑のまないのか？」

「オレは遠慮しておくよ。なにか起こったら、立ち回れなくなるしね。なにしろこの町は、我らの敵のテリトリーだから。当然、もう気配を察知されてるだろうしね」

「……じゃあ、オレに呑ますなよ」

　この町にいる敵というのは、どんな奴やつなんだろうか。確かフィアナは〈使い手〉と呼んでいた。なにやら物ぶつ騒そうな相手らしい。クライムは、不安だった。この町で、〈使い手〉とかいうフォトゥルマと戦わなくてはいけないのだろうか。そんな奴に、勝てるのだろうか。

　店員が、エールのお代わりを持ってきた。クライムは奪うようにジョッキを掴つかみ、ぐいっと喉のどを鳴らす。

「酒もいいけど、ほどほどにしなよ」

「げふ。わかってるよ。“〝酒に溺おぼれる者は、人生にも溺れる”〟っていうしな。酒は五杯までにしろよ、って親父おやじがよくいってた」

　クライムは深いため息をつきながら、テーブルにつっぷした。

「それ六杯目だけどね。……ところで、クライム。少しは聞き耳たててくれてるかい。こういう酒場では、耳を澄ましているだけで情報が入ってくるもんだよ」

「え？　なんでだ？」

　つっぷしたまま顔を上げると、サルダンの顔がぬっと近づいた。

「あのねえ。この町に到着したってことは、ここで仕事しなくちゃいけないんだよ。わかるよね？　この町は、どこかおかしい。ざっと聞こえたキーワードだけ並べると、ダメ領主、蛮人、ズオ、血、残虐、公開処刑、毎日、鳳ほう凰おう騎士団、これだけあるよ。中でも公開処刑に不満があるひとが多いみたいだね。どうやら一週間前から、公開処刑は毎日行われているらしいよ。こりゃ異常な事態だ」

「わかった。ずっといおうと思ってたんだ。お前、年ごまかしてるだろう！」

　びしっと、指先をサルダンの鼻に突きつける。

　サルダンの広い額ひたいに、ぴくりと血管が浮いた。

「またそれかい。いいかげんにしてくれないかなあ。オレはこないだ十八になったばかりだよ。クライムだって、あと数ヶ月で十八だろう？　そしたら、同い年だ」

「ぶわっはははは。んなことあるかー。十八になった途端、そんなにしょぼくれた顔になっちゃうのか？　ハゲるのは嫌だなー。なんだそのたわし。ひっく」

「完全に酔っちゃったみたいだね、キミ……」

　サルダンは苦々しい顔で、ため息をついた。

　乱暴にドアが開けられ、どかどかとひとが入ってきた。

　衛兵が、三人。鎖くさり帷子かたびらに身を包み、腰に剣を下げている。息を切らし、追い詰められたような顔をして酒場を見回す。その緊迫した様相に、客たちの声が止まる。

　サルダンは、そっと身体からだを縮めた。

「おい、お前ら！　蒼あおい髪の若い男を見なかったか？」

「隠し立てするなよ！　ここに入ったのを見たという証言がある！」

　誰だれも、答えない。

「ん？　それってオレのことじゃないのか？　なんで知ってんだ？」

　クライムが、むくりと身体を起こす。

「ちょ！　このバカ……」

　慌あわててクライムの口を塞ふさごうとしたサルダンだったが、もう遅かった。目を光らせた衛兵が、テーブルを囲む。

「お前ら、蒼い髪の男を知っているのか？」

　衛兵にぐいぐい肩を揺すられたクライムは、乱暴に払う。

「なにすんら。偉そうらな、お前ら。ひっく」

「反抗すると、承知しないぞ！」

「反抗なんかしてらい。オレは、野生児なんかじゃないろーっ！」

　クライムの顔は真っ赤になっていた。目も座っている。そのへべれけな姿を見て、サルダンは手で顔を覆って首を振る。

「ええい、とりあえずこいつらを引っ捕らえろ！　この藁わらの男もあやしい！」

　衛兵たちはクライムとサルダンの背後に回り、腰に下げたロープを取り出す。眠そうな目のクライムは、抵抗らしき抵抗はしない。サルダンは、初めから無抵抗だ。あっさりと、縛られてしまった。

「これで、ズオ様も落ち着いてくれるといいが……」

「可哀かわいそうだが、仕方がない。……む。この男、剣を背負っているぞ」

　クライムを立たせた衛兵は、外がい套とうから飛び出した剣の柄つかを掴つかんだ。無理矢理取ろうとするが、びくともしない。

「な、なんだこれは。外れない」

「ちょっと貸してみろ。……うぬ、完全にくっついているぞ」

　ふたりの衛兵が、柄つかを掴つかんでぐいぐい引っ張る。

「ひっく。お前ら、やめろってー。怒っちゃうろーっ！」

　ぐいっと身体からだを揺すると、衛兵はバランスを崩して弾はじかれた。

　剣を握にぎりたいと、クライムは思う。それだけで、背中の大剣が反応した。背中から剥はがれると、ロープを斬きって飛び出し、天井付近で反転して落下した。すとんと、クライムの手に握られる。

　客たちが、どよめいた。衛兵たちは、目を見開いてあとずさる。

「邪魔らなあ、これ」

　真っ赤な顔のクライムは、赤い頭ず巾きんを取って捨てた。硬そうな蒼あおい髪が、あらわになる。

「蒼い髪の男！　お、お前か!?」

　衛兵が、叫んだ。

「おいおい、クライム。全く予想できないことをしてくれるじゃあないか。こんなところで大立ち回りして、どうするつもりだい？」

「うるはいなあ、たわし。オレは、レンに女の子らしくなってもらいたいんらー」

「酒乱だったのかい、キミは……。しかも、ジョッキ六杯目で発動ね。憶おぼえておくよ」

　サルダンは、がっくりと肩を落とす。

「くそっ！　こっちも命がかかってるんだ。捕らえるぞ！」

　衛兵が剣を抜いて突っ込んでくる。酔ったクライムには相手の姿がぶれて見えたが、攻撃をかわすのは容易だった。大剣で軽くいなすと、脇わき腹ばらに強烈な肘ひじを打ち込む。

　テーブルごと、衛兵が吹き飛ばされた。皿やジョッキが、音をたてて割れる。騒然とした酒場に、悲鳴が響く。

「お前ら、さっきからうるはいぞ。オレに構うなー」

「つ、強い。応援を呼べ！」

　衛兵のひとりが慌あわてて外に出ようとしたが、彼はなにかにつまずいて豪快に倒れた。そこに、サルダンの細い脚あし。

「申し訳ないけど、これ以上騒ぎを広げたくないんだ。済まないねえ」

　彼を縛っていたロープが床に落ちた。ところどころ、焦げている。

「おい、そこのたわし。あんまし乱暴なことしちゃダメだぞー」

「キミが始めたことだろ!?　ああ、もう！　こんなに腹が立つのは久しぶりだよ。いや、オレの十八年の人生で、過去最悪だよ」

「十八じゃないだろ。三十八歳だろ、お前。たわし。変な顔だなあ。うははは」

「……殺意って、こういう感情なんだね。今、理解したよ」

　サルダンは、ぎりぎりと歯を鳴らした。

　その顔が、不意に緊張する。蓑みのの中に手を突っ込むと、すっと出し、木の葉を散らしながら、なにやらぶつぶついい始めた。

「ん？　おっさん、なにやってんら？」

「知らないよ。オレは退散するからね。後始末は、自分でするんだね」

　その声を聞きながら、クライムは突き出された衛兵の剣をひょいと避よけて、回転しながら強烈な裏うら拳けんを顔面に与え、くるりと戻る。

　サルダンの姿が、消えていた。

「はれ？　いない。どこいったんら、あのたわし」

　奥で、すっ飛ばされた衛兵が、テーブルを巻き込んで派手に倒れた。

「お前らーっ！　頼むから、外で暴あばれてくれえ！」

　鍋なべを持った店員が奥から出てきて、クライムに怒鳴る。

「ちえっ。仕方ないなあ。外行くぞお。レンの帰りはまだかなあ。迎えに行こうかなあ」

　クライムは呻うめいている衛兵の首をむんずと掴つかんで、ずるずる引きずりながら、酒場の入り口へ向かう。

　中に入ろうとした男と、ぶつかりそうになった。よろめいて、衛兵を落とす。

「はれ？　誰だれら、お前。知らない奴やつらな」

　入ってきたのは、栗くり色いろの髪の若い男だった。上質な白い衣服を着ている。腰には、柄つかだけの剣をぶら下げていた。ぎょっとした顔で、クライムを見ている。

「蒼あおい髪……。き、貴様がそうなのか!?」

　栗色の髪の男は素早く一歩引き、手刀を振り下ろした。ふらついていたクライムは後頭部に痛烈な一撃を食らって、べちゃっと床に潰つぶれる。

「ぐあっ！　……レ、レンを、迎えに……」

　そうつぶやいて、クライムはあっさりと気を失った。

「……なんだと!?」

　栗色の髪の男は、蒼い髪を掴んで持ち上げたが、クライムのだらしなく弛し緩かんした顔から出てきたのは、酒臭い息だけだった。思わず顔をそむけ、手を放す。

　クライムはごちんと床に頭を打ち付けたが、死んだように動かない。床に落ちた大剣が、するすると背中に戻った。

　立ち上がりながら、栗色の髪の男は息を呑のむ。

「蒼い髪の一族。間違いない。こうもあっさり見つかるとはな……」

「おおっ、ソロン卿きようではありませんか！」

　意識を回復した衛兵たちは、慌あわてて立ち上がると背筋を伸ばした。

「……この男を、城へ連れて行け」

「了解であります！」

　衛兵たちは急せかされるようにクライムのそばに集まり、肩に担ぐ。

　栗くり色いろの髪の男は背を向け、先に酒場から出た。

「レン……。いや、聞き違いか。まさか、な……」

　赤く染まった空を見上げながら、ソロンは苦笑した。
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　部屋に荷物を置いて、レンはフィアナと一緒に一階の酒場に降りた。

　酒場は、それなりに賑にぎわっていた。表の通りには、ここと同じような宿屋を兼ねる酒場が並んでいて、仕事を終えた町人や旅人が、疲れを癒しに集まっている。

　カウンターしか空いてなかったので、そこに腰を下ろした。隣に、ローブを脱いだフィアナも座る。客たちは、こんな場所に似合わない貴族のようなフィアナの姿を見て、ぽかんとした顔をしている。

「……レン。クライムと合流しなくていいの？　隣の建物で待ってるわ」

「あとでいいじゃん。あのたわしの顔見たくないし」

「同感ね」

　くすりと、レンは笑う。あのたわしがいると、話がややこしくなる。

　なんとかしてフィアナにお宝の場所を白状させなくてはと、レンは頭を悩ませていた。こんな世間知らずであやしい目的を持った奴やつらとは、さっさとおさらばしたいのだ。

　クライムには悪いと思うけど、あいつの場合は自業自得だ。

「あ。最初に断っとくけど、おごらないからね。勝手に注文して」

「わかったわ。お酒を、いただこうかしら」

「あんた呑のめるの？　そういや、歳としはいくつ？」

「……あなたよりも、上よ」

「へえ。そうは見えないけど。……ちなみにボクは、十七歳だよ。こう見えても、成人してるんだ」

　目の前で黙々とコップを磨いているマスターにも聞こえる声で、そういった。

　それぞれ注文すると、すぐに頼んだものが運ばれてきた。やたら手際がいい店だ。

「お腹なか空すいてたんだ。いただきまーす」

　スープに浸ひたしたパンを、ひょいひょい口に入れる。

　横目で見ると、隣のフィアナは、静かにジョッキを傾けている。なんというか、その貴族のような姿にジョッキは似合わない。

　だけど、酔わせてしまえば口も軽くなるだろう。好都合だとレンは思った。

「おかわりをいただけるかしら」

　もう飲み干したらしい。

　マスターはコップを拭ふく手を止める。なにかを察したのか、大きめのジョッキになみなみとエールをついで出した。

　フィアナは感情のない顔で、そっと小さな口をつける。ジョッキの角度が増す。そのまま、ぐび、ぐび、ぐびと、一気にジョッキを空けた。

　レンは、あんぐりと口を開けた。

「上質なお酒ね。私が知っているものより、洗練されているわ」

　上品な仕草で、口元の泡を拭く。

「……お嬢さん、呑のめるね」

　ニヤリと笑みを浮かべたマスターは、手早くエールのお代わりを用意した。

　次々と空けられるジョッキ。挑むように置かれる新たなジョッキ。その異様な光景に気づいた他の客たちも、固かた唾ずを呑んでフィアナを見守る。

「す、すげえ。あの細い身体からだの、どこに入ってんだ？」

「オレも酒豪だと思ってたけど、あのペースには勝てねぇわ」

「可愛かわいい顔して、とんでもねぇな……」

　口々に、そんなことを噂うわさしあっている。

　フィアナの喉のどは、ペースを崩さない。息を吸うように、エールを飲み干す。

「……ちょ、フィアナ。あんた目立ってるよ」

　引きつった顔で、レンはそういった。見ているだけで、酔ってきた。

「あら。ごめんなさい。この辺にしておくわ」

　ことりと、ジョッキを置く。まるで酒に酔っていない。顔色すら変わらない。

　それでやっと解放されたように、客たちが拍はく手しゆ喝かつ采さいする。何人かの町人は、満足そうな顔で店を出て行った。

　レンはがっかりしていた。せっかくふたりきりでチャンスなのに、酒に酔わせて宝のありかを吐かせることは、できなさそうだ。

　見透かされているのかも知れないな、とレンは思う。プレゼントしたローブは気に入ってくれたみたいだけど、さっきはなんかうやむやにされてしまった。

「やめてくれよな。ボクはあんまし目立ちたくないんだ」

　騒ぎが落ち着いてきたところで、レンは小声でそういった。食事を再開する。

「それは、……その背中のせいね？　あなたを狙ねらっている者たちがいる」

　フィアナの小声に、レンの顔が一瞬凍る。鋭い目つきでフィアナを睨にらむ。

「……あの話、本当なの？」

　今朝、森の中でささやかれた言葉。レンは、半信半疑だった。

「ええ。あなたと同じ人種の人間を知っているわ。あなたは孤独じゃないわ」

「人種ね。……ボクは、ミレア人じゃないんだ？」

「違うわ。あなたは、優すぐれた人間よ。絶対数の少ない、貴重な人種……」

「へえ。同じ悩みを抱えてる仲間に、逢あってみたいもんだね」

　この神秘的な美少女は、何者なのか。どうしてそこまで知っているのだろうかと、レンは疑問に思う。

　確かに、自分だけ特別だと考えるよりは、同じ特徴を持ったひとがいて、まとめて狙ねらわれていると考えた方が、納得がいく。仮面の集団は、組織的だった。

　去年、ルレアに訪れたとき、初めて仮面の集団に襲われた。奴やつらは、直接命を狙ってくる。少なくとも、今まではそうだった。だから、フィアナは彼らの仲間ではないだろう。殺すチャンスなんて、いくらでもあったはずだ。

　レンはため息をつく。どうでもいいと思う。背中のことについては、あまり触れて欲しくない。自分が普通じゃないなんて、考えたくない。忘れていたい。

　フィアナはジョッキの残りを飲み干し、かつんとカウンターに置く。するとマスターが、すかさずお代わりを用意した。

「レンを狙っている者たちは……おそらく、これからクライムが立ち向かわなくてはならない相手と同一よ」

「クライムが？　じゃあもしかして、……フォトゥルマが関かかわってるの？」

「……そう。だから、あなたの敵は、私たちの敵。共通よ」

「ふうん」

　だから一緒にいた方がいい、ってことか。レンは心の中で舌を出す。そう簡単に、いいくるめられてなるものか。宝のありかを訊きき出したら、用はない。フォトゥルマと戦うなんて、もうごめんだ。

　レンは、カランとスプーンを放ほうった。空になった皿を、マスターは手早く片付ける。

「早っ。なんだこの店……」

　壁の向こうで、皿が割れる音と悲鳴が聞こえた。

　隣の酒場で、たちの悪い酔っぱらいでも暴あばれているのだろうか。酒に酔って暴れるなんて、ひととして最低だと思う。レンは、顔をしかめる。

　フィアナが、びくっと身体からだをこわばらせた。

「ん？　フィアナ、どうしたんだ？」

「……いけない」

　フィアナは珍しく表情をあらわにして、店の外をけわしい顔で睨にらんでいる。立ち上がろうとして、すぐに座り直した。

「……だめ。あなたを守らないといけないわ」

「なにそれ。あ。隣の酒場って、クライムがいるとこじゃない？」

　あいつのことだ、なにかトラブルに巻き込まれているんじゃないかと、レンは思った。

「気にしないで。ここにいましょう」

　もとの落ち着いた顔に戻って、レンに向き直る。

「気になるじゃん。隣でなにが起こってんだ？　行こう！」

　カウンターの席を降りて、レンはフィアナの腕を引っ張る。

　――そのとき。

　白い服を着た男が、開け放たれた店の入り口の前を通り過ぎた。

　薄うす闇やみの中に、栗くり色いろの髪と――横顔が見えた。

　どきっとして、レンは立ちすくむ。

「……え？　ま、まさか」

　見間違いだ。そんなはずはない。栗色の髪の男なんて、ありふれている。どこにだっている。それなのに――やけに気になった。

　フィアナの腕を放し、レンはごしごしと目を擦こする。

「いけないわ、レン。部屋に戻りましょう」

　フィアナが、レンの肩を掴つかむ。

「やっぱ、気になる！」

　フィアナを振り切って、レンは走り出す。

　その前に、コップを磨くマスターが瞬時に立ちはだかった。

「……お客さん。お勘定、まだですよ。九八〇イエン」

「わわっ！　あとで払うよ！　ボクはこの宿に泊まってるんだ！」

「それとこれは、別です。今すぐ払ってください」

　コップを磨く手を止めず、マスターは頑として譲らない。脇わきを通り抜けようとしても、無駄だった。俊敏な動きで立ち塞ふさがる。隙すきがまったくない。

「どーなってんだ、この店は！」

「お客さん、お勘定」

　ずいと迫られて、レンは仕方なく折れた。腰の袋から、硬貨を選ぶ。焦っているせいか、なかなか目当ての硬化を取り出せない。

「はい、お金。これでいい？　きっちり九八〇イエン！」

　じゃらりと取り出した硬貨を、マスターに渡す。

「確かに。……そちらのお嬢さんの分は？」

「フィアナの分は、フィアナからもらって！　もういい？」

「レン。私、そのお金というものを持っていないわ」

　しれっと、フィアナはそういった。

　振り向いたレンは、目を見開く。

「なにいってんの？　おごらない、っていったでしょ!?」

「ごめんなさい。意味がわからなかったの」

　可愛かわいらしく首を傾かしげるのを見て、レンはぴきっと眉み間けんに血管を浮かべる。

「アホかーっ！」

「では、八五〇〇イエンです。きっちりお願いします」

　ずずいと真顔で迫るマスター。

　くらっと、レンは目眩めまいを覚えた。

「エールだけで八千!?　……フ、フィアナ。あんたいったい何杯呑のんだんだーっ!?」

「……反省してるわ」

　目を逸そらし、後ろに手を組んでもじもじするフィアナ。その顔からは、反省しているのかいないのか、さっぱりわからない。

「ったく、大赤字だよ……。あとで絶対取り立てるからな！　憶おぼえとけよ、フィアナ！」

　レンはもう泣きそうである。再び腰の小袋に手を突っ込み、硬貨を選ぶ。マスターに支払うと、かなり財布が軽くなったのがわかった。

　非情にまずい。宿の代金を支払ったら、情報を買うこともできない。新しい外がい套とうなんて買うんじゃなかった、フィアナにローブなんて買ってやるんじゃなかったと、悔やむ。ただでさえ、古城での仕事に失敗しているのである。

　さっきの買い出しで、旅の支度は調ととのっている。こうなったら、なにがなんでもフィアナから情報を聞き出し、お宝を探しに行かなくちゃいけない。レンは、そう決意した。



    

  
    
      



    

  
    
      　レンの視界の隅に、蒼あおい髪が映って消えた。

「へ？　クライム？」

　もう立ち塞ふさがる者はいない。レンは小走りで、店から出た。

　慌あわてて、店に戻る。店に身体からだを隠して、顔の半分だけ外に出した。

　――クライムが、衛兵に捕らえられていた。

　こてんぱんにやられてしまったのか、左右から衛兵に肩を抱えられて、足を引きずっている。無抵抗だ。

　レンは、信じられなかった。頬ほおに、汗が伝う。

　あの男が、たかが町の衛兵ごときにやられるとは思えない。なんだかんだいって、フォトゥルマと正面から戦える男なのだ。禍まが々まがしい鎧よろいも剣も、並のものではない。

「……え？」

　その向こうに、ちらりと栗くり色いろの髪の男が見えた。

　建物から漏れる明かりが、その横顔を一瞬照らす。

　レンは、唖あ然ぜんとした。

　やっぱり見間違いじゃなかった。あの顔は――

「……どういうことなんだ？」

「どうもこうもないよ。いくらなんでもあれはちょっと酷ひどすぎるなあ。さすがのオレも、対応し切れなかったよ」

「わわっ!?　たわし？」

　すぐ耳元で話しかけられて、レンは跳び上がって驚いた。

　レンと同じようにしてクライムの後ろ姿を見送っていたのは、たわし頭のサルダンだった。口を曲げて、渋い顔をしている。

「あんた、いつの間まに……」

「そんなことはどうでもいいよ。さあ、困ったことになったよ。あのまま城に連れ込まれたら、どうなっちゃうのかねえ。殺されてもおかしくないかもねえ。どう思う、フィアナ。……あれ？」

　フィアナは、知らん顔でカウンターに腰掛けていた。ひとりでジョッキを傾けている。

「フィアナ!?　それ以上呑のむなーっ！」

　猛然とした勢いで、レンはフィアナの腕に組み付いた。ジョッキを奪うと、もう空になっている。

「あら。ごめんなさい。つい……」

「つい、じゃないよ！」

　カウンターを見ると、コップを磨くマスターがニヤリと笑った。お代わりを、カウンターにどすんと置く。

「……この商売上じよう手ずめ」

「ちょっとそこの女子たち。なにしてんのさ。もう酒は勘弁してくれよ。これはゆゆしき事態だよ？　我らの大将が敵の手に落ちた、ってことになると思うんだけどね」

　苛いら立だたしげな口く調ちようで、サルダンがそばにきた。

「あなたがついてて、この有様？　役立たずも甚はなはだしいわ」

　フィアナは視線を合わせようとすらしない。

「きついこというねえ。でもあれは、どうしようもないと思うよ。うん。止めようがなかった。だって勝手に暴あばれて勝手にやられたんだからね」

「クライムが？　なにがあったんだ。あいつが簡単にやられるなんて、考えらんない！」

　レンはサルダンに食ってかかる。

「残念なお知らせだよ。クライムは酒乱だったんだ。ジョッキ六杯目で、ろれつが回らなくなって脳天まで赤くなっちゃった。それで、衛兵の前で、いわなきゃいいようなことを口走ってさ。しまいには暴れ出したんだよ」

　サルダンは肩をすくめて、嘆息する。

「うわ、さいてー。酒呑のんで暴れるなんて、ひととしてさいてーだ」

　どん引きしたレンは、顔を歪ゆがめた。

「まったく同感だね。でも、放ほうっておくわけにはいかないよね」

「そうね。……いざとなったら、私が出るわ」

　フィアナは、苦しそうな顔をした。

「そうならないことを祈るよ。さて、ちょいと助け出す策を練らないといけないねえ。相手が相手だし。レンにも協力してもらうよ」

「……ボクも？」

「そう、キミも。オレとフィアナだけじゃ、手に余ることになりそうなんでね」

「うー。……わかったよ！」

　だすっと、レンは床を踏み鳴らした。フィアナからお宝の情報を聞いてとんずらするはずが、クライムの酒乱のせいで台無しになった。腹立たしいことこの上ない。

　しかし――あの横顔が気になった。こんなところにいるはずのない、知っている顔。

「……ここではよろしくないわ。レンの部屋へ行きましょう」

　ジョッキを置いたフィアナは、カウンターから降りた。

　それを見て、レンの顔から血の気が引いた。

「つか、お代わり呑んじゃったんだ……」

「はい。千イエンになります」

　いつの間まにかカウンターから出ていたマスターが、レンの肩を叩たたいた。



    

  
    
      



　５　「お前、レンのこと知ってるのか？　友達か？」
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　冷たい水を浴びせかけられ、クライムは一気に目が覚めた。

「ぶはっ！　な、なんだ!?」

　頭を振って、飛沫しぶきを飛ばす。手で顔を拭ふきたかったが、自由がきかない。太い鎖で、厳重に縛られている。

「……やっと目を覚ましたか」

　ごろんと転がり仰あお向むけになると、近くに数人が立っていた。

　石で囲まれた部屋だ。格子のはまった窓からは、夜空が見える。部屋の隅に置かれた夜光草が、ほのかな明かりを発している。

「ここは、……どこだ？　うぷっ」

　気分が悪く、吐き気を催もよおした。頭も痛い。

　眉み間けんに皺しわを寄せて、そばに膝ひざをついた男を睨にらむ。栗くり色いろの髪を肩まで伸ばした、若い男だ。同い年くらいだろうか。綺き麗れいな白い服を着ている。

　白い手袋をはめた手で、クライムの鎧よろいに触れる。

　ばちっと、火花が散った。

　驚嘆した男は、手を引っ込める。

「……《破邪の鎧》か。忌いま々いましい」

「誰だれだよ、お前！」

　気分が悪いせいで機嫌も悪い。吐き気を堪こらえながら、クライムは顔をそむけた。

　どうしてこんなところにいるのか。確か、酒場でサルダンと酒を呑のんでいたんじゃなかったっけ。頭痛のせいか、記憶があやふやだった。

「お前たち。ここはもういい。出て行け」

　栗色の髪の男は、そういって立ち上がる。

「はっ！　……しかし、ソロン卿きよう。尋問をするのであれば、我らが」

「僕が行う。邪魔だ！」

　睨まれて、衛兵らしき男たちは逃げるように部屋から出て行く。

「尋問？」

　クライムは、寝そべったまま首を捻ひねる。どうして尋問なんてことをされなくちゃいけないんだ。今のはこの町の衛兵だろうか。

　ソロン卿きようと呼ばれた若い男は、重そうな石のドアを閉める。

　ふたりきりになった。なんとなく、嫌な予感がする。

「貴様、名はなんという。どこからきた？」

「お前は、ソロンっていうのか？　いい名だな。歳としはいくつだ？」

「質問は、こちらからする。それに答えるだけでいい。……いらぬ言葉を発するな」

　ぐっと、胸に足を置かれて踏まれた。

「な、なにすんだ！　オレは、クライムだ！」

「クライム？　知らぬ名だ。新参者か。どうりで……。貴様、その鎧よろいと剣は、いつ、どこで手に入れた？　見たところ、使いこなせてはいないようだが」

「うるさいなあ。なんでもいいだろ？　こんな呪のろわれた鎧、とっとと脱ぎたいんだ」

「……なんだと？」

　ソロンは眉まゆを上げて、まじまじとクライムを見下ろす。

「脱ぎたいだと？　正気か？　貴様、ドゥラガンに選ばれたのではないのか」

「え？　お前、この鎧のこと知ってるのか？　もしかして、呪い解き師か!?」

　顔を輝かせるクライム。

「意味のわからぬことをいうな。呪い解き師とはなんだ」

　顔をしかめるソロンを見て、クライムは落胆した。違うらしい。

「自覚が足らぬようだな。……こんな間抜けな男だとは思わなかった。その様子では、狙ねらってこの町にきたのではないのだろう」

「よくわかるな。宿命のなんとかって能力のせいで、この町に到着したんだ」

「〈宿命の足〉か。……ふざけた能力だ」

　ソロンはクライムのそばから離れ、窓のある壁に背中を預けた。右手の親指を口に持って行き、爪つめを噛かみ始めた。うつむいて、黙ってしまう。

　この隙すきにと、クライムは身体からだをのけ反ぞらせて部屋の中を見回した。やはり、覚えのない部屋だ。宿屋の一室ではあるまい。天井の高い、殺風景な部屋。

　段々、頭のもやもやが晴れてきた。あれほどやかましかった頭痛も収束し、吐き気も治まってきた。

　そうだ、酒を飲み過ぎたんだと、思い出した。育ての親に、酒は五杯までといわれていたのに、つい六杯目に手を出してしまった。

　それから、記憶がない。きっと、なにかやらかしてしまったに違いない。だとしたら、ここは牢ろう屋やか。窓に鉄格子がはまっているのが、その証拠だ。

「あのさ。オレ、なにしたのかな？」

　おそるおそる、そう訊きいてみた。

　ソロンは爪つめを噛かむのを止やめて、蔑さげすんだような目でクライムを見下ろす。

「酒を呑のんで暴あばれたようだな。……それは、どうでもいい。貴様は明日、処刑される」

　びっくりして、クライムは目を見開く。

「し、処刑!?　なんでだ？　そんなに酷ひどいことしたのか、オレは？」

「貴様のせいではない。恨むのなら、その血を恨め」

「血を？　なんでだ？　意味がわからない！」

　クライムは身体からだを捩ひねって鎖を解こうとするが、無駄だった。変なとこに鎖が食い込んで、逆に痛みが増した。

「ほどけよ！　オレは、処刑されるようなことはしていない！　……と思う」

「安心しろ。明日は鎖をほどいてやる。……生きたければ、勝つんだな」

「勝つ？　なにに？」

「処刑をするのは、ある男だ。その男に勝てば、貴様は自由になる」

「本当か？」

「勝てるとは思えんがな……。アリオーンの勘も、役には立たぬか」

　ソロンは、苦笑する。

「なんだそりゃ。オレは強いぞ！　どんな奴やつが相手だって、負けない」

　フォトゥルマだけはまだ苦手だけど、人間が相手なら自信がある。

「ほう。明日の相手は、貴様らが〈使い手〉と呼ぶ者だ」

「〈使い手〉？　どんなんだ、それ？」

「勉強不足だな。教えてやる義理はない」

「けちだな」

「まあいい。貴様の他に、仲間がふたりいるだろう。気配を感じる」

「訊いてどうするんだ？」

　クライムは慎重になった。下手に名前を口にして、同じように捕つかまってしまったら困る。

「レン……いや、なんでもない」

　そうつぶやいて、ソロンは壁から身体を離した。足早に、部屋を横切る。

「レン？　なんでレンを知ってるんだ？」

　ぴたりと、ソロンの足が止まった。

　慌あわててクライムは口を閉ざした。ごろりと身体を回して、背を向ける。

「……貴様の仲間の名前は、レンというのか？」

「知らない。なんでもない。聞き間違いじゃないか？」

「それほど珍しい名ではない。が、気になる。レンという名の……赤土色の髪の、少年のような気の強い娘は、貴様の恋人か？」

「なにいってんだ！　そんなわけないだろ。もーちょっと女の子らしくしてくれれば、可愛かわいくなるとは思うけど」

　そういってしまってから、クライムははっとした。背中に、強い視線を感じる。

　――この男は、レンのことを知っている！

「くそっ！　あいつがこの町にいるのか！　なんてことだ……」

　がしっと、壁を叩たたく音が聞こえた。びくっとして顔を向けると、ソロンは歯を食いしばって顔を歪ゆがめていた。

「まずい。まずいぞ！　この気配は、レンのものだったのか……」

「な、なんだ？」

「そういう組み合わせか！　貴様が不ふ甲が斐いないから、レンが危険にさらされる！」

　八つ当たりのように、腹を蹴けられた。クライムは身を捩よじる。

「ぐはっ！　なにすんだ！」

「今すぐレンを連れて、逃げ――」

　ソロンが膝ひざをつくと同時に、重い石のドアが乱暴に開けられた。

　太い脚あしが見えた。それが引っ込むと、背を曲げて大きな男が入ってくる。残虐そうな彫りの深い顔。灰色の瞳ひとみが、クライムとソロンを見下ろす。

「……お、おれの、獲え物もの、だ」

　舌打ちして、ソロンは立ち上がる。

「ズオ。尋問していた。他に仲間がいる」

「……あ、明日、処刑を、行えば、あ、炙あぶり、出される、だろう……」

「それはそうだが……」

「今、ここで、……や、殺やるか？」

　口がひん曲がり、牙きばが覗のぞく。そのいびつな笑みに、クライムはぞっとした。この男は、普通じゃない。おぞましい殺気を、隠そうともしない。

「いや、明日にしろ。貴様のいう通り、仲間を炙り出さねばならぬ」

「……ならば、じ、尋問など、不要。……おれの、え、獲物に、手を、出すな……」

「わかった」

　大男を避けるようにして、ソロンは部屋から出て行った。

「ま、まさか、お前が明日の相手なのか？」

　声が震える。

「……い、一騎討ち、だ。め、名誉な、こと、だ……」

　丸太のような太い腕が伸びてきた。クライムは逃げようとしても、動けない。

　鎖を、むんずと掴つかむ。そのまま握にぎり締めると、鎖が砕けた。

「うわっ！　……そ、そんな」

　鎖を解かれ、自由になったクライムだったが、あまりのことに動けなくなった。呆ぼう然ぜんとした顔で、大男を見上げる。

「え、英気を、養え。……弱った、し、心臓を、喰くらっても、面白く、ない。……明日は、期待、しておる、ぞ……」

　大男は背を向けて、部屋から出て行く。重い石の扉を、軽々と閉めた。

「あんな怪物に、勝てるわけないじゃないか！　どんな握力してんだよ！」

　立ち上がったクライムは、扉に向かって叫んだ。

　フォトゥルマどころじゃない。それ以上の脅威を感じた。自信が脆もろくも崩れ去る。

　どうにかしてここから逃げ出せないかと、部屋をうろつく。石の扉はきつく閉じられ、叩たたいてもびくともしない。窓に向かうと、鉄格子がしっかりとはめ込まれている。

「ここから出してくれーっ！」

　今にも泣き出しそうな顔で、クライムは声を張り上げた。

「いい気味だよ。明日まで、そうやってびくびくしてるといいさ」

　聞き覚えのある声がすぐ目の前から聞こえて、クライムは驚きのあまり跳び上がった。

　がしっと、鉄格子を掴つかむ。

「サルダン!?　どこにいるんだ？」

「さあね。とにかく状況はわかったよ。明日、処刑場で逢あおうね」

「そんなこというなよ！　ここから出してくれ！　この町から逃げよう！」

　目には見えないが、その向こうにサルダンの匂においを感じる。

「まあ、任せておいてよ。オレたちとしても、キミを失うわけにはいかないからね。じゃあ、明日ね」

　匂いが、遠ざかっていく。

「うおーい！　サルダン！」

　手を伸ばしても、空を掴むだけ。目に映るのは、夜空に散らばる星々と、眼下に広がる町の灯。

　クライムは、その場に膝ひざをついた。
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　夜光草のほのかな明かりが、窓から入る風に揺れた。

　暗い洞どう窟くつに生えるこの草は、夜の光源としてもてはやされていた。栽培はたやすく、今ではどこの家庭にも置かれている。開け放たれた窓の向こうの建物にも、いくつか明かりが見える。

　狭い宿屋の一室。粗末な机の上で、レンは手に収まる細い丸木を削っていた。無心に、ナイフを走らせる。ぽろぽろと、木の破片が机に散らばる。

「さすが、器用なのね」

　ベッドに座っておとなしくしているフィアナが、清せい楚そな声でそういった。

「まあね。昔から、気分がもやもやしているとき、こうしていると落ち着くんだ」

　答えながらも、レンは上の空だった。

　彼女の頭に浮かぶのは、クライムの顔。酒に酔って暴あばれて衛兵に捕つかまったという。とんでもない間抜けだ。見損なった。むしょうに腹が立つ。

　あんな奴やつを助ける手伝いなんかしないで、今夜のうちに町を出てしまおうか。

　そう思うと、少しだけ寂さびしくなった。

　しばらくの間、ずっと独ひとりでトレジャーハンターをしていた。誰だれも信用できないから、秘密を知られたくないから、仲間を作ろうとは思わなかった。

　その思いが、揺らいでいる。

　フィアナとサルダンは、初めから秘密を知っていた。本当かどうかわからないが、フィアナは決して裏切らないといってくれた。

　――だけど、クライムはどうだろう。

　レンは、苦笑する。あいつは恐こわがりだから、きっと怯おびえてしまうに違いない。

「……ん？」

　ふと手元を見て、レンはぎょっとした。

　無意識に削っていた丸木に、ひとの顔ができていた。それは、クライム――ではなく、幼なじみの少年の顔だった。優しい笑顔を浮かべている。素晴らしくいい出来だ。

「……なんだこりゃ」

　乱暴に、ゴミ箱に投げ入れる。失敗作だ。

　木くずを払って、机につっぷす。自然に、ため息が漏れた。どうやらかなり気になっていたらしい。さっき、ちらりと目に映った横顔のこと。

「あら。捨ててしまうの？」

　フィアナが腰を浮かし、ゴミ箱に顔を近づける。

「ダメだよっ！　これは失敗作なんだ！」

　慌あわててゴミ箱を掴つかんで抱き寄せた。

「……そう。暗示的ね」

「へ？」

　相変わらずなにを考えているかわからないフィアナの顔を見て、レンは首を傾かしげる。

「つか、フィアナ。約束だからな。クライムを助けたら、宝のありかの場所、地図に書いてもらうよ」

「……わかっているわ」

　それが、契約だった。しこたま呑のんだ酒の代金を取り立てるつもりで散々ごねたら、フィアナはそう約束してくれたのだ。サルダンに借りてもいいと思うのだが、やはり嫌なのだろう。

　コンコンと、軽いノックの音がした。レンはゴミ箱を机の上に置き、一息ついて立ち上がると、ドアの鍵かぎを開けた。

　そこには、誰だれもいなかった。首を突き出して、左右を確認する。

「ああ、ごめんよ。まだ消えたままだった」

　ぽんと、いきなりサルダンが目の前に現れた。

「わわっ!?　……魔術か？」

　跳びすさって、驚きの声をあげる。

「まあね。だいたい状況はつかめたよ。さっそく、作戦会議しようかねえ」

「クライムは、無事だったの？」

「今のところはねえ」

　くすくす笑いながら、後ろ手でドアを閉めた。

　狭い部屋に三人が揃そろうと、少し息苦しい。レンは椅い子すを昇ると、ゴミ箱を抱えて机の上であぐらをかいた。

「サルダン。回りくどいことはいうなよ。すっきりはっきり的確に、報告してくれ。大金がかかってるんだ。絶対に救出を成功させたい。早急にね」

　先に、レンは釘くぎを刺した。

「了解したよ。じゃあ報告するね」

　床の上に腰を下ろす。フィアナも、ベッドに座った。

「クライムは、城の敷地内にある塔に幽閉されてたよ。助け出すのは不可能だね。警備は厳重だし、〈使い手〉がふたりもいる」

「はい、ダメー。意味わかんない単語使うな。〈使い手〉ってなんだよ」

　びしっと、サルダンに向かって指を突きつける。

「えーと。なんだか話が長くなりそうだね。〈使い手〉っていうのは――」

「〈使い手〉とは、フォトゥルマのコアを体内に埋め込んだ者のことよ」

　フィアナが、サルダンの言葉を遮さえぎった。

「フォトゥルマのコア？　……あの、大口の奥に見えた、紫色に光ってたやつ？」

　レンはぞっとした。あんな怪物の一部を身体からだに埋め込むだなんて、信じられない。

「そうそう。コアっていうのはね、人間でい――」

「フォトゥルマのコアは、人間でいうと心臓にあたるものよ。これは、通常の武器では壊すことができないの。だから肉体を滅ぼされても、じきに再生してしまう……。クライムの持つ《破邪の剣》は、コアを破壊できる貴重な武器よ」

　またしてもサルダンの言葉は、饒じよう舌ぜつになったフィアナによって封じられた。

「そうなんだ。あのでっかい剣が……」

　それじゃあ高く売れるなとレンは思い、心の中でほくそ笑んだ。フィアナが教えてくれる宝のありかには、きっとそんな特別な剣がごろごろしているに違いない。

「だけどねえ、今までのフォトゥルマは、スレイブ・コアってい――」

「〈使い手〉が埋め込むコアは、あなたたちが見てきたフォトゥルマのものとは、ランクが違うわ。この気配から察して、この町にいる〈使い手〉のコアは、……強いわ」

　フィアナは、わずかに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　雲行きがあやしくなってきた。簡単には倒せない敵なのかも知れない。

「クライムはそんなの相手にしなくちゃいけないの？　勝てるの？」

「どうだろうねえ。オレが思うに――」

「勝ってもらわなくては、困るわ。そのために、この町にきたのよ。……大丈夫。《破邪の鎧よろい》と《破邪の剣》の封印を解けば、きっと勝てるわ」

「……そっか。封印、ね」

　――黄金色の光。

　レンは、古城でのことを思い出した。あれが、封印が解けた状態なのだろう。クライムは怯おびえてへろへろだったのに、やけに格好よくなった。

　ただ、どうすれば封印が解けるかはわからない。そのあと二度フォトゥルマと戦ったが、黄金色の光は発しなかった。

　ふと、薄い唇に触れた。

　まさかな、と思う。そんなはずはない。絶対にそうじゃないと思いたい。

「レン。顔が赤いわよ」

　そういわれて、レンはぐりんと顔をそむけた。窓の外から流れてくる冷たい風で、顔面を冷やす。

「あのさあ。さっきから、オレの説明がぶった切られてるんだけどねえ。なんだか悪意を感じるんだけど、気のせいかなあ？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらをしたサルダンが、不平を口にした。

　しかし、レンもフィアナも反応しない。

「いい加減にしないと、……オレだって怒るときは怒るよ！」

　そう叫ばれて、レンとフィアナは同時に息を吐き出した。

「だってさ。たわしの説明は長い上に嫌味ったらしいんだよ」

「そうね。それと、声に品がないわ」

　ぷちっと切れたサルダンは、歯を剥むいて猛然と立ち上がった。

「なんだいそれは！　ひとが一生懸命働いているっていうのにさ。いいかい、オレの重要性を、キミたちはもっと知るべきだよ！　痛感すべきだと思うな。キミたちみたいな特殊な血を持つ者たちは、もう〈使い手〉たちに存在を悟られてる。知られてないのは、普通の血を持つオレだけなんだよ？　オレが動かなければ、いざというとき、どうしようもなくなっちゃうんだからねえ！」

　サルダンは一気にまくし立てて、ぜいぜい息を吐く。

　そんな姿を、レンとフィアナは涼しげな目で眺めていた。

「必死だね、サルダン」

「でも、本当のことだわ。気に入らないけど、役には立つわ」

「あーもう！　素直じゃないねえ、キミたちは！」

　サルダンは頬ほおを膨らませて顔を逸そらし、ぺたんと腰を下ろす。

　レンとフィアナは視線を合わせて、苦笑した。

「わかったよ、たわし。じゃあ教えてよ。あんたは〈使い手〉とかいう奴やつがふたりもいるっていうのに、クライムをどうやって救出するつもりなの？」

「だから、無理だって。無理無理。救出なんて、できるもんか。絶望的だよ。どう考えても、今日中にクライムを救い出すことはできない。奴らに見付かったら最後、ぷちっと殺されちゃうね。今夜は諦あきらめるしかないよ」

「なにいってんの!?　じゃあどうすんの？　まさか見殺し？」

　レンは狼ろう狽ばいした。このたわし頭は、あっさりと仲間を見殺しにするような無慈悲な奴だったのか。

「明日ならいいのね？」

　フィアナが、冷たい目でサルダンを見た。

「なんだい、つまらないな……。そうだよ。明日ならなんとかなるかも知れない」

　サルダンは、にやりと笑う。

「たわしのおっさん！　どういうことだよ！」

「オレは十八だよ！　……クライムは明日、処刑されるんだ。公開処刑ね」

「処刑!?　酒に酔って暴あばれたくらいで、処刑されちゃうのか？」

「情報収集もオレの役目だね。いいかい、この町では、毎日公開処刑が行われているらしいんだ。一週間前に現れたズオという男が、そう決めたらしいよ。たいした罪でなくとも、衛兵に捕つかまれば処刑されてしまうんだってさ。ほら、役に立つだろ、オレって」

　得意げに、胸を張る。

「ズオ。……その男が、〈使い手〉のひとりね」

「そう考えるのが妥当だね。なんでも、この町の軍隊長も殺したらしいよ。公開処刑で。しかも、素手で甲かつ冑ちゆうを貫いたってさ。さっき姿を見たけど、あれは凄すごいね」

「素手で甲冑を!?　そ、そんなことできんの？」

「〈使い手〉なら、可能ね。強力なコアは、特殊な能力を持つこともあるわ」

　レンは、あまりにも現実離れした話に、ついていけなくなった。

「ちなみに、もうひとりの〈使い手〉も見たよ。栗くり色いろの髪の若い男だった。鳳ほう凰おう騎士団の騎士っぽいね。多分、そっちの方が強敵だね。あれはクライムには無理だよ」

　そういって、サルダンはフィアナを見た。

　レンは、「栗色の髪の若い男」という言葉に反応していた。しかも、騎士だという。

　やっぱりそうなのかと、唇を噛かむ。

「……処刑は、ズオという名の〈使い手〉だけが行う。そうなのね？」

「そうだよ。おそらく、〈使い手〉はばらばらになる。そのときが、チャンスだね。公開処刑ってくらいだから、オレらも加勢しやすい」

「わかったわ。……でも、私が感じる〈使い手〉の数は、みっつよ」

「知ってるよ。ふたり、っていったろ？　正確には、ふたりと一匹だよ。ちゃんと確認してきたんだ」

　くすりと笑うサルダンを、フィアナはぎろりと睨にらむ。

　たわし頭を見て、レンは嘆息した。これだから嫌われているというのに、サルダンは気づいていないのだろうか。

「じゃあさ、今できることってなにもないのかな？」

「なにもないね。今夜は早めに寝て、明日に備える方がいいよ。クライムには、頭冷やして反省して欲しいしね。じゃあオレは、自分の部屋に戻ろうかな。隣の宿屋に部屋を取ってあるんだ。ここより広い部屋をね」

　そういって、サルダンは立ち上がる。

　無言で見ていると、彼はそっと部屋から出て行った。

　ドアが閉まり、すぐにまた開いた。たわしの乗った頭だけ、部屋に入れる。

「寂さびしいなあ。オレ頑張ってると思うんだけど。お疲れ様、とか、明日頑張ろうね、とかないのかなあ？」

「お疲れ様」

「明日頑張りましょうね」

　レンとフィアナは、無表情かつ感情のない声でそういった。

　サルダンは悔しそうな顔で、勢いよくドアを閉めた。
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　小鳥のさえずりが、うっすらと聞こえた。

　クライムは、跳び起きた。ごしごしと目を擦こする。三日間ろくに寝ていなかったせいで、ついぐっすりと眠ってしまっていた。

「朝だ！　うわあ……」

　血の気の引いた顔で、鉄格子を掴つかみ、窓の外を眺める。朝あさ陽ひに照らされた町並みが見下ろせる。この石の部屋は、かなり高い位置にあるらしい。

　救いの主ぬしは、ついに現れなかった。外に向かって昨夜現れたユグド人の名前を叫ぶが、反応はない。鉄格子を掴んだまま、だらりと崩れる。

「どうするんだよ。オレ、あのバケモノに殺されちゃうのか？」

　思い出すだけで、背筋が凍る。あの体格にあの握力は、反則だ。どんな鍛え方をすれば、あんな力を手に入れることができるのか。

　クライムは、背中の大剣に手を伸ばす。それは、するりと彼に握にぎられる。

　何度も試したことだったが、もう一度試すことにした。

　石の扉に向かって、思いっ切り剣を振り下ろす。

　しかし、扉は傷つくことはあっても、斬きれることはない。剣の方も無傷だが、どうしようもない。

　ごりっと、重い音がして扉が開いた。

　クライムの顔に、喜びが広がる。思いが通じたに違いない。

　その晴れやかな顔が、すぐに曇る。

　入ってきたのは、ソロンだった。白銀の甲かつ冑ちゆうを、身にまとっている。

　力が抜けて大剣をからんと落とすと、それは彼の背中に戻った。

「……起きていたか、クライム。それとも、眠れなかったのか？」

　クライムがしていたことを察してか、彼は顔を歪ゆがめる。

「いや、気づいたら寝てた」

「ほう。たいした度胸だな」

「なんか用か？　いい知らせを持ってきてくれた、ってわけじゃあなさそうだな」

「どうかな」

　ドアを閉めて、向き直る。

　ふと、この男を倒して脱出するのはどうかと、考える。ドアの鍵かぎまでは閉められてなさそうだ。外に衛兵がいるだろうが、それくらい突破できると思う。

　だけど、そんなことはできないと身体からだが教えてくれた。

　にわかに威圧され、頬ほおに汗が伝う。

　昨日と雰囲気が違う。目の前に立つ男は、間違いなく強い。それを隠そうとしていない。下手をしたら、ズオよりも上かも知れないと、クライムは感じた。

「レンは、まだこの町にいる。もうひとりの仲間もな。……昨夜探したが、見付けられなかった」

　ソロンはそういって、視線を外す。

　解放されて、クライムは息をついた。すぐに、顔を上げる。

「え？　レンが？　……そうか。でもあいつは関係ないぞ！」

「関係なくはない。貴様とレンは、……ふたりでひとつの脅威だ。おそらく、公開処刑に乱入してくるだろう」

　そういえば、昨夜仲間を炙あぶり出すといっていた。助けにくるであろうことを、予測されている。もしレンたちが助けにきてくれたら、危険だ。

「助けにくるわけないじゃないか！　あいつらは、関係ない！　オレのために命を賭かけるなんてことは、……しないぞたぶん」

　そういいながら、本当に助けにこないんじゃないかと思ってしまい、ちょっとブルーになった。

「けなげだな、クライム。……胸を、狙ねらえ」

　とん、と自分の甲かつ冑ちゆうの胸を叩たたいた。

　クライムは首を傾かしげる。

「運がよければ、封印を解かなくとも、ズオに勝てるだろう。……望みは薄いがな。ズオはまだコアと完全には融合していない。できそこないだ」

「なんでそんなこと、オレに教えるんだ？」

「さあな」

「あの大男を倒したら、次はお前が出てくるのか？」

「わからぬ」

「何者なんだ、お前らは。お前からも、ズオと同じ匂においを感じるぞ」

「……無知を晒さらすのも、それくらいにしろ」

　ソロンは背を向けた。石の扉に手を触れて、立ち止まる。

「……クライム。レンとは、どこで知り合った？」

「レンと？　どっか山奥の古い城の中だよ。あいつは、トレジャーハンターやってるっていってた。オレは旅の途中だったんだ」

「トレジャーハンター？　……レンは、そんな危険なことを」

「お前、レンのこと知ってるのか？　友達か？」

「……貴様には、関係のないことだ」

　ソロンは、部屋から出て行ってしまった。扉が閉まり、向こうで厳重に鍵かぎをかけられた音がした。

「なんでこう、わけわかんないやつとばっかり出で逢あうんだオレは！」

　ふてくされて、その場にどすんと腰を下ろした。あぐらをかいて、腕を組む。

　もう逃げ出すことを考えても無駄そうだった。あんなバケモノがいては、ひとりじゃどうしようもない。

　きっと助けにきてくれる。そう、信じるしかない。サルダンの魔術は役に立つ。彼と組めば、なんとかなるかも知れない。弱点まで教えられたのだ。

　ふと、レンには無ぶ様ざまな姿を見られたくないな、と思った。

　思いっ切り息を吸い、止め、自然に吐き出す。

「時間に余裕があるだけましか。フォトゥルマんときは、三回ともいきなりだったからなあ。どっちにしろ、わけわかんない怪物には通用しないけど」

　クライムは背筋を伸ばした。

　目をつぶり、ゆっくりと息を吸い込む。
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　雲ひとつない晴天。ぽかぽかと暖かい、すっかり春らしくなった陽ひ射ざし。

　大通りは、忙しそうに足早に畑に向かうひとや、店に客を呼び込む声で賑にぎわっているが、どこか浮うわついた感じだ。

　これから、公開処刑が始まる。

　城の入り口へ続く上り坂には、ひともまばらだ。

　レンたち三人は、町人にまぎれて目立たぬように歩いていた。

　貴族のような容姿を持つフィアナは、頭からすっぽりと白いローブをかぶってひと目を逃れている。しかしサルダンは何故か頑かたくなに変装することを拒こばんだので、結局、道行くひとは必ず一度は振り返った。

「公開処刑なんて、どの町でも行われてる大衆娯楽だけどね。さすがに毎日やってるとこなんてないよ。しかも、仕事のない町人は、強制的に見にいかないといけないらしい。まあ、運命に選ばれたひとびとだね。これから目にすることは、一生忘れないだろうねえ」

「トラウマになんないといいけどね……」

　レンは、無言で歩く町人の顔を覗のぞき見る。行きたくないのに、行かざるを得ないといった感じで、その足は重い。若い者や女性が目立つ。中には、興味本位の旅人もいる。

　城へ続く大きな門が、開け放たれていた。くぐると、衛兵たちが並んで道を作っていた。闘技場以外には通さないつもりだ。

　首を伸ばして、辺りを見回す。目当ての顔は、どこにもない。

「どうしたの？　クライムならいないわ」

　フィアナが、外がい套とうをつまんだ。諦あきらめて、レンはうつむく。

「……別に」

「そう？　今朝から、元気がないわ。目も赤いし。クライムのことが心配になって、眠れなかったの？」

　心配してくれているのだろうが、その表情からは読み取れない。

「大きなお世話だよ。大丈夫」

「たぶんハズレだよ、フィアナ。レンがあの酒癖の悪い最悪なバカを心配するなんてこと、天地がひっくり返ってもあるわけがないね。死のうが生きようがどうでもいい。そうだよね？　あれ、違う？　そりゃあそうか！　化けて出たら嫌だもんね。安心して風ふ呂ろにも入れない。なにしろ幽霊って奴やつは、どこへでも入り込める便利な存在だからね」

「うるさいよ、たわしの霊」

「霊は喋しやべらないものよ」

「オレなりに、雰囲気よくしようと思ったんだけどねえ……」

　サルダンは肩を落とし、仏ぶつ頂ちよう面づらで口を閉ざした。

　レンたちは、ひとの流れに乗り、闘技場の周りに並ぶ。闘技場といっても、簡単なものだった。柵さくで円形に仕切られた中が、それだった。砂が敷き詰められている。

　見回しても、客の数はあまり多くない。三百人もいないのではないだろうか。

　奥には城が見える。その前に、貴き賓ひん席らしきバルコニーのような作りのものがある。

「あれがこの町の領主かな。やっぱ、嫌そうな顔してる」

　貴賓席で、領主らしき太った男が取り巻き連中と会話している。みな一様に陰いん鬱うつそうな表情を浮かべていて、周りの衛兵も天を仰あおいでいる。

「そりゃあ気にいらないだろうねえ。だって自分の領地で、勝手にやられてるんだもの。よく恥ずかしげもなく出てこれるものだよ。出てこないと始まらないけどね」

「たわし。そろそろ準備したら？」

「はいよ。目立つしうるさいっていうんだろ？　わかってるよ」

　サルダンは不満そうにそういって、背を向けて歩き出した。目で追うと、人ひと混ごみにまぎれながらいつの間まにか姿を消す。それは見失ったのではなく、文字通り消えたのだ。

「あいつ！　……ひとがいるとこで魔術なんて使って。よく悲鳴あげられなかったな」

「その辺はぬかりないわ。透明の魔術を使う前に、判断を鈍にぶらせる香を撒まいたの」

「へえ。よくわかるね」

「たかが人間の魔術だもの」

「そういうもん？」

　妙ないい回しだなと思ったが、いちいち突っ込んでたら切りがないし、そんな気分でもなかった。レンは、城の方へ視線を戻す。

「レン。あなたの役目、わかっている？」

　フィアナにいわれて、レンは渋面を作る。

「えと。たわしが隙すきを作るから、クライムのそばに飛び込んで、顔面に向かって大声で……。つかフィアナ。こんなことに、意味あんの？」

「ええ。とても重要なことよ。それで、クライムの封印が解けるの」

「封印ねえ……」

　からかわれているとしか思えなかったが、間違いないらしい。早朝の作戦会議で、その妙な役目を押しつけられたのだ。

　古城で封印が解けたときのクライムは、確かに物もの凄すごかった。なにしろ、城ごとフォトゥルマを斬きったのだ。あれが再現されれば、間違いなく無敵の存在だ。

　だけど、こんな方法で本当に封印が解けるのか。

　そっと、唇に触れる。そうじゃないなら、別にいいやと思う。

　観客がざわめいた。

　貴き賓ひん席に向かって左に、道ができていた。そこを、衛兵が罪人を連れて歩いてくる。

「クライムだ！」

　漆しつ黒こくの鎧よろいを着けた、蒼あおい髪の男。腕を鎖で繋つながれて、衛兵に引っ張られている。

　レンはちょっとだけほっとしていた。彼の端正な顔には傷や痣あざが見当たらないから、拷ごう問もんや暴行は受けていないようだった。ただ、何故か目をつぶっている。

　登場した罪人を見て、町人たちが疑問をささやく。

「どういうことだ？　今日は、ひとりなのか？」

「しかも、鎧着てるじゃない。なぁに？　あのへんてこな鎧」

「髪が蒼いぞ。何なに人じんなんだ、あの男。しかも、でかい武器を背負ってるぜ」

「ねえ、見て！　なかなか美形じゃない、あのひと！」

「……でも、もうすぐ死んじゃうのね」

　耳をそばだてたレンは、まあ妥当な感想だなと思った。クライムは、じっとしていれば美形の青年だ。ただ喋しやべりだして動き出すと、間抜けなアホに様変わりする。

　闘技場の真ん中で、衛兵に鎖を解かれ、クライムは自由になった。それなのに、目を閉じたまま動かない。

「なにやってんだ、あいつ……」

　町人たちが、静かになる。

「きたわよ。あれが……ズオ、ね」

　城から大きな男が歩いてくるのを見付けて、レンは息を呑のんだ。

　身長は二メートルを超えている。虎とらの毛皮をまとっているが、盛り上がった胸板や丸太のような腕があらわになっていた。黒い髪を左右に垂らし、結っている。彫りの深い厳いかつい顔に、残虐そうな笑みを浮かべている。

　柵さくを跨またいで、闘技場の中に入った。

「あ、あんなバケモノと、クライムは……」

　クライムのそばに寄ると、まるで大人と子どもだ。

「あら。クライムは、やる気みたいね」

　フィアナの冷静な声。

「やる気？　まともに戦ったら、数秒でやられちゃう気がするけど」

「そんなことはないわ。彼は強いもの。感応能力は、彼らの得意とするものだわ」

「感応？　そ、そうなの？」

　クライムが弱くはないのは知っている。あの鎧よろいのお蔭かげで、苦手だといっていたフォトゥルマを相手に、無傷だった。しかし今度の相手は、フォトゥルマ以上に凶悪そうだ。

「それでは、レン。任せたわ」

　レンが頷うなずくと、フィアナはそばを離れる。

　ラッパが鳴らされ、公開処刑の開始を告げた。



　　　２



　クライムは、静かな気分で落ち着いていた。

　息を吸い、吐き出す。揺れる空気を肌で感じた。鼻び孔こうは様々な匂においを嗅かぎ取る。敵である男の心臓の鼓動を、近くで聞いた。

　目を、開く。

　――ズオ。

　灰色の瞳ひとみが、見下ろしている。

「……か、覚悟は、できて、いる、か……」

　ズオの口が曲がり、牙きばが覗のぞく。

「お前はどうだ？　武器は持ってないんだな」

「……て、手加減は、せぬ。……これが、おれの、ぶ、武器、だ」

　バキっと、指を鳴らす。

「そうかい。じゃあ、オレも最初から本気でいくぜ」

　恐怖はない。ズオの存在自体を、クライムは全身で感じている。まるで、自分自身と対たい峙じしているような感覚。

　おもむろに、背中の大剣の柄つかを握にぎる。

　予告もなく、ズオの鉄球のような拳こぶしが振り下ろされた。

　クライムは地面を蹴けって、背後に避よける。続いて繰り出された蹴りも、横に跳んで避けた。真っ直ぐに伸びた大剣を、両手で持って構える。

　ズオの灰色の目を通して――自分の姿を見た。

　疾はやい。ズオは振りかぶった腕を、大砲のように突き出した。指の一本一本が、槍やりのように鋭い。鎖を握り潰つぶす威力を持つ指だ。

　避けるのをやめた。クライムは剣で弾はじいて、腕の軌道を変える。くるりと回転して跳び上がり、ズオの頭ず蓋がいを砕くために振り下ろしたが、剣は空を切り、砂がはぜる。

　目の前からズオの姿が消えていても、慌あわてはしない。クライムは軽く身体からだをずらし、上空から振ってきた蹴りを避ける。舞うように剣を振り上げ、重い一撃をズオの腰に叩たたき込もうとするが、後ろに跳んで避けられた。

　間かん髪はつ容いれず、砂を撒まき散らしながらズオは突進。それすらもクライムは難なくかわし、振り向きざまに繰り出された拳を、両手で握った剣で止めた。

　蒼あおい瞳ひとみと、灰色の瞳が睨にらみ合う。お互い、嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

　弾けて、跳びすさった。

「……い、意外だ。……キサマは、思った、よりも、……つ、強い……」

「意外かよ。オレは強いぜ」

「ふ、震えて、いた……。い、一秒も、持たぬ、と、思って、いたわ……」

「あんときは、ちょっとだけびびってたんだ。今は違う」

「……では、た、楽しもう、ぞ！」

　クライムの集中力は、研ぎ澄まされていた。聞こえるのは、ズオの鼓動。見えるのは、ズオが睨むもの。匂におうのは、ズオの体臭。感じるのは、ズオの歓喜。

　完全に、感覚を共有していた。だから、ズオがなにをしようとするか、頭で考えずとも、察知できる。

　クライムは、跳び込んだ。横よこ薙なぎに、剣を振る。ズオはそれを跳び越え、蹴りを出す。クライムは寸前で避けて、剣を振り上げる。ズオの太い腕が、剣の腹を叩いて吹き飛ばした。その反動を利用して、クライムは足首に斬きりつける。

　瞬間の攻防。クライムは、手て応ごたえを感じていた。だが、剣は止まった。硬い岩に叩たたき込んだように、手が痺しびれた。咄とつ嗟さに、ズオから離れる。

　大男の顔から、笑みが消えていた。足首に血が滲にじんでいる。

「怒ったのか？　それにしても、硬い身体からだだな。なに食ったら、そうなれるんだ？」

「……お、の、れ！」

　ズオの速度が増した。ひと足で距離を縮めると、拳こぶしが撃ち出される。剣で弾はじいたが、その重さにクライムは吹き飛ばされた。さらにズオの速度が増す。吹き飛ぶクライムに、追い打ちの拳が伸びる。足場がないクライムは、その攻撃を直接胸に受けた。

「ぐはっ！」

　息が止まる。地面に叩きつけられて、ぺしゃんこに潰つぶれたかと思ったが、身体は勝手に動く。ズオの追撃を感じて横に転がり、踏みつけられるのを間際で回避した。

　地面を蹴けって、距離を取る。やっと、息ができるようになった。クライムは立ち上がり、ズオを睨にらむ。大男は柵さくのすぐ近くで、目を剥むいている。

「や、やっぱ強いな、お前。フォトゥルマよか強い。本当に人間か？」

　ひとの動きを凌りよう駕がしているなと、クライムは思った。

　今までフォトゥルマに吹き飛ばされても、触手を喰くらっても、息ができないほどではなかったのに、ズオの攻撃はそれ以上だ。この鎧よろいがなかったら、今の攻撃で間違いなく死んでいただろう。

「……き、気に、くわぬ！」

　ズオの太い腕が――柵の向こうに伸びた。旅人らしき男の頭を掴つかみ、軽々と持ち上げる。そのまま振りかぶり、クライムに向かって投げた。

「うおっ！　なんてことを!?」

　避よけるわけにはいかなかった。クライムは凄すさまじい勢いで飛んできた旅人を、速度を殺して抱き留め、ごろりと転がる。だが、旅人の首は完全に折れていた。白目を剥き、痙けい攣れんしている。

　砂が舞う。跳び上がったズオの蹴りが、クライム目掛けて落ちてきた。

「こんのやろう！」

　起きあがりざま、旅人を庇かばうように前に出て、ぐるりと剣を振って迎撃する。しかし振り上げた剣は、あっさりと弾かれた。クライムの手からこぼれた大剣は、離れたところで地面に刺さる。

　着地したズオの重い蹴りで、クライムは吹き飛ばされる。もんどりうって、貴き賓ひん席手前の階段に頭をぶつけた。

「ぎゃあ！」

　頭を押さえて立ち上がると、階段の上にいた領主が、引きつった顔を向ける。

「……大丈夫……なのか？」

「あ、ああ。まだいける。あの旅人を、片付けてくれ」

　振り向いて手を広げると、大剣が飛んできた。ぎゅっと、両手で握にぎる。

　ズオは、歯ぎしりしていた。覗のぞいた牙きばが、震えている。

「……ま、まだ、こ、壊れぬ、かっ！」

「まだまだ余裕だよ。あと、関係ないひとを巻き込むな！」

「こ、この、おれを、……ぐ、愚ぐ弄ろう、する、かっ！」

　砂を巻き上げて、ズオが突進してきた。合わせるように、クライムも跳ぶ。

　感覚を共有している。ズオの目に映る自分の姿を、感じることができる。クライムは振り出される太い腕の一撃をくぐり抜け、ここぞとばかりに背中に大剣を叩たたき込む。

　硬い。それでも止めず――振り抜いた。

　ズオは、地面を削りながら弾はじけ飛ぶ。

「うおっしゃ！」

　クライムは、腕を振り上げた。

　ズオの背中は毛皮ごとばっくりと裂け、血が噴き出している。かなりの傷だ。

　それなのに――ズオは、立ち上がった。落ち着いた素振りで、砂を払う。

　ぎょっとして、クライムはズオを凝ぎよう視しする。

　その灰色の瞳ひとみが――紫色に変へん貌ぼうしていた。

　感覚の共有が、断ち切られた。匂においも、鼓動も、感情すらも、わからない。

　ズオの胸の筋肉が、異様に盛り上がった。太い血管が浮き、身体からだ中を巡めぐる。髪は鋭く固まり、口元の牙が鋭く伸びた。身体が、ひとまわり大きくなった。

「……お、おれを、お、怒らせた、な……」

「ごめんなさい。……って、謝っても無駄みたいだな」

　全身に鳥肌が立つ。冷や汗を流しながら、クライムは剣を構える。あきらかに、さっきまでのズオとは違う。

　人間であることをやめたような――そんな気配。

「まるで、フォトゥルマだな……」

　今になって、ソロンの言葉が思い出された。胸を狙ねらえと、彼はいっていた。そのチャンスを、永久に失ってしまったのかも知れない。

　ズオの姿が消えた。

　背中に強烈な一撃。予期できなかっただけに、痛烈だ。クライムは吹き飛ばされると、前方から蹴けりを喰くらって飛び上がる。さらに上からズオの拳こぶしが振ってきて、胸に凄すさまじい打撃を受け、地面に叩きつけられた。

　バウンドして、転がる。仰あお向むけになると、剣を落とした。

　なにが起こったのか、すぐには理解できなかった。呻うめき声すら、あげられない。

「お、終わり、だ。……し、死ね！」

　地獄の底から響くような、ズオの声。見下ろす紫色の瞳ひとみ。彼のいびつな指が、クライムの胸に伸びる。あの鎖を握にぎりつぶした、凶悪な握力。

　――そのとき。

　ズオの顔が、突然爆発した。

「ぬうっ！　……な、何なに奴やつ、だっ!?」

　顔を焦がしたズオは、よろけてあとずさる。首を回して、攻撃の主ぬしを探す。

「こっちだよ、おつむの弱そうな、筋肉のバケモノさん」

　クライムは咳せき込みながら、声がした方を見る。

　サルダンが、貴き賓ひん席にいた。領主の椅い子すに身体からだを預けて、にやにやしている。

「ねえ、領主さん。あの筋肉の固まりをやっつけたら、賞金貰もらえるかなあ。いや、オレはお金なんてどうでもいいんだけど、上司がやたら貧乏でねえ」

「なんだと？　そ、それは……。いや、お前は誰だれだ!?　いつからそこにいた!?」

「まあ、考えておいてよ。これから、想像を絶するようなの見せるからさ」

　そういい残して、サルダンは階段を降りる。両手は、藁わらの蓑みのの中に突っ込んだままだ。

　ズオの姿が消えた。同時に、サルダンの腕が伸びて指が鳴る。

　爆音。

　サルダンの手前で、紅ぐ蓮れんの炎が弾はじける。その渦うずの中から、ズオの焦げた肉体が現れた。

「……ぐあ……あ……」

「そんな程度じゃ燃え尽きそうもないね。じゃあ、ずるい手段を取るよ」

　蓑の中に手を入れ、すぐに出す。木の葉を散らしてぶつぶつつぶやき、指を鳴らした。

　ふっと、消える。

　燃えるズオの手が、空を切る。

「キ、キサマ……に、逃げる、かっ!?」

「逃げはしないよ。このままでも、一応魔術は使えるからね」

　離れた場所から、サルダンの声と、指を鳴らした音が聞こえた。さっきよりは威力の弱そうな炎が、なにもないところから吹き出した。

「サルダン……。助けにきてくれたのか」

　身体を起こしながら、クライムはつぶやいた。嬉うれしかった。命を救われた。

　しかし、加勢したいのに、身体がいうことをきかない。もどかしく思いながら、やっと膝ひざを立てる。咳き込むと、血がこぼれた。肋ろつ骨こつを、何本か折られているようだ。

「クライム！」

　その声に、はっとした。

　小さな手に、肩を掴つかまれた。

「大丈夫か、クライム？」

　心配そうな声に、振り返る。赤土色の短い髪と、凛りんとした黒い瞳ひとみ。

「レン。きてくれたのか！」

「当たり前だ！　五万イエン、まだ払ってもらってない！」

　感激して泣きそうになったクライムは、がくっとうなだれた。

「……可愛かわいくないなあ。そっちかよ」

「他にもあるんだ。宝の地図とか」

「オレじゃないのかよ!?」

　叫ぶと、ぎしっと胸に痛みが走った。顔をしかめる。

「おとなしくしてろ！　……えーと、いくぞ、クライム」

「え？　な、なんだ？」

　苦しげな顔を上げて、首を傾かしげる。

「よく知らないけど、封印を解くんだってさ」

「封印？　なんの？」

「あんたの鎧よろい……わわっ！　わわわあっ!?」

　レンが、ぺたんと座り込んだ。

　影が、クライムたちを包んでいた。背中に、とんでもなく恐ろしい気配を感じる。

　闘技場の周りにいた観客たちが、悲鳴をあげて逃げ出す。

　おそるおそる、クライムは振り返る。

　そこに――巨大に膨れあがったズオがいた。

「ぎゃあ！　バケモノ！」

　クライムも、レンの隣に腰を落とす。

　見上げるそれは、すでにひとの形をしていない。十数メートルにも及ぶ巨体は醜く崩れ、黒くぬめる肉の塊と化していた。かろうじてズオとわかるのは、塊に乗った大きな頭だ。確かにズオの顔をしたものが、膨れあがってそこに置かれていた。

　ひとの頭ほどもある紫色の眼球が、獲え物ものを探してぎょろりと回る。

　身体からだから丸太のように太い触手が四方八方に伸び、見えない敵を噛かみ砕こうと口を開く。放たれる炎を嫌がりながらも、攻撃の手を休めない。

「これは酷ひどいね。よく考えたら、〈使い手〉と正面から戦うのは初めてだったよ。予想以上だね。……長くは持ちそうにないよ！」

　どこからともなく、珍しく張り上げたサルダンの声が聞こえた。

「いい気味ね。でも、彼を失うわけにはいかないわ」

　背後に、フィアナがいた。白いローブから顔を出し、涼しい顔でズオを見ている。

「フィアナ！　無理だよ。あんなの倒せるわけないじゃん！　作戦を中止しよう！」

　顔面蒼そう白はくのレンが叫ぶ。

「いいえ。レン。クライムの封印を解くのよ。教えた通りに」

「無理だって！　あんなんで封印が解けるとは思えない。仮に解けたとしたって――」

「レン。……あなたは一度、それを見ているはずよ」

　瑠る璃り色いろの瞳ひとみが、赤みを増した。じっと、レンを見る。

「ど、どうしてそれを？」

「さあ、早く。たわしの嫌味が聞けなくなるわ」

「ええーい！　もうやけくそだっ！　クライム！」

「ぶへっ」

　痛む胸を押さえながら、ぼんやりと声を聞いていたクライムは、いきなり両りよう頬ほおを叩たたかれて、変な声を出した。

　レンの両手で挟まれて、ぐにっと頬が歪ゆがむ。

「な、なんらなんら？」

「……クライム」

　すっと、レンの顔が近づく。真剣なまなざしで、見詰められる。

　こうして間近でよく見ると、可愛かわいらしい顔をしているな、とクライムは思った。睫まつ毛げが長い。やっぱり、レンは女の子だ。

　クライムはどきっとした。鼓動が早くなり、頬が紅潮する。

　このままレンは、なにをするつもりなのか。

　かぱっと、その小さな口が開いた。

「この臆おく病びよう者ものの軟弱者！　あんたなんてたんぽぽの花に頭ぶつけて死んでしまえーっ!!」

「ええーっ!?」

　クライムは衝撃を受けて泣きそうになった。顔を寄せられて、突然罵ば詈り雑ぞう言ごんを喰くらうなんて思っていなかったのだ。

「……あれ？　なんともない？」

「酷ひどいよレン……」

「やっぱり何も起きないじゃん、フィアナ――って、わ」

　振り返って文句をいおうとしたレンが、体勢を崩した。

　背中を押されたかのように弾はじかれ、クライムに――触れた。

　顔と、顔。柔らかな感触が――唇に。

　かちりと、歯が鳴った。

　レンの匂においと、暖かなぬくもりが、クライムの脳を刺激する。ゆっくりと、なにかが流れ込んでくる。

　目を見開いたレンが、素早く離れた。顔を赤くして口を押さえ、わなわなと震えている。

　――その刹せつ那な。

　黄金色の光が激しく迸ほとばしった。

「わわっ!?　ど、どうしたんだ!?」

「……封印が、解けたわ」

　眩まぶしさに目を覆うレンの背後に、フィアナが満足そうな顔で立っていた。

　クライムは、悠ゆう然ぜんと立ち上がった。肋あばらの痛みは消えている。

　手を開く。地面に転がっていた大剣が、吸い付くように彼の手に戻った。ぎゅっと片手で握にぎると、真っ直ぐに伸びた漆しつ黒こくの剣が刺とげ々とげしく変形し、刀身に刻まれた血の色の文字が激しく輝く。

　反応したように、上半身を包む鎧よろいが溶けるように変形する。赤い宝石が発光し、肩に角のようなものが生え、縁ふち取どる血の色が血管のように走り、鋭角的な姿になった。

　全身から、禍まが々まがしい闘気が発せられる。

　美しくも、邪悪な姿。

「お前、そんな姿になれたのか。いいぞ、オレ好みの身体からだだ」

　クライムは引き締まった端正な顔で、フィアナを眺める。



    

  
    
      



    

  
    
      「はい。クライム……いえ、ご主人様」

　嬉うれしそうに、フィアナは笑みを浮かべた。

　クライムのサファイア色の瞳ひとみが、ルビーの色に変わる。同調したように、フィアナの瞳も変わる。

「……クライム？」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、レンはクライムを見上げる。

「二度目だな、レン。オレの女神。お前の唇の感触は気に入った」

「アホなこというな！　な、なんだ女神って……」

　恥ずかしそうに口を押さえて顔を逸そらすレンに、優しい笑みで応こたえる。

　クライムは、膨れあがったフォトゥルマを、きつい目で睨にらむ。鼓動を感じる。匂においや、息づかいを感じる。手に取るように、その存在自体を全身で感じる。もはや恐怖心など微み塵じんも感じない。強烈な憎悪と殺意が、クライムの中に満ちあふれていた。

「サルダン、よくやった。下がっていろ！」

「やっと出てきたかい。遅いよ、まったく！」

　そう叫ぶが早いか、サルダンの姿がぽっと現れる。すでに、クライムたちの遥はるか後方に退避していた。

　ズオが――ズオだったものが、雄叫おたけびをあげた。

　地響きをたてて、巨体をねじ曲げる。狂気に歪ゆがんだ大きな顔が、クライムを見下ろす。紫色の瞳が、輝きを増す。

「……キキキ、キサマァァァーッ！　オオ、オレヲ、コロスノ、カァァーッ！」

「殊しゆ勝しようだな。その姿で、まだ喋しやべれるのか」

　剣を肩に置き、クライムは苦笑する。

「ズオに埋め込まれたコアは、ベビー・コアだったようね。可哀かわいそうに。敗北の恐怖に負けて、暴走しているわ……。無ぶ様ざまね。無様だわ。無様よ。適性のないものに埋め込んでも、こうなることはわかっていたでしょうに。余程、人材不足なのでしょうね。あんなゴミクズを放つだなんて」

「……フィアナ？」

　べらべらと喋り出したフィアナに、レンは驚きの声を漏らす。雰囲気が変わり、どことなく残虐的だ。何故か前傾姿勢になり、肘ひじを折って手を前に垂らしている。興奮しているのか、鼻息が荒い。砂が舞うほどだ。

「まあいい。始めるぜ、フィアナ。お前はレンを守っていろ」

「了解しました。……ご随意に、ご主人様」

　クライムは――跳んだ。瞬時に、フォトゥルマの目の高さに達する。

　宙を泳いでいた触手が四方八方から降り注いだが、木の葉を払うように斬きり捨てる。そのままフォトゥルマの肩を蹴けり、反対側へ降りる。

「オオオ、オレノ、カタヲーッ！」

　もはやどちらが前で、どちらが背後なのか定かではない。クライム目掛けて、黒い肉にく塊かいから大木のような腕が飛び出したが、刺とげ々とげしく変形した大剣で軽く弾はじく。軌道を逸そらした拳こぶしは勢いを止めることなく伸びていき、貴き賓ひん席を粉々に砕いて城の壁に穴を開けた。

「ほう。よく伸びるもんだな」

　呆あきれたようにつぶやいて、ちらりと向こうを確認する。フィアナとレンが、柵さくを越えていくのが見えた。

　すでに闘技場の周りに観客などいなくなっていた。貴賓席も、もぬけの空だ。遠巻きに、震える野次馬が数人見えるだけ。

　これで、問題はなくなった。この巨体が倒れても、被害を被こうむる者はいない。

　ずしんと、大地が揺れた。肉の塊から、二本の脚あしが生える。伸びた腕が戻ると、腕はもう一本生え、雄叫おたけびをあげながら立ち上がった。

　かろうじてひとの形を取り戻したズオは、城を越えるような高さになる。

「ズオ。なるほど、その方がお前らしいな」

　ズオは巨大な顔に嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、クライムを踏み潰つぶそうと足を持ち上げる。

「だが遅い。怪物になる前の方がよかったんじゃないか？」

　ぐっと力を込めて両手で剣を握にぎると、大地を蹴った。振ってくる足をくぐり、もう片方の足首を――斬きった。強酸の液体が、ばしゃっと飛び散る。バランスを崩して、ズオはズドンと尻しりをつく。その重みで、地面にひびが走った。

「終わりにするぜ！」

　反転して、跳び上がる。両手で握った大剣を大きく振りかぶると、光の速さで横よこ薙なぎにした。爆音が轟とどろき、巨岩のような首が落ちる――が、紫色の瞳ひとみの輝きは失われない。

　横たわる身体からだから腕が伸びた。クライムを、むんずと掴つかむ。壮絶な握力で、ぎりぎり締め付ける。

「コアは胸かっ！」

　クライムの瞳が強く輝く。鎧よろいが変形し、拳を切り裂いた。

　背後に下がると、口を開けた頭が砂すな埃ぼこりをあげて転がってきた。クライムは避よけようとはせず、大剣を振ってふたつに割る。強酸にまみれたが、それは鎧にも、肌にも、たったひとつの傷さえつけない。

　この隙すきに脚と腕を戻し、黒くぬめる肉の塊に戻ったズオは、触手の数を増やす。

「今度こそ、終わりだ！」

　コアのありかを、しっかりと感じた。肉塊の胸。中心より右にずれた位置。その奥に隠されている。

　足を踏み出す。クライムの赤い瞳ひとみが強烈に輝いた。尖とがった大剣を、奮然と振りかぶる。

　縦に一いつ閃せん――眩まぶしく輝く黄金色の線。

　雷鳴のように轟とどろく爆音とともに、空間が縦に切れる。巨大なフォトゥルマの身体からだを、斬きり裂いた。

　ガキッ！　と、破壊音が響く。肉にく塊かいの奥に隠されていたコアが、真っ二つに割れる。

　ばたばたと触手が落ち、巨大な黒い肉塊は――停止した。

　しんと、静まりかえる。

「……死んだ、か」

　黒くぬめる肉塊が、ふたつの命を同時に失った。ズオの命と、コアの命。

　離れたところで腰を抜かしたように座り込んだ野次馬たちは、惨事が終わったことにまだ気づいていない。

　クライムは剣の切っ先を、城に向ける。そこに、気配を感じていた。ズオよりも、もっと強力なフォトゥルマの殺気。

「まだふたつ。……いや、フィアナに任せよう。今は、ここまでが限界だ……」

　苦笑し、大剣を背中に戻す。漆しつ黒こくの鎧よろいと剣が、戦闘状態を解除した。

　クライムは、大きく息を吐き出した。

「……あれ？」

　ふっと正気に戻ったクライムは、間まの抜けた声を出してその場に膝ひざをついた。

　いきなり全身から力が抜けた。踊るように揺れると、つまずいてその場に転がった。嫌な汗が鎧の中を流れ、全身がだるく、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

「な、なんだ？　……オレは、なにをしたんだ？」

　記憶が定かではない。レンの赤くなった顔だけが、目に焼き付いている。

「クライムーっ！　逃げろ！」

　遠くで、レンの声がした。頑張ってその姿を探そうと首を回すと――

　ふたつに割れたフォトゥルマの身体のひとつが、クライム目掛けて倒れてきていた。

　大きい。まるで石の壁が倒壊するみたいだ。

　記憶のないクライムには、それがなんなのかわからない。そして逃げられない。その場から、動くことができない。ゆっくりと迫る巨大な黒い壁を、ただ眺めるだけ。

「……え？　オレ、ここで死んじゃうのか？」

　震える声で、そうつぶやいた瞬間――さあっと黄金色の光が広がった。

　眩しく暖かいその光が、クライムの視界を覆う。

　目を細めると――優美な白鳥の翼。

　突然、翼を背負う小柄な身体から手が伸びてきて、クライムを抱きかかえた。その場から、瞬時に離脱する。

　間一髪。

　フォトゥルマの重い身体からだが、地面に激しく叩たたきつけられた。強酸の体液と黒い肉片が、辺りに飛び散った。

　それを、上空から眺める。

　細く華きや奢しやな身体に、ぎゅっと抱きしめられている。

「……レン？」

　クライムは目を見開く。

　彼女は――まばゆい白い翼を生やしていた。

　まるで、夢のようだった。

　フォトゥルマから離れ、レンはすぐに着地する。力の限界だったようで、クライムをどさりと落とした。

「ぎゃぶっ！」

　地面に大の字になった。

　レンはすぐそばに膝ひざをつき、つらそうな顔で呻うめいた。肩けん胛こう骨こつを合わせるように背中を縦に折る。黄金色の光は弱まり、翼がしまわれた。

　革かわ鎧よろいの胸元が、はだけている。レンは両手を地面につけて、荒い息を整える。

「ひいっ！　またバケモノが出た！」



    

  
    
      



    

  
    
      　遠くで、誰だれかがそう叫んだ。静まりかえっていて、その声がよく聞こえた。

　レンは、忌いま々いましそうに舌打ちする。

「恐こわいでしょ」

　すっと息を呑のんだレンに、きつい顔で睨にらまれた。いそいそと、革かわ鎧よろいの紐ひもを縛り直す。

「……え？」

「見たろ？　ボクの……翼」

「う。……いや。ええと……」

　なんていったらいいか、わからなかった。命を救ってもらった礼をいいたかったのに、言葉が出ない。自分でも驚くくらい、動揺している。頭が虚うつろで、考えがまとまらない。

　あの白い翼はなんなのか。翼の生えた人間など、聞いたことがない。

「なんだよ。そんな目で見るなよ……。なんかいえ、アホ……」

　大粒の涙が、レンの瞳ひとみに浮かんでいた。こぼれて、頬ほおを伝う。

「いや……、ち、ちが……」

　声が出ない。こんなときに限って、言葉が思い浮かばない。

「いいよもう。……ばいばい！」

　レンは腕で涙を拭ふいて立ち上がる。止める暇もなく、走り出した。

「レ、……レン！」

　震える腕を伸ばしても、届かない。

　クライムの腕が、力なく地面に落ちた。



　　　３



　城の中は、混乱を極めていた。

　ばたばたと、役人や衛兵が走り回っている。ズオが突如巨大化し、おぞましいフォトゥルマと化した。領主はフォトゥルマと関係があるのか。フォトゥルマと戦っているのは何者なのか。様々な憶測が、飛び交っている。

　城の外では軍人たちが、槍やりを抱えて右往左往していた。

　ソロンはその様子を醒さめた目で眺めながら、通り過ぎた。喧けん騒そうの中を抜け、ひと気のない厩うまやに入る。

「ケケケッ。遅かったじゃねぇか、ソロン」

「ここにいると、立派な名馬に見えるな。……アリオーン」

　白馬には、すでに馬具が取り付けられていた。白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだソロンは、その背に跨またがる。

「……ソロン。お客さんだぜぇ」

「わかっている」

　白馬が、柵さくを蹴け破やぶった。ゆっくりと、厩うまやから出る。

　――そこに。

　ブロンドの長い髪を垂らした、可か憐れんな少女が立っていた。人形のような端麗な顔に、表情はない。

「無謀だな。主あるじを抜きにして、僕と戦うつもりか」

　抑揚のない声で、馬上のソロンは少女を見下ろす。

　馬の足なら、ひと駆けの距離。相手がただの少女だったら、一瞬でその首は地に落ちるだろう。

　しかし――ソロンの手は、手綱を握にぎったままだ。

「加勢に行く気はないようね。……仲間を見殺しにする気かしら？」

　少女の清せい楚そな声は、落ち着いている。

「奴やつは仲間ではない。裏切り者……いや、できそこないだ」

　白馬が、蹄ひづめを鳴らす。

　少女の顔に変化はない。

　眉まゆ根ねを寄せたソロンの頬ほおに、ひとすじの汗が流れる。

「……貴様、ただのドゥラガンではないな。旧世界のバケモノめ」

　わずかに、少女の口元に笑みが浮かぶ。

「あなたの主に伝言があるわ。……届けてくれないかしら」

「ほう。見逃してくれるというのか？」

　ガシッと、白馬が後ろ足で小石を蹴る。

　厩のそばから、小さな悲鳴があがった。

　藁わらの蓑みのを着た男が、少しずつ実体を見せる。油断なく蓑に手を突っ込んだまま、三白眼で白馬を睨にらんでいる。額ひたいから、血が流れ落ちた。

「ユグド人か。迂う闊かつだな、魔術で姿を消しても、この距離なら気配でわかる。……僕たちを、これだけの力で倒せると思っているのか？」

　ちらりとたわし頭を一いち瞥べつしただけで、少女に視線を戻す。

「……可能よ」

「……不可能だ」

　冷酷な視線が絡み合う。

　――城の向こうで雷鳴が轟とどろいた。

　だが、ソロンと少女は動じない。

「壊れたわ。残念ね」

「構わぬ。所しよ詮せんはできそこないだ。もともと僕は、あれを破壊しにきたのだ」

「それなのに、どうしてクライムにやらせたのかしら？　……あなたがたの宿敵を殺す時間は、いくらでもあったでしょうに」

「貴様らを炙あぶり出すためだ」

　腰に下げた剣の柄つかに、手を触れる。

　空気が緊張する。

「……最後のドゥラガンは、王と王女の血を手に入れた」

　少女は、そういい放った。

　ソロンの顔が歪ゆがむ。

「最後……。王だと？」

「伝言よ。頼んだわ」

　少女は髪を揺らし、背を向ける。

「待て！　僕をからかうのか？　その戯ふざけた言葉に、どんな意味がある」

「グフィードの名とともに伝えればわかるわ。……宣戦布告よ」

「いいだろう。貴様を葬ってから、団長に伝えよう」

「あなた……、そのコアの正体を、知っているのかしら？」

　軽くうつむいた人形のような顔が、振り向く。ソロンを睨にらむその瞳ひとみは、ルビーのように赤く輝いている。



    

  
    
      



    

  
    
      「……なんだと？」

「そのコアは、フォトゥルマのコアではないわ」

　少女の白い顔に、笑みが広がる。

　白馬が、嘶いなないた。

　瞬時に距離を縮めると――少女の上を飛び抜けた。そのまま、凄すさまじい速度で走る。地を蹴けり、城壁を軽々と越えた。

「くっ！　アリオーン！　何故だ!?」

　手綱は意味をなさない。町へと続く坂道に着地すると、粉ふん塵じんを舞い上げて走る。

「……お主ぬしじゃぁ、勝てねぇよ」

「わかるものか！　アリオーン、臆おくしたか！」

「ああ、まだワレは壊されたくないんでね。……死にてぇなら、勝手に死にな」

　白馬の紫色の瞳ひとみが、ソロンを睨にらむ。

「相手を選んで戦うフォトゥルマがいるとはな……。見損なったぞ、アリオーン！」

「最後のドゥラガン……。奴やつのことだよ。対たい峙じしてよくわかった。グフィード、間違いねぇ。ケケケッ。しかも、王と王女ときた。報告せねばなるまいなぁ」

「……あとで、説明してもらうぞ」

「嫌だね。……知りたくば、団長に訊きくんだなぁ」

　ソロンは、自分の背中が汗で濡ぬれていることに気づいた。確かに、あの少女の圧力は並のものではなかった。感じたことのない恐怖を、全身で感じた。負けるとは思わなかったが、無事では済まなかっただろう。

　少女の言葉を思い出し、手綱を握にぎる左手を見る。

「これが、フォトゥルマのコアではない、だと？　馬ば鹿かな。……どういう意味だ」

「ワレは知らねぇぞ。……それも、団長に訊くんだな」

　ぎゅっと、禍まが々まがしい力が封じられた左手を握る。自分にはまだ知らされていないことが、たくさんある。

　これでよかったのかも知れないと、ソロンは思う。

　レンの顔が、頭をよぎった。

　――まだ、逢あうべきではない。

「……わかった。アリオーン。ルレアへ戻るぞ！」

　白馬は、速度を上げた。



「……はぁ。なんとかやり過ごしたみたいだねえ。いやはや、寿命が縮まったよ。ギリギリだったねえ」

　その場にぺたんと座り込んで、サルダンは緊張を解いた。腕で、額ひたいの血を拭ぬぐう。

「たわし。役に立たないわね」

「無茶いわないでくれよ。〈使い手〉を二体も相手にして、普通の人間になにができるっていうんだい。オレらユグド人には、できることとできないことがあるんだ。適材適所でお願いするよ」

　なにも答えず、フィアナは歩き出す。

「ところでフィアナ。さっきの話ははったりなのかい？　本当のことなのかい？　もし本当のことだとしたら、オレも態度を改めなくちゃあいけないねえ」

　サルダンは、おっくうそうに立ち上がる。額ひたいの傷に、唾つばをつけた。

「……無理はしなくていいわ」

「そうかい？　まあ、オレもそこまで自分が幸運だって思っちゃいないからね。聞かなかったことにしとくよ。うん。それがいいね」

「長生きするわ。……たわし」

「黒幕に心当たりはあるのかい？　宣戦布告っていってたけどさ」

「ないわ。……でも、おそらく知っている男だわ」

「へえ。それも訊きかないでおくよ。世の中には、知らない方がいいことがたくさんあるからね。そうだろ、グフィードさん」

「ときが満ちぬうちは、そうね」

　サルダンは眠そうな顔で肩をすくめ、フィアナを追って歩き出した。



　クライムが、落ちていた。サルダンは、あんぐりと口を開ける。

「……こんなとこでなにしてるんだろうねえ、この我らが大将は。オレらが冷や汗垂らしてる間に、どうしてこんなんなっちゃったのか、まったく想像できないよ」

「サ、サルダン……？」

　かすれた声で、うつぶせに倒れたクライムが顔を上げた。視線が定まっていない。震える腕を伸ばし、地面を掴つかむ。

　闘技場から少しだけ出た場所だ。集まり始めた野次馬や衛兵たちの視線は、崩れたフォトゥルマに釘くぎ付づけだった。

「クライム……。レンは？」

　フィアナはクライムのそばにしゃがみ、そっと汗に濡ぬれた額を撫なでる。

「オ、オレは……。レンに、あ、謝らなくちゃ、いけないん……だ」

「そういやレンの姿が見えないねえ。クライム、なんか彼女を怒らせるようなことでも口走っちゃったのかい？　まったく、情けないねえ」

「力を消耗しているのね。……たわし、体力を戻してあげて」

　焦ったように、フィアナはサルダンを見上げる。

「オレがかい？　知ってるだろ？　回復や治癒の魔術を使えるユグド人なんて、数えるほどしかいないよ。あれは生まれつきの才能がいるんだ。オレは残念ながら、その才能には恵まれちゃいない。他の才能には秀ひいでてるけどね。恨むなら、運命を恨みなよ」

「……役立たず。わかったわ」

　フィアナは手早くクライムをひっくり返すと、その場に正座して、頭を膝ひざに乗せた。

　白く綺き麗れいな手が、クライムの頬ほおに触れる。彼女は、ゆっくりと目を閉じた。掌てのひらが、ほんのりと白く光る。

「なんだい、魔術使えるんじゃないか」

「この姿を維持するので精一杯よ。……少しだけなら、使えるわ」

「へえ。じゃあ離れてようかな。ここでいきなり元に戻られたら、踏み潰つぶされちゃう」

「……たわしハゲ。潰されたくなければ黙ってて」

　光が強くなる。クライムの顔に、血の気が戻ってきた。

「これは……。レンが使ったのと、同じ？」

「……そう。あの娘こも使えるのね」

　フィアナは薄く、笑みを浮かべる。

　光に包まれながら、クライムは深呼吸する。

　しかし光は、すぐに収縮した。フィアナの眉み間けんに皺しわが寄る。

「……ここまでが限界だわ。これ以上は……」

「いや、これで十分だ！　ありがとう、フィアナ！」

　ぱちっと目を開けたクライムは、身軽に跳び起きた。しかしまだ完全ではないらしく、足がふらついている。痛むのか、胸を押さえて顔を歪ゆがめた。

「ええ……。レンを、連れてきて」

「わかってる！　あ、サルダン。お金貸してくれ！」

「なんだいそれ。どうしてそういうことになるんだい？」

　サルダンは嫌そうな顔で、クライムから一歩身を引く。

「ずっと考えてたんだ！　必要なんだ！」

「……たわし。貸してあげて」

　フィアナの声に、余裕がない。

「まあいいけどね……。返ってこない気がするけど、仕方がないね」

　藁わらの蓑みのの中に手を突っ込んで、ごそごそとかき回し、小袋を取り出した。

　それを、クライムはぶんどった。

「ありがとう！　じゃあ、レンを探してくる！」

「っておい、クライム！　全部使うんじゃないよ！」

　クライムは、あっという間まに視界から消えてしまった。さっきまで地べたを這はっていたとは思えない元気だ。

「なんだいあれ。なんか買うつもりなのかね。まったく、訳がわからない男だよ」

　サルダンは不機嫌そうな顔で、まだ地面に座ったままのフィアナを見下ろす。彼女は疲れ切ったように、うなだれている。

「……きっと、レンを連れ戻すのに必要なのよ」

「そうかねえ。なんだか彼の場合、逆効果な気がするけど。というか、キミは大丈夫なのかい？　まさか魔力切れで、恐こわい姿を公衆の面前にさらすつもりじゃあないだろうねえ」

「……恐い？」

　ぴくりと、フィアナの肩が動いた。

「まあ、今のままでも十分恐いけどね。無表情過ぎるよ。もうちょっと、表情作るのを勉強したら？　レンがいい見本になるじゃない」

「……恐い？　この姿が、恐い？」

　フィアナは、ゆらりと立ち上がる。

　向き直り、上うわ目め遣づかいでサルダンを睨にらむ。

「ほら、恐い。そんな綺き麗れいな顔でさ、無表情で睨むなんて。ああ恐い」

「……ほう。こちらとどちらが恐いか、比べてみるがいい」

　声が変わった。地の底から響く、威厳のある重々しい声。

　その瞳ひとみが、赤く変わる。フィアナの身体からだが、まばゆい光に包まれる。ブロンドの髪が伸び、光に溶ける。

「まいったな、こりゃ。本当に魔力切れだったのかい？　……って、むおわっ!?」

　サルダンは、慌あわてて逃げ出した。



　　　４



「レーンっ！　どこだあーっ!?」

　クライムは、息を切らしながら叫んだ。

　肋あばらが激しく痛む。フィアナの魔術では、そこまで回復していなかった。油断すると、足が震えて倒れそうになる。

　腕に荷物を抱え、慣れない町の大通りを、ひとを避よけて走る。

　あちこちで、町人たちが固まっていた。城を指さして震えるひとや、呆ぼう然ぜんと膝ひざをつくひとや、大きな悲鳴をあげているひともいたが、気にかけている余裕はなかった。

　親にはぐれた子どものように、必死になってレンの姿を求めて走り続けるが、どこにもいない。見付からない。徐々に、クライムの顔は泣き顔に変わる。

　――傷つけてしまったに違いない。

　あのとき、ちゃんと礼をいうことができなかった。恐こわいかと聞かれて、否定することができなかった。レンの悲しそうな顔が、頭に浮かぶ。

　どうしてオレはいつも大事なところで失敗するんだと、クライムは悔やむ。

　走り続けていると、町の門の前まできてしまった。開け放たれた門の向こうは、広い街道が丘に向かって延びている。

　まさか、もう出て行ってしまったのではないか。

　どうするか、迷う。このまま外に出て探すか、町の中を探すか。

「……いや。きっと、まだ町にいる！」

　そう決めた。クライムは踵きびすを返し、大通りを戻る。

「レーンっ！　謝りたいんだーっ！」



　その声は、ずっと聞こえていた。

「アホみたいにでかい声だな……」

　レンは暗い路地の壁に背を預け、膝ひざを抱えていた。

　ずずっと、鼻を啜すする。涙を拭ふいたばかりの目は、赤くなっていた。

　あまり広くない町だ。どこにいようとも、じきに見付かると思っていた。本気で隠れれば、絶対に見付からない自信はあったが、そうはしなかった。

　今も、視界の隅にある大通りを、クライムは突っ走っていった。

　レンは、迷っていた。クライムの前に出て行くべきか、このまま町を発たつか。

　彼に悪気があるわけじゃないのは、わかっていた。戸惑うような顔だった。

「そりゃあ恐いよな。翼が生えた人間なんて、いないもんな……」

　恐くなったのは、レンの方だった。だから、逃げ出した。

　そっと薄い唇に触れると、顔が赤くなる。一度ならず二度までも、唇を奪われた。二度とも事故ではあったが、納得できるものではない。

「……今日のは、絶対フィアナだ。あいつ、ボクの背中を押したんだ」

　それで、クライムの封印が解けた。間違いない。

　古城のときも、キスでクライムは強くなった。人格が変わったかのように、自信に満ちた顔つきになった。もともと端正な顔をしているから、ドキっとするような姿になる。

　しかも、オレの女神とかなんとかいってたような気がする。

　そんなキザなことをいわれたことはない。恥ずかしくなって、ぶんぶんと頭を振った。

　だけど、どうしてキスでクライムが強くなるのか。翼と関係があるのだろうか。

「フィアナは、なんていってたっけ……」

　ミレア人とは違う、優すぐれた人種。確か、そういっていた。

　彼らと一緒にいれば、自分の謎なぞが解けるかも知れない。もしかしたら、同じように翼を持つ人間と出で逢あえるかも知れない。

　ルレアの町で襲いかかってきた仮面の集団のことを、思い出す。

　レンは、信じていた者に、売られたのだ。心を許していた者に、裏切られたのだ。悔しかった。やり切れなかった。あんな思いをするのは、もう嫌だった。

　――他人なんて信じない。信じられるのは、お金だけ。

　ぐっと、唇を噛かむ。

　再び、視界に蒼あおい髪が映った。叫びながら、さっきとは逆の方向へ走り抜ける。

　気をそがれて、肩を落とした。

「あのアホは……」

　あいつはどうなんだろう。ひとを裏切るなんて、できそうもない奴やつに思える。

　信じたい――そう、思った。

「それにしても……」

　見付けてくれればいいのになと思う。こちらから出て行くのは、しゃくだった。

　人前に出たくないというのもある。わずか数人だと思うが、翼を出して飛ぶところをひとに見られている。

　近くで、クライムの叫び声が聞こえた。もはや泣き声に近い。

　我慢できなくなって、レンは路地から顔を出した。

　きょろきょろと見回すと、クライムは道ばたにある樽たるの中に顔を突っ込んでいた。誰だれもいないとわかると、その場にしゃがみ込んだ。

「諦あきらめたのか？」

　なにかに気づいたのか、クライムは顔を上げて、鼻をくんくん鳴らし始める。

　レンは、咄とつ嗟さに路地に姿を隠した。



「……この匂においは！」

　風が運んできたその匂いに、クライムは敏感に反応した。そうだった、オレには動物並みの嗅きゆう覚かくがあったんだと、今さら思い出した。地べたに四つんばいになり、鼻を頼りに犬のように進む。目を閉じ、嗅覚に集中する。

「近いぞ。間違いない。この乳臭い匂いは、レンの匂いだ！」

「誰が乳臭いんだーっ！」

「うわっ!?」

　突然、頭を蹴けられた。クライムはひっくり返って、後頭部を地面に打ち付けた。

　くわっと目を開き、素早く跳び起きる。

　この声は――レンだ。

「レン！　やっと見付けた！」

　そこに、赤土色の髪の少女が立っていた。腕を組んで、頬ほおを膨らませている。

「何度大通りを往復するつもりだったんだ？　あと、ボクは樽たるの中になんて隠れない！」

「あ。……み、見てたのか？」

「あと、町の少年にも声かけてたろ。……ボクは、女だ！」

「わかってるって！　……いつから見てたんだよ。性格悪いなあ」

「うるさい、アホ！」

「ぎゃあ！」

　がしっと、脛すねを蹴けられた。いつもよりも強烈だ。足を抱えて、その場に跳び上がる。

「……ったく。それから、ひとの名前を大声で叫ぶな。恥ずかしいでしょ」

「だって……。オレ、お前に謝りたいんだ！」

　涙目で、レンを見る。

「……もういいよ。ばいばい」

「ちょっと待ってくれって！」

　背を向けるレンの肩を掴つかむ。

「なんだよ。……ボクのことが恐こわいんでしょ!?」

　クライムの手は、邪険に振り払われた。

「レン、これをお前に！」

　腕に抱えていた荷物を、レンに差し出す。

　中途半端な顔で、レンはそれを見た。

「……これは？」

「レンのために買ってきたんだ！」

　おそるおそるといった手つきで、レンはそれを両手でつまむ。はらりと、クライムの腕からこぼれた。

　可愛かわいらしい、白いワンピースだった。胸元が広く開いて、レースが鏤ちりばめられている。

　レンの頬に、ぽっと赤みが差す。

「……この服、ボクに？」

　クライムは、全力で頷うなずいた。

「ずっと考えてたんだ。レンは、絶対こーゆー可愛い服が似合うよ。だから、着て欲しいんだ。それで……、それで……」

「そ、それで？」

　レンは、ゴクリと唾つばを呑のみ込んだ。

「ずっとオレのそばにいてくれーっ！」

　クライムは、思いっ切り叫んだ。心の底から、言葉を呼び出した。

　町のひとびとが、奇異の目を向ける。

「わわっ！　なにいってんだクライムっ!?」

　顔を真っ赤にしたレンは、服を持ったままばたばたと手を振って、クライムの口を塞ふさごうとする。クライムは、その手をぐいっとどけた。まだいい足りない。

「レン。オレには、お前みたいな奴やつが必要なんだ！　知り合ってまだ何日も経たってないけどさ、なんか楽しかったんだ。面白かったんだ。そりゃあ、迷惑もかけたし、情けないところも見せたけど。いろんなことあったし、まだこれからもいろんなことあるかも知れないけどさ、レンとだったら、乗り切れる気がするんだ！　えーと、えーと……」

　言葉が上う手まく出てこなくてもどかしい。

「とにかくレン、お願いだ！　オレと！」

　レンの瞳ひとみに、うっすらと涙が浮かぶ。

「クライム……。恐こわくないのか？　ボクは……」

「全然恐くない！　グフィードやフォトゥルマに比べたら、なんともないよ！」

「……そんなのと一緒にすんなよ」

「うあ。ご、ごめん！」

「いいって、もう……」

「よくないよ！　レン！　オレを許してくれ。オレが悪かった。バカだった。なんでもいうこときくからさ。頼むから、どっか行かないでくれ！　お願いだよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　必死に叫ぶ。

　レンは、背を向けた。

　半べそのクライムは、答えを待った。

　ほんの数秒が、永遠にも感じる。

「……今、なんでもいうこときく、っていったよな。本当か？」

　やっと声が聞こえた。わずかに震えている。

「本当だ！」

「本当に、本当か？」

「絶対に本当だって！　オレは、嘘うそはつかない！」

「よし、契約だぞ！」

　振り向いたレンの顔は、ニヤリと笑みを浮かべていた。ぴきーんと、目が輝いている。

　少しだけ、クライムは後悔した。

「じゃあ、これからフィアナに教えてもらう宝のありかまで、きっちり護衛してもらうからな！　きっとフォトゥルマとかドゥラガンとか出るだろうけど、逃げずに戦うんだぞ。あと、五万イエンも払えよ。それと、その鎧よろいも剣も、呪のろいが解けたらボクがもらうぞ！」

「……あ、ああ。か、構わない……よ」

　レンは服を抱きしめながら、とびっきりの笑顔を見せた。



    

  
    
      




　　エピローグ





　翌日の朝。まだ混乱し、慌あわただしいアンズーの町を、クライムたち四人は脱出した。

　晴れ渡る空の下。北に延びる街道を、レンを先頭に歩いている。丘に散らばるたんぽぽが、緩い風に揺れている。

　サルダンは、昨夜遅くに宿に戻ってきた。レンに話したら、フィアナもそうだったらしい。理由を訊きいても教えてくれなかったが、サルダンはどことなくげっそりしていた。

「……なあ、レン。もうこれ取ってもいいか？」

　レンに借りたベージュ色の外がい套とうで上半身を隠したクライムは、嫌そうな顔で赤い頭ず巾きんの紐ひもを引っ張る。門をくぐって外に出るとき、蒼あおい髪は目立つからといわれて、無理矢理着けさせられたのだ。

「ずっとかぶってればいいじゃん。似合うよ、クライム」

　前を歩くレンは、ちらりと振り返ると、ぶふっと吹き出し、肩を震わせる。

「レン。笑ってるじゃないか！」

「あはははは。すっごい似合ってるって」

　クライムはむっとして、赤い頭ず巾きんを取る。

「さて、フィアナ！　約束だよ。宝の場所まで、案内してもらうからね！」

　レンは元気よく腕を振り上げ、横を歩くフィアナを見る。

「そうね。約束ね。……場所を教えるわ」

　フィアナは視線を合わせず、ブロンドの髪をかき上げて空を見上げた。

「オレも楽しみだよ。いったい、何年かかれば辿たどり着けるんだろうねえ」

　最後尾を歩いているサルダンが、嫌味な笑みを浮かべてそういった。

　ぎょっとして、クライムは眉まゆ根ねを寄せる。

「サルダン。宝がある場所って、そんなに遠いのか？」

「距離の問題じゃないね。宿命というか、どちらかというと、キミの足の問題だよ。レンは忘れてるみたいだけどさ」

「オレの足？　オレは足には自信があるぞ。山道だって得意だ」

「宿命？　クライムの足？　……あ！」

　立ち止まったレンは、血相を変えてクライムを睨にらむ。

「な、なんだ。レン？」

「アホ！　クライム、止まれ！」

「え？　なんでだ？」

　クライムの足は止まらない。首を傾かしげながら、レンに近づく。

　――辺りの風景が、揺れる。

　次の瞬間、クライムたちは山の中にいた。驚いたクライムは、目を剥むいて周りを見回す。

「な、なんだなんだ？　いきなり道が消えた？　……あっ！」

　思い当たって、クライムは絶句した。

「そう、〈宿命の足〉だよ。まったくキミは、自分のことがちっともわかってないねえ」

　肩をすぼめて、サルダンはにやにやする。フィアナは素知らぬ顔で、遠くを眺めている。

　げしっと、レンに脛すねを蹴けられた。

「ぎゃあ！」

「……クライム。こ、こ、こ、この、ドアホウ！」

　悔しそうに顔を歪ゆがめたレンは、ぎりぎりと歯を鳴らす。

「いや！　違う！　オレのせいじゃないって！　鎧よろいのせいだよ！」

「あーもう！　宿命なんか、大嫌いだーっ!!」

　レンの怒声が、こだました。



    

  
    
      




　　あとがき





　剣と魔法のファンタジーものが大好きです。

　家庭用ゲーム機でＲＰＧを遊ぶ前から、ＲＰＧを楽しんでました。いわゆるテーブルトークＲＰＧってやつです。某「龍と迷宮」にドハマリして、学生時代、よく仲間と夜通しサイコロを振りまくっていたもんです。さまざまなルールブックを買い込んでは、シナリオを考えたり、キャラクターを作ったり、ときにはルールを拡張したりしながら、友人たちと夜を明かしたもんです。今思えば、ちょっとアレな青春時代でした。

　その情熱は、ネットワークＲＰＧに移行しました。某「究極のファンタジー十一作目」には、三年くらいお世話になりました。もうどっちが現実世界なのかわかんないくらい、毎日プレイしまくってました。こんな人生でいいのだろうか、と思っているうちに夜が明けてしまう毎日でした。ですが、なんだかんだで友人も増え、とっても楽しい経験でした。今はもうログインしてませんが、何故か毎月の課金は止めてません。

　家庭用ゲーム機でも、美麗なグラフィックのあのＲＰＧとか、遊びまくりました。携帯用ゲーム機にも、ＲＰＧがささっていることが多いです。

　そんなわけで、剣と魔法のファンタジーものを書きました。ちょいと変則的なところはありますが、わりと正当なドタバタヒロイックファンタジーです。たぶん。

　斜め上を目指して頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いします！



　この辺で、謝辞を書きたいと思います。

　素晴らしいイラストを描いていただいたひづき夜や宵よい様には、超絶大感謝であります！　レンはすんごく可愛かわいいし、サルダンは思ってる通りのデザインでした。涙が出そうです。イラストから触発された部分もけっこーあったりしました。とっても嬉うれしいです。

　編集長様、担当様にも、多大なるアドバイスをいただき、非常に感謝しております。

　そしてこの本を手に取ってくれたあなた。大好きです。



　それではまた、二巻でお会いしましょう！



　　二〇〇七年一月　須す堂どう項こう



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　須堂項（すどう・こう）

　　猫を二匹飼っています。茶トラのマロンと、アメリカンカールのベルです。無茶苦茶萌えます。癒やされます。猫たちのために、今日もノートＰＣを持ってファミレスに出勤です。



　イラスト

　ひづき夜宵（ひづき・やよい）

　　ゲーム原画やカードイラスト等でジタバタ頑張るイラストレーター。都内辺境在住。偏食家。王冠フェチ。かわいい絵が描きたいです。

　　ＨＰ：‥［八卦電影城］

　　http://8kd.moo.jp
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